
「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけ
を記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あります
が、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが
多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」と仮
定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、その第
９回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
………………………………………………………………………………………………………………
(51) His disciples said to him, "When will the repose of the dead come about, and when 
will the new world come?"
He said to them, "What you look forward to has already come, but you do not recognize 
it."
(51) His disciples said to him, "When will the rest for the dead take place, and when will 
the new world come?"
He said to them, "What you are looking forward to has come, but you don't know it."
(51)彼の弟子たちが彼に言った、「どの日に死人の安息が入り来たり、どの日に新しい
世が来のでしょう」。彼が彼らに言った、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。
しかし、あなたがたはそれを知らない」
………………………………………………………………………………………………………………
この項は、前項の続きです。前項では、悟ると、言葉にはなりませんが感覚として「ああ、
私は宇宙だ」「私は、全てだ」「ああ、宇宙の果てまで私だ」というような感覚になる
と言いました。
「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がってしまった
状態の体験です。
「無我」とか、「無私」とか、言われるものです。とにかく、そのように、今までの普
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通の感覚とまったく違う感覚になります。無我とか無私は言葉を変えれば、それは「自
分」が居ない事ですから、「自分」は「死んでいる」のと、ある意味同じです。自分が
居ませんから、他と争うことも何もありませんし、恐れることも何もありません。全
くの平穏になります。つまり、死人の安息というのは、死んだほどの静かな安息とい
う意味です。

弟子達がイエスに、「そのようなものすごい平穏、安寧になるにはどうすればいいので
しょう。どうやったらそのような時が来るのでしょう。いつそうなるのでしょう」と
聞きました。
するとイエスは、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。しかし、あなたがた
はそれを知らない」と答えています。
どこか遠くにそのような世界があるのではなく、それはもう身近に来ている。もう、
すでに自分の中にそれを要素として持っている。つまり、もうすでにやって来ている。
でも、残念ながら諸君はそれを知らないだけだと言っています。やって来たわけでは
なく、そもそも元々自分は持っているということです。

それはそうです。「本来の自分」を覆っているものを取り去れば、それはそこにあるわ
けです。「本来の自分」を覆っているものとは、たくさんの記憶や学習から作成された
プログラム群です。プログラムというのは一種の行動指針です。もっと根源的には、
自我に対する概念や、肉体に対する概念も含みます。それらの蓋いを全部取り去れば、
「自分」も「自分の命」という概念も無くなるわけですから、そこはいわば、「生の無
い世界」、「死の世界」でもあります。でも、「本来の自分」はそこに存在している。消
えてなくなるわけではありません。ですから、完全なる平穏がそこにはあります。完
全なる安寧や至福がそこにはあります。マインドから見れば、死の世界のように思え
ますが、「死は無いこと」が分かる世界でもあります。死をも超えた世界です。「新し
い世界」とイエスの弟子達は言っています。その世界です。
「それはいつ来るのですか」と、弟子が聞いたので、イエスは「もう来ているけれども、
諸君が気がつかないだけだ」と言っているわけです。
イエスにとってみれば、「本来の自分」こそが、命のあるもので、マインドや肉体は、
単なる乗り物でしかありません。イエスにとってみれば、マインドや肉体を自分自身
だと思っている人は、まるで死んだ人のようなものです。獅子に喰われた人間は不幸
であるという言い方と同じで、獅子を自分だと思っていては、その世界に入れません。

いくら知識があっても、いくら悟り方を知っていても、それを語っているのが獅子で
あればそれは無意味です。そうではなくて「本来の自分」に向けて進むべきです。「本
来の自分」が、言葉ではない言葉で語っていることに耳を傾けるべきです。それは微
かに聞こえているはずです。ですから、それを覆っている蓋いをどんどん取り去って、
つまり、そこに進むのを邪魔している障害をどんどん取り去って、「本来の自分」に進
んでいくことが大切です。
………………………………………………………………………………………………………………
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets spoke in Israel, and all of them 
spoke in you."
He said to them, "You have omitted the one living in your presence and have spoken 
(only) of the dead."
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets have spoken in Israel, and they all 
spoke of you."
He said to them, "You have disregarded the living one who is in your presence, and have 
spoken of the dead."
(52)彼の弟子たちが彼に言った、「２４人の予言者たちがイスラエルで語りました。そ
して、彼らはみなあなたにあって語りました」。彼が彼らに言った、「あなたがたはあ
なたがたの面前で生きている者を捨て去り、死人たちを語った」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスと、イエスの弟子達は、イエスが教えを説き始めた最初の頃は、他の預言者や
指導者と面談したり、議論を闘わせたりしていたのだろうと思います。また他の預言
者や指導者も、イエスがどんなことを語っているのかを知りたくて、接触の機会も多々
あっただろうと思われます。２４人の預言者とありますが、１２や２４はその頃の１
２進法の区切りですから、ただ、単に「たくさんの」という意味です。２４人に意味
があるわけではありません。という事は、余談ですが、イエスの弟子は１２人と言わ
れていますけれど、それも深い意味があるわけではないのではないかと思います。
さて、そのように割と多くの人と、瞑想や修行についての議論を戦わせていたのだと
思います。それで弟子達も他の預言者や指導者に、質問などもしたことでしょう。そ
してイエスに対して、あの預言者はこんなことを言っていますが本当ですかとか、こ
の指導者はこのように指導していますが良い方法でしょうかなどと質問したのだと思
います。
それに対してイエスは、「あなたがたは、あなたがたの面前で生きている者を捨て去り、

死人たちを語った」と答えています。その意味は「せっかくあなたがたの面前に、悟っ
た私がいるのに、どうして悟ってない人にいろいろと話を聞くのだい」という意味で
す。「悟った人が面前にいるのに、死んだような人とあれこれ話して、いったいなんに
なる？」と言ったのかもしれません。

………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは悟っているから、自分が悟っていると、自分で分かるでしょうけど、弟子
は悟っていないのですから、面前のイエスが悟っているかどうか、分からないのじゃ
ないですか。ですから、あちこちの先生に、いろいろな質問をしたんじゃないですか」
「まぁ、そうだね。だから、ちょっとイエスが、イライラしているわけだ」
「えっ、どうして、イエスがイライラしていると分かるんですか。笑雲先生」
「『死んだような人と話して、なんになる』と、イエスが言ってるからね。まあ、本心
だと思う」
「ああ、じゃぁ、笑雲先生も、小松茸を見ているとイライラするでしょうね」
「そうだね。修行しないから、イライラする。でもそのイライラは、同じ行動エネルギー
だ。教えるためにそのエネルギーを使うように変更すれば良いわけだ」
「どう変更するのですか」
「ここではまず、弟子達が、２４人の預言者から聞いた迷信や、風習や思い込みから、
まずは、脱却させなければならない。その指導に向かう」
「なるほど」
「古い預言者が大切に守っているのは、古い掟やルールだ。迷信や言い伝えだ。まず
それらから自由になることだ。本来の意味や意図をしっかり理解して、もしそれが、
合理的、実際的に正しければそうするし、そうでなければ捨てることだ」
「そう言えば、次の項に、笑雲先生、古い掟を捨てる話が出てきます」
「そうかい。では、さっそく次に行ってみよう」

………………………………………………………………………………………………………………
(53) His disciples said to him, "Is circumcision beneficial or not?"
He said to them, "If it were beneficial, their father would beget them already 
circumcised from their mother."

(53) His disciples said to him, "Is circumcision useful or not?"
He said to them, "If it were useful, their father would produce children already 
circumcised from their mother."
(53)彼の弟子たちが彼に言った、「割礼は役に立つでしょうか。役に立たないでしょう
か」。彼らが彼に言った、「それが役に立つなら、彼ら（子供たち）の父が彼らを彼ら
の母（の胎）から割礼をして生んだであろうに」
………………………………………………………………………………………………………………
ユダヤの割礼の風習等については、私はよく知りませんが、ユダヤ教の習慣、決まり
のようです。イエスの弟子達は、他の預言者や指導者達の話を、イエスがことごとく
否定するので、「それでは、ユダヤ人のアイデンティティーでもある、例えば、割礼も
やめた方がいいのでしょうか」と、聞いたのでしょう。
それについてイエスは、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されてから、母親から
生まれるでしょうに」と、ウィットを交えて回答しています。自然に生まれ、自然に
育つのが一番良いのだと、現在では当たり前のことを、イエスはその時言っているわ
けです。
この割礼の話だけでなく、イエスは古い風習や迷信や宗教的な儀式について、とても
批判的であったと思われます。特に、ユダヤ教を守っているサドカイ派や、律法学者
について、批判をしています。
つまりイエスほど悟ってしまえば、迷信や風習は、宗教団体を守っている僧侶や神官
などを有利にするための人民へのまやかしだということを見抜いてしまいますから、
それに対しては必ず批判的にならざるを得ないと思います。ただ私が思うに、イエス
は争いを好んでいたわけではないと思うので、他の宗教団体に対するあからさまな批
判や、なにか行動に移すという事は、基本的には慎んでいたと思います。
ただし弟子に対しては、弟子達からの質問もありますから、迷信等についての考え方
は示していたと思います。

ついでに迷信について説明すると、マインドは自分と自分の主人を守るのが仕事です
から、危険な情報があるとそれを覚えて自分のものとします。例えば、「これは天狗茸
という毒キノコで、食べると死んでしまう」と教えられれば、それが本当に毒がある
のかどうかを確かめる事はなく、生涯、天狗茸を食べる事は、やめてしまいます。こ
れは合理的に自分の生命を守ろうとしていることで悪いことではありません。それと
同じように、「神様に捧げ物をしないと将来地獄に落ちる」と言われると、それを確か

めることもなく、生涯その呪縛から逃れる事は普通ありません。
マインドは実は、概念の世界にしか生きていませんから、実在の本当の事も、想像上
のまやかしも、マインドにとっては同じように危険な事なわけです。ですから、科学
的に考えるとそれは迷信であると分かっていても、なかなか、迷信だと断言できない
わけです。そのマインドの弱さをついて、悪徳商人や、悪徳宗教家や、悪徳預言者が
出てくるわけです。イエスはそれらに対して、自分の弟子達を守るために、それらは
迷信であるということを何度も話していたと思われます。
でもなかなか弟子達が納得しないので、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されて
から、母親から生まれるでしょうに」と笑いながら言ったのかもしれません。

さてこのあたりで、他の預言者や指導者達へ向いていた弟子達の意識が、やっとイエ
スの方に向いてきたので、イエスはまた、修行のポイントについて弟子達に話し始め
ます。

………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
これはよく似た言い回しが、共観福音書にも出てきます。 一番似ている並行箇所とし
ては、下記があります。これはイエスの根本の教えの一つですからどこにも出てくる
わけです。

【ルカ　6:20-21】
イエスは目を上げ弟子たちを見て言われた。「貧しい人々は、幸いである、神の国はあ
なたがたのものである。今飢えている人々は、幸いである、あなたがたは満たされる。
今泣いている人々は、幸いである、あなたがたは笑うようになる。」

共観福音書に出てくる言い回しは、どれも同じパターンです。言っていることは、今
不幸な気分があれば、それと真逆の方向の幸福になれますよということです。とても
変な言い回しに聞こえますが、これは短絡しているので変に聞こえるわけです。もっ

と丁寧に、説明を長くして言えば次のようになります。
「今は不幸だという気分に気が付いたのであれば、それはとてもラッキーなことだ。
なぜなら、不幸な気分に気が付いたので、それを解消する手立てさえ分かれば、その
不幸な気分を解消できる。そしてそれを解消できれば、その不幸な気分の逆方向の気
分、つまり、幸福な気分になれる」というわけです。
このように言える前提は、どのような不幸な気分も、それは単にマインドが作り出し
ているのであり、そのマインドの動き方を逆方向にすれば、即座にハッピーな気分に
なれる、しかも、それが容易に出来るというわけです。
イエスに言わせれば、その逆方向に向けるやり方は、とても簡単であり、それさえ習
得できれば良いわけですから、結局「不幸な気分に気が付いたら、すぐに幸福になれ
るよ」ということになります。
「貧しいなぁ。嫌だなぁ。と気が付いたら、ラッキーですよ。思い方を変えれば、すぐに、
ああ、そうだ。私はどんなに満たされ、どんなに恩恵にあずかっていて、どんなに豊
かなことだろうか。なんと、幸せなことか。素晴らしい。嬉しいなぁという気分にな
ることができますよ」ということです。
それを、短絡して言うと「貧しいものは幸いなり、天国は汝のものなり」となるわけ
です。

さて、これを「愛と欲の８要素表」で言えば、マインドは普通、get, hold, compare, 
more, という欲の方向に回転していますが、これを愛の方向give, drop, accept, 
enough, に回転させれば気分はすぐに幸福になるというわけです。
貧しい貧しいと思っている人が、お金持ちになって、そしてお金持ちになると幸福に
なれると普通の人は考えますが、イエスが言っているのはそうではありません。貧し
い貧しいと不幸な気持ちでいる自分に気が付いたらそれは、マインドが、そのように
他との比較をして、自分の基準で判断して、貧しいという不幸感を出しているのです
から、その不幸に思う考え方の仕組みさえ変えれば、貧しい、不幸だという気分は消
えます。すると途端に、ハッピーになりますよというわけです。
何かが不満だなどと悪い気分になっていることに気が付けば、そう考えているマイン
ドの向きを反対向きに変えるということです。すると、その悪い気分から、直ちに抜
けることができる。しかも悪い気分から抜けると人間はもともと、大幸福が根底にあ
りますから、すぐに良い気分になるということです。
イエスの言っているポイントをもう一度、一言で言えば「悪い気分に気が付いたらラッ

キーだ」ということです。
普通、悪い気分に浸って、それをどうしようこうしようとその悪い気分の原因になっ
た外部の諸事情を変更や修正しようとそちらばかり考えますが、そうではなくて、内
側に向かうということです。

イエスは多分このことを、何度も何度も言葉を変えて、場所を変えて弟子達に教えて
いたのだと思います。それでどの福音書にもこの言葉は残っています。
こうなれば幸せになれる、というのを人間は幼児の頃から、自分の経験や親の教育な
どによって学習して覚えていきます。それらが判断基準となっているわけです。その
判断基準を自分に押し当てて判断していますから、これはまだ満足できないから不満
だとか、これはまだ貧しいとか、これは心配だとか、色々なそのような思考になるわ
けです。欲が満たされていないから、不幸な気分になっているわけですから、欲を満
たせば幸福な気分になるだろうというのが普通の発想です。

イエスの言っているのは、そうではありません。欲から愛の方向に、マインドの向き
そのものを変える工夫です。判断基準を変えると言ってもいいです。「コップに水が半
分しかない」という思い方を、「コップに水が半分もあって、ありがたい」という思い
方に変えるわけです。
でも、多くの親は自分の子供の成長を願って、「コップに水が半分もあると思ってはい
けない、半分しかないのだから、頑張ってもう少し水を獲得しなければならないよ」
と教えます。
すなわち、「もっと認められなければならない」「もっと上位に上がらなくてはいけな
い」「もっと勉強しなくてはいけない」「もっとお金を稼がなければいけない」「もっと
我慢強くならなければならない」「もっと真剣にならなくてはいけない」等々と、親も
教えますし、先生も教えますし、自分も納得してそのように学習していきます。

でも、イエスのこの「切り返しの技」を使うには、それらの思い込みや行動指針を変
える必要があるわけですから、それがもし堅固に持たれていると、なかなかこの技が
使えません。なぜ、堅固に持たれているのかといえば、それは幼い時に、親から叱ら
れたとか、叱咤激励されたとか、折檻を受けたとか、そのようないわゆる「教育」が
深く染みついているからです。そのような否定型の教育だけでなく、何かが出来たら
誉められたとか、泣くのを我慢したらご褒美に飴を貰えたとか、肯定型の教育もあり

ますが、それも同じことです。つまり自分を守って育ててくれた、強い親がしっかりと、
それらのプログラムを守っているので、その心象の親の手を振り払わなければ、それ
らを抜くことがなかなか難しいわけです。
ですから、このイエスの技を使うには、親から受けたそのような「教育的」呪縛から、
逃れる必要が、まずあるというわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「親の教育的呪縛から、逃れられなければ、判断基準はなかなか変わりませんね」
「そうだね。親は子供によかれと思って、そのような教育を普通する。そして、それ
はある程度は良いことだ。でも、子供は、それによって、自分を縛ってしまう。呪縛
してしまう。特に幼い時に覚えたことは、大人になると、まるで、サイズが小さくなっ
た鎧兜のようなものだ」
「なるほど。小さい時はそれで自分を守れたけれど、今となっては、窮屈で逆に、自
分を苦しめているようなものですね」
「そうだ。だから、その不要になった鎧兜を脱ぐ必要がある。でも、それは、親が子
供に対して、外は危険がいっぱいだ。外は危険な敵ばかりだ。だから、ちゃんと着て
おきなさいと命じたものだ。だから、なかなか脱ぐ勇気がでない」
「じゃぁ、どうすればいいんですか。笑雲先生」
「そう、聞いた弟子がいたのだろうな。イエスの次の言葉は、その説明になっている」
「そうですか、では、次に行きましょう」

………………………………………………………………………………………………………………
(55) Jesus said, "Whoever does not hate his father and his mother cannot become a 
disciple to me. And whoever does not hate his brothers and sisters and take up his cross 
in my way will not be worthy of me."
(55) Jesus said, "Whoever does not hate father and mother cannot be my disciple, and 
whoever does not hate brothers and sisters, and carry the cross as I do, will not be 
worthy of me."
(55)イエスが言った、「その父とその母を憎まない者は、私の弟子であることができな
いであろう。私のように、その兄弟とその姉妹を憎まない者、その十字架を負わない
者は、私にふさわしくないであろう」

………………………………………………………………………………………………………………
イエスは磔になって死ぬことになりましたから、キリスト教は十字架をシンボルにし
ています。十字架を背負うという事は大変なことだ、苦しいことだという事は誰でも
よくわかりますが、イエスが生前に十字架をその譬（たと）えとして使って話をして
いたとは考えられません。ですからこのような言葉が残っているとしても、この部分
はイエスが語った言葉ではないという気がします。
その部分を除いてもう一度読んでみても、これはなかなか難しい文章です。普通常識
的には、親兄弟と仲良くしなさいと言います。しかしイエスは、親兄弟を憎めと言っ
ています。そうでなければ私の弟子ではないと言っています。
イエスのように悟った人が、そして、隣人を愛せよと常々言っている人が、親兄弟を
憎むことができなければ弟子にはなれないよというのは、とても矛盾した話のように
思えます。
ここで言う「私の弟子」という意味は、修行を進めて悟りに向かうということを教え
ていたわけですから、その修行がちゃんとできる人のことでしょう。
つまり、これは修行者に対して言っている言葉で、先程の幼児期から積み重ねてきた
様々なプログラムを見直して抜去するためには、それを守っている「心象の親」を倒
さなければ抜去ができないということです。

インディアンの子供は、小さい時に親から地面に輪を描かれて、その輪の中で遊ぶよ
うに躾られます。なぜなら、親が少し目を離した隙に、子供がどこかに行ってしまっ
ては、獰猛なコヨーテや野獣にやられてしまうからです。最初は子供もその輪を超え
て出て遊びに行くこともあったでしょうが、何度も厳しく躾られると、もう出てはい
けないのだと、しっかりプログラム化されてしまいます。つまり、親が輪を描いて、
この輪から出るなと言えば子供はもう出られないわけです。その子供が成長し、筋骨
隆々の壮年になって、その親がまだ健在で、よぼよぼのおじいさんであっても、その
おじいさんが輪を描いて息子に出るなと言えば、大の大人がやはり輪から出られない
のだそうです。

このように親の影響が分かりやすいものもありますが、「認められなくてはいけない」
とか「お金持ちでなければ馬鹿にされる」とか様々な、自分はそういう考えを持って
いることが間違いだとはちっとも思っていないようなことまで、実は親の躾や教育が、
深く影響しています。

そのようなプログラムを抜去するためには、そのプログラムを据え付けさせた親をま
ず先に除去しなければならないわけです。しかし、普通子供は親を尊敬していますし、
恐れ敬ってもいます。ですからまずそこを変えなければプログラムは抜去できません。
それでイエスはまず、親を尊敬するのをやめなさいと言ったわけです。尊敬するのを
やめるくらいではプログラムは抜去できませんから、こんな親の言うことなんかもう
聞くもんかというくらいにならなければなりません。つまり親を憎むというところぐ
らいまで、親と自分との位置取りを変化させないといけないわけです。
またその頃は今と違って兄弟の数も多く、一番年長の兄などは親と同じような影響力
を持っていたのだろうと思います。そのような兄からも、たくさんのプログラムを作
ることになっていると思いますので、イエスは親だけでなく兄弟についても、その位
置取りを変えなければ、それらのプログラムを抜く事はできないと言っているわけで
す。

さて位置取りを変えると言っても具体的には、一体どうするのかを、ついでにお話し
します。
「自分は弱くて守って欲しい」という状況でプログラムが出来ていますから、「自分は
強くて守ってもらう必要がない」という認識になれば抜きやすいわけです。子供から
見ると親は圧倒的に強いですが、その親と同等、ないしはそれ以上に自分が今強くなっ
ているということを、はっきりと認識する必要があるわけです。そしてそれを心象の
親に当てはめることが必要です。心の中で昔の親と戦う必要があるということです。
ここでよく間違うのが、実際に今、生きている親に対して、反抗的態度を取ったり文
句を言ったりして、自分が強くなっていることを確認しようとする人がいますが、そ
うする必要はありませんし、そうしても無意味です。また、場合によっては、実際の
親はすでに他界して、いないかもしれません。しかし、心の中ではイメージとして残っ
ているわけです。心象の親として、プログラムを守っているわけです。ですから、実
際の親ではなく、戦う相手は「心象の親」です。心の中にいる自分がイメージしてい
る親です。その親に打ち勝てば良いわけです。すると修行は一気に進みます。親の描
いた地面の輪っかから、自在に飛び出すこともできるようになるわけです。自分を締
め付けていた、幼児の時に入手した小さく固い鎧兜を、やっと脱ぎ捨てることができ
るわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「もしもそのように、多くのプログラムをどんどん抜去していくと、そして最後まで
抜去してしまうと、一体自分とは何になるのですか」
「自分とは、そうだな。肉体と肉体の一部であるマインドを使っている、本来の自分
のことか」
「肉体と肉体の一部であるマインドは本来の自分では無いということですよね」
「そうだね、それはイエスが何度も言っている。死ぬ時には農地をオーナーに返し、
着ている服もオーナーに返す。それは生まれ出た時に借りたものだからだ」
「肉体やマインドは、自分自身だと思っていて、なかなか借りているとは思えません
けど」
「それはそうだ。修行しなければそれはなかなか実感として分からない。でも修行が
進むと、これが実感として分かるようになる。肉体もマインドも借りたものだ。自分
のものではない。自分はその中に仮住まいをしているにすぎない」
「何かイエスが、次でそのようなことを言ってますね」
「そうかい、では次に行こう」
「はい。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(56)Jesus said, "Whoever has come to understand the world has found (only) a corpse, 
and whoever has found a corpse is superior to the world."
(56)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered a carcass, and 
whoever has discovered a carcass, of that person the world is not worthy."
(56)イエスが言った、「この世を知った者は、屍を見出した。そして、屍を見出した者に、
この世はふさわしくない」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、トマス福音書の中に、次のような並行箇所があります。
(80)Jesus said, "He who has recognized the world has found the body, but he who has 
found the body is superior to the world."
(80)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered the body, and 
whoever has discovered the body, of that one the world is not worthy."
(80)イエスが言った、「この世を知った者は、身体を見出した。しかし、身体を見出し
た者に、この世はふさわしくない」

………………………………………………………………………………………………………………
英語では、 body という言葉は、身体という意味もありますが、死体という意味もあり
ます。西洋の言葉は、もともとそうなのでしょう。ですからここは同じことを言って
いると思います。日本語に訳して屍と書くと訳が分からなくなりますが、単にbodyの
ことです。
この世を知った者とは、悟った人というほどの意味でしょう。悟った人は、身体を見
出したというわけです。なんだ、今まで自分と思っていたけどこれは単に「身体」な
んだ、という意味です。次の「身体を見出した者に、この世はふさわしくない」とい
うのは、とても深い意味のある言葉です。
身体を見出した者というのは、悟った人のことです。この世はふさわしくないという
意味は、悟った人は、この世の只中に、 bodyとして生きているのではないということ
です。
このように理解すると、言っている事は簡単で、悟ればこの世に執着や未練はないよ
ということです。執着や未練がなければ、さっさとあの世に行きそうな気がしますが、
実際はそうではありません。逆になります。
せっかく頂いたbodyを粗末にしたり、ぞんざいに扱ったりすることは、逆にできなく
なってきます。そうではなくて、感謝してそれを使えるだけなるべく長く、丁寧に手
入れよく使っていくことになります。なぜなら、魂であることが実感されて分かって
いても、魂だけでは誰ともコンタクトを取れず、遊び戯れることもできません。です
から悟った人は、いままでにも増して、心身のケアが丁寧になってくるわけです。自
分の肉体を良く手入れして、調子良く長持ちさせようとするわけです。借り物である
自分のbodyに感謝して、最大限にケアしようと思うわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「そのように悟るためには、いろいろなプログラムを抜去していって」
「そうだね」
「そして最終的に全部消してしまえば、それが悟りですね」
「ああ、そうだね、悟りには、人によりいろいろ定義があるが、それを悟りと定義し
ても良いと思う。プログラムの一旦全部抜去だ。プログラムの一気抜きとも言う」
「悟るために、そんなにプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちからそんなプログ
ラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとしてもしっかり根付

かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になればなるほど抜く
のが大変になりますから」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたのだろうな。イエスが、丁寧にそれについて、次
の項で答えている」
「そうですか、では、さっそく、次に進みましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(57)Jesus said, "The kingdom of the father is like a man who had good seed. His enemy 
came by night and sowed weeds among the good seed. The man did not allow them to 
pull up the weeds; he said to them, 'I am afraid that you will go intending to pull up the 
weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the weeds 
will be plainly visible, and they will be pulled up and burned."
(57)Jesus said, "The Father's kingdom is like a person who has [good] seed. His enemy 
came during the night and sowed weeds among the good seed. The person did not let 
the workers pull up the weeds, but said to them, 'No, otherwise you might go to pull up 
the weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the 
weeds will be conspicuous, and will be pulled up and burned."
(57)イエスが言った、「父の国は、良い種を持っている人のようなものである。彼の敵
が夜来て、良い種の中に毒麦を蒔いた。その人は彼ら（僕たち）に毒麦を引き抜かせ
なかった。彼は彼らに言った、『お前たちが毒麦を引き抜きに行って、それと一緒に麦
を引き抜かないように。なぜなら、収穫の日に毒麦が現われ出るであろうから。それ
らは引き抜かれ、焼き尽くされるであろう』」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書に、並行箇所があります。

【マタイの福音書、13:24-30】
イエスは、別のたとえを持ち出して言われた。「天の国は次のようにたとえられる。あ
る人が良い種を畑に蒔いた。人々が眠っている間に、敵が来て、麦の中に毒麦を蒔い
て行った。芽が出て、実ってみると、毒麦も現れた。僕たちが主人のところに来て言っ
た。『だんなさま、畑には良い種をお蒔きになったではありませんか。どこから毒麦が
入ったのでしょう。』主人は、『敵の仕業だ』と言った。そこで、僕たちが、『では、行っ
て抜き集めておきましょうか』と言うと、主人は言った。『いや、毒麦を集めるとき、
麦まで一緒に抜くかもしれない。刈り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい。

刈り入れの時、“まず毒麦を集め、焼くために束にし、麦の方は集めて倉に入れなさい”
と、刈り取る者に言いつけよう。』」

ほぼ同じようなことを言っています。ポイントは、毒麦が混じってしまって困るのだ
けれどもどうしようかということについて、そのように毒麦が混じっていても、それ
をすぐには抜かないで刈り入れの時まで放っておきなさいという対応の仕方を話して
います。

先ほど小松茸が聞いたように、トマスがイエスに聞いたのかもしれません。
「イエス様、悟るためにそんなに不要なプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちか
らそんなプログラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとして
もしっかり根付かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になれ
ばなるほど抜くのが大変になりますから」
「なるほど、そうだね。トマス。将来毒になるのが分かっている毒麦も一緒に生えて
きたわけだ」
「そうですよ、イエス様。だから、毒麦に気が付いたら、まだ根がしっかりと根付く
前に抜いてしまった方がいいのではないですか」
「いやいやトマス、それは刈り入れの時まで、放っておきなさい。早く抜く事は無い」
「えっ、イエス様。早く抜いてはいけないのですか」
「そうだね、早く抜いてはいけない。大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば良い
のだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、説明しよう。毒麦も普通の麦も、まだ、実がなる前はあまり見分けがつか
ない。というか毒麦も、幼い頃はそれなりに意味があるプログラムなのだ。例えば子
供が夜一人で暗闇に出向いて行っては危ない」
「そうですね」
「だから親は、子供に暗闇にはオバケが出るから出てはいけないと教える。子供は暗
闇にはオバケが出ると覚えてしまう。しかし大人になって、夜更けに恋人が、狼の遠
吠えか何かを真似して呼び出している時に、暗闇はオバケがいるからと出てきてくれ
なかったら、恋人と会えない。そうだろトマス」
「えっ、私は、狼の遠吠えなんかしてませんよ。フクロウの真似はしましたが」
「あはははは、そうかい」

「はい」

「とにかくだ。それと同じように、親は子供に対して色々と子供のためを思って教育
する。『男の子は泣いてはいけない』とか『嘘をついてはいけない』とか『人に勝たな
ければならない』とか様々なことを教える」
「そうですね。イエス様」
「それは子供にとっては自分を成長させたり自分を守ったり、その時期にとってはと
ても有用な教えでありプログラムだ。しかしそれをそのまま持ち続けていては、いつ
の間にかそのプログラムの奴隷になる。それが行き過ぎたり、他のプログラムと矛盾
したりし始める。するとそれは毒になってくるわけだ。そうなった時に初めて不要な
プログラムということになる。だからそうなった時にそれを抜けば良い」
「なるほど」
「プログラムを抜くというのは自動反応さ
せないことだ。完全にそのプログラムを捨
てるわけでは本当はない。プログラムは持っ
ているが、プログラムを起動させることも
起動させない事も自分の意志で自由自在に
なるということだ。それがプログラムから
自由になるということだ。その修行を諸君
はしているわけだ」
「なるほど分かりました。将来毒麦になる
麦であっても覚えた当初はそれなりに意味があって、当面はそのプログラムも有用で
あるということですね」
「そうだね。トマス。麦が大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば、それで充分間
に合うということだ。それまでは役に立っていたということだ」
「なるほど」
とトマスは深く納得しました。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「トマスは納得したかもしれませんが、私はちょっと疑問です」
「なにが？」

text:宝彩有菜

 第９回  毒麦も麦も麦の内

「毒麦だと分かった時に抜けば良いといっても、毒麦だと分からないまま、そのプロ
グラムにそってずっと人生を推し進めている場合もあるのではないですか」
「例えば？」
「例えば、人に認められなければならないと思って一生懸命勉強して、良い大学に入っ
て、大きな会社に入って、さらにまた頑張って認められようと、ずっと頑張っている
場合です」
「なるほど、それで苦しくなければ、それは毒麦ではないし害はない」
「じゃ、苦しくなったりしなければ、毒麦だと気がつかないという事ですか」
「そうだね。苦しくなったら毒麦だと気づくことができる。だから苦しいのをごまか
していたり、苦しいのを我慢し続けていると、病気になったり身体を壊したりするこ
とになりかねない。苦しいということに気がついたらラッキーなわけだ。その毒麦を
抜いてしまえば済むことだ」
「それじゃ出世できなくなりますよ」
「それじゃ聞くけど、その人は何のために出世しようとしているの？」
「それは幸せになるためですよ」
「でも、さらに無理に出世しようとすると苦しいわけだろう。身体を壊すかもしれな
い。だったら何をしてるのかわからないよね。それが毒麦だというわけだ。自動反応
になっていてそれに気がつかないわけだ」
「なるほど。ちょうど次にそのようなイエスの言葉がありますね」
「そうかい、では次に行こう」

………………………………………………………………………………………………………………
(58)Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58)Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."
(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスは実は、(54)番によく似ています。
………………………………………………………………………………………………………………
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
しかし、ここでまた同じような文章が出てきたのには、それなりの理由があります。

つまり、毒麦の話の後に出てきたわけですから、ここでは、新たに、「毒麦に苦しんだ
人は幸いである」と言いたかったのだと思います。そしてさらにここでは、彼は命を
見出したと続いています。
毒麦に苦しんで毒麦を抜いた人は、命を見出した、つまり、悟れたということです。

「じゃあ、イエス様」
「なんだい、トマス」
「毒麦に苦しまなかったら、悟れないってことですか」
「毒麦に苦しむことになったら、それを抜こうという工夫や努力ができる。そしてそ
れができれば、毒麦も麦も単に農地の上に生い茂っていたものだと分かる。そしてそ
れが分かればその農地を返すことも簡単だ。また自分の服を脱いで返すことも容易に
なってくる。だから毒麦に苦しむことになるという事はラッキーなことだ」
「じゃあ、イエス様、毒麦に苦しまないで、どんどん領土を広げたり、どんどん支配
欲を増やしたり、財産を増やしたりしていると、どうなるのですか。それでもいいの
ですか」
「それは本人の自由だから、とやかくは言わない。でもいずれ誰でも死ぬ時は来る。
その時に、悟っていなければ慌てふためくことになる。それまでに悟っていなければ、
生きている間中、死はいつもずっと怖いものになる。それだけの違いだ」
「それだけの違いって、それってとても大きいですよ。イエス様。領土も財産もそん
なに欲しくはありませんが、その安心が欲しいです」
「そうかい。それは、修行すれば誰でも手に入る」
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「修行すれば、誰でも手に入ると言われても…」
「じゃあ、言い直そう。修行しなければ、誰も手にすることはできない」
「はい。それは分かりますが。修行しても手に入らない気がしますけど」
「そう思っているから、まともな修行になっていないのだ。生きているうちにもっと、
しっかり、修行せい。死んでからでは修行はできんぞ」
「ああ、なるほど。イエスが次にそう言ったのでしょうかね」
「おや、そうかい」

………………………………………………………………………………………………………………
(59)Jesus said, "Take heed of the living one while you are alive, lest you die and seek to 
see him and be unable to do so."
(59)Jesus said, "Look to the living one as long as you live, otherwise you might die and 
then try to see the living one, and you will be unable to see."
(59)イエスが言った、「あなたがたが生きている間に、生ける者を注視しなさい。あな
たがたが死なないように。そして、あなたがたが彼を見ようとしても、見ることがで
きないであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これだけを読むと何を言ってるのかはよく分かりませんね。
少し補って読むとよくわかります。全文を書くと次のようになります。
「あなたがたが生きている間に、しっかり修行して、本当の存在、本当に生きる者を、
発見し、それを注視しなさい。そうすると、あなたがたは、この宇宙に存在している
魂そのものであると理解できて、自分が圧倒的な存在であることが分かります。そう
すると、あなたがたは、自分が死ぬ時に自分が消滅するのではないかという恐怖を抱
く事はなくなります。しかし、よく言っておきますが、修行は生きてるうちにしてく
ださい。死んでしまってからでは修行ができません。修行もせずに、悟りもせずに、
死んでしまうと、もう二度と、あなたがたはあなたがた自身に会うこともできません。
ですから生きているうちにしっかり修行して、生きているうちに悟ってください」
これが、次第に省略されて、結局、この項のような文章として残っているのでしょう。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、修行しろ、修行しろとウルサイですね」
「あはははは、ウルサイ？　まぁ、そうだね。小松茸に言うことはこれしかない」
「なんですか？」
「修行しなさいだ。修行の仕組みも、修行のやり方も、修行の意義も、修行の大切さも、
みんな分かっているのに、修行をしないのであれば、言うことはこれしかない。修行
しなさいだ」
「イエスも、相当、手こずったようですね。死ぬ前までにとにかく、修行しろと言っ
てますね」
「そうだね。さらに、その例え話までして、弟子に修行を促している。まったく。言っ

ても言っても、修行しない弟子がいたんだなぁ、昔も」
「今も、ですか？」
………………………………………………………………………………………………………………
(60)They saw a Samaritan carrying a lamb on his way to Judea. He said to his disciples, 
"That man is round about the lamb."
They said to him, "So that he may kill it and eat it."
He said to them, "While it is alive, he will not eat it, but only when he has killed it and it 
has become a corpse."
They said to him, "He cannot do so otherwise."
He said to them, "You too, look for a place for yourself within repose, lest you become a 
corpse and be eaten."
(60) He saw a Samaritan carrying a lamb and going to Judea. He said to his disciples, 
"that person ... around the lamb." They said to him, "So that he may kill it and eat it." He 
said to them, "He will not eat it while it is alive, but only after he has killed it and it has 
become a carcass."
They said, "Otherwise he can't do it."
He said to them, "So also with you, seek for yourselves a place for rest, or you might 
become a carcass and be eaten."
(60)彼らが、子羊を伴ってユダヤへ向かう一人のサマリア人を見た。彼（イエス）が
彼の弟子たちに言った、「あの者は子羊の傍にいる」。彼らが彼に言った、「彼はそれを
殺して食べようとしているのです」。彼らが彼に言った、「それが生きている間は、彼
はそれを食べないであろう。しかし、彼がそれを殺し、それが屍になったときに、（彼
はそれを食べるであろう）」。
彼らが言った、「彼は他の仕方でそうすることはできないでしょう」。彼が彼らに言っ
た、「あなたがたが屍になって食われないように、あなたがたも自分のために安息のう
ちに場所を求めなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスが弟子達に口を酸っぱくして「修行しなければ悟れませんよ」と説いています
が、弟子達は何度も聞かされているので、慣れっこになってしまい、なかなか真剣に
修行に励まなかったのでしょう。その時、ちょうど子羊を連れたサマリア人の一行が
通ったので、イエスはそれを見て弟子達に言いました。

「あの者は子羊の傍にいるが、なぜだい、トマス」
「イエス様、彼はあの仔羊を殺して食べようとしているのです」
「そうか。で、いつ食べるのだ」
「ですから、彼がそれを殺し、それが屍になったときにです。仔羊が生きている間は
食べません」
「ほう、そうか。生きている間は食べないのか」
「そうです。食べられません。死んでからです。生きているうちに食べるのは無理です。
死んだら食べることができます。イエス様、当り前のことをわざわざ聞かないでくだ
さい」
「それと同じだ。トマス。いいかい、だから生きているうちに修行しなければ、死ん
でからでは食べられてしまうよ」
「えっ、あっ、はい。生きているうちに修行ですね。イエス様」
「生きているうちに悟って、安息の場所を確保しておかないと、死んでからでは無理
だよ。無理」
「はい。イエス様」
と、少しは、修行を真剣にする気持ちになったかもしれませんね。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「今も昔も、なかなか修行しない弟子がいると、苦労しますね」
「そうだね。でも、苦労と言っても、イエスのように自分が悟ってしまったら、人生
でそれしかする事は残っていない。だからそれができる間はそれを愛を持って、楽し
みながらただ単にひたすらにするということだ」
「でも笑雲先生、イエスはなんか弟子達を脅しているようですけど」
「そうではなくて、たぶん笑いながらユーモアを交えて話していたのだと思うよ。『ほ
らほら、だから、喰われちゃう前に、修行して早く悟った方がいいよ。あはははは』
とかね」
「そうですね。そんな感じですね。次の会話もきっと、笑いが溢れていたんでしょうね」
「おや、そうかい。では、次に行こう」
「はい」

（次号につづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけ
を記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あります
が、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが
多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」と仮
定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、その第
９回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
………………………………………………………………………………………………………………
(51) His disciples said to him, "When will the repose of the dead come about, and when 
will the new world come?"
He said to them, "What you look forward to has already come, but you do not recognize 
it."
(51) His disciples said to him, "When will the rest for the dead take place, and when will 
the new world come?"
He said to them, "What you are looking forward to has come, but you don't know it."
(51)彼の弟子たちが彼に言った、「どの日に死人の安息が入り来たり、どの日に新しい
世が来のでしょう」。彼が彼らに言った、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。
しかし、あなたがたはそれを知らない」
………………………………………………………………………………………………………………
この項は、前項の続きです。前項では、悟ると、言葉にはなりませんが感覚として「ああ、
私は宇宙だ」「私は、全てだ」「ああ、宇宙の果てまで私だ」というような感覚になる
と言いました。
「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がってしまった
状態の体験です。
「無我」とか、「無私」とか、言われるものです。とにかく、そのように、今までの普
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通の感覚とまったく違う感覚になります。無我とか無私は言葉を変えれば、それは「自
分」が居ない事ですから、「自分」は「死んでいる」のと、ある意味同じです。自分が
居ませんから、他と争うことも何もありませんし、恐れることも何もありません。全
くの平穏になります。つまり、死人の安息というのは、死んだほどの静かな安息とい
う意味です。

弟子達がイエスに、「そのようなものすごい平穏、安寧になるにはどうすればいいので
しょう。どうやったらそのような時が来るのでしょう。いつそうなるのでしょう」と
聞きました。
するとイエスは、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。しかし、あなたがた
はそれを知らない」と答えています。
どこか遠くにそのような世界があるのではなく、それはもう身近に来ている。もう、
すでに自分の中にそれを要素として持っている。つまり、もうすでにやって来ている。
でも、残念ながら諸君はそれを知らないだけだと言っています。やって来たわけでは
なく、そもそも元々自分は持っているということです。

それはそうです。「本来の自分」を覆っているものを取り去れば、それはそこにあるわ
けです。「本来の自分」を覆っているものとは、たくさんの記憶や学習から作成された
プログラム群です。プログラムというのは一種の行動指針です。もっと根源的には、
自我に対する概念や、肉体に対する概念も含みます。それらの蓋いを全部取り去れば、
「自分」も「自分の命」という概念も無くなるわけですから、そこはいわば、「生の無
い世界」、「死の世界」でもあります。でも、「本来の自分」はそこに存在している。消
えてなくなるわけではありません。ですから、完全なる平穏がそこにはあります。完
全なる安寧や至福がそこにはあります。マインドから見れば、死の世界のように思え
ますが、「死は無いこと」が分かる世界でもあります。死をも超えた世界です。「新し
い世界」とイエスの弟子達は言っています。その世界です。
「それはいつ来るのですか」と、弟子が聞いたので、イエスは「もう来ているけれども、
諸君が気がつかないだけだ」と言っているわけです。
イエスにとってみれば、「本来の自分」こそが、命のあるもので、マインドや肉体は、
単なる乗り物でしかありません。イエスにとってみれば、マインドや肉体を自分自身
だと思っている人は、まるで死んだ人のようなものです。獅子に喰われた人間は不幸
であるという言い方と同じで、獅子を自分だと思っていては、その世界に入れません。

いくら知識があっても、いくら悟り方を知っていても、それを語っているのが獅子で
あればそれは無意味です。そうではなくて「本来の自分」に向けて進むべきです。「本
来の自分」が、言葉ではない言葉で語っていることに耳を傾けるべきです。それは微
かに聞こえているはずです。ですから、それを覆っている蓋いをどんどん取り去って、
つまり、そこに進むのを邪魔している障害をどんどん取り去って、「本来の自分」に進
んでいくことが大切です。
………………………………………………………………………………………………………………
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets spoke in Israel, and all of them 
spoke in you."
He said to them, "You have omitted the one living in your presence and have spoken 
(only) of the dead."
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets have spoken in Israel, and they all 
spoke of you."
He said to them, "You have disregarded the living one who is in your presence, and have 
spoken of the dead."
(52)彼の弟子たちが彼に言った、「２４人の予言者たちがイスラエルで語りました。そ
して、彼らはみなあなたにあって語りました」。彼が彼らに言った、「あなたがたはあ
なたがたの面前で生きている者を捨て去り、死人たちを語った」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスと、イエスの弟子達は、イエスが教えを説き始めた最初の頃は、他の預言者や
指導者と面談したり、議論を闘わせたりしていたのだろうと思います。また他の預言
者や指導者も、イエスがどんなことを語っているのかを知りたくて、接触の機会も多々
あっただろうと思われます。２４人の預言者とありますが、１２や２４はその頃の１
２進法の区切りですから、ただ、単に「たくさんの」という意味です。２４人に意味
があるわけではありません。という事は、余談ですが、イエスの弟子は１２人と言わ
れていますけれど、それも深い意味があるわけではないのではないかと思います。
さて、そのように割と多くの人と、瞑想や修行についての議論を戦わせていたのだと
思います。それで弟子達も他の預言者や指導者に、質問などもしたことでしょう。そ
してイエスに対して、あの預言者はこんなことを言っていますが本当ですかとか、こ
の指導者はこのように指導していますが良い方法でしょうかなどと質問したのだと思
います。
それに対してイエスは、「あなたがたは、あなたがたの面前で生きている者を捨て去り、

死人たちを語った」と答えています。その意味は「せっかくあなたがたの面前に、悟っ
た私がいるのに、どうして悟ってない人にいろいろと話を聞くのだい」という意味で
す。「悟った人が面前にいるのに、死んだような人とあれこれ話して、いったいなんに
なる？」と言ったのかもしれません。

………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは悟っているから、自分が悟っていると、自分で分かるでしょうけど、弟子
は悟っていないのですから、面前のイエスが悟っているかどうか、分からないのじゃ
ないですか。ですから、あちこちの先生に、いろいろな質問をしたんじゃないですか」
「まぁ、そうだね。だから、ちょっとイエスが、イライラしているわけだ」
「えっ、どうして、イエスがイライラしていると分かるんですか。笑雲先生」
「『死んだような人と話して、なんになる』と、イエスが言ってるからね。まあ、本心
だと思う」
「ああ、じゃぁ、笑雲先生も、小松茸を見ているとイライラするでしょうね」
「そうだね。修行しないから、イライラする。でもそのイライラは、同じ行動エネルギー
だ。教えるためにそのエネルギーを使うように変更すれば良いわけだ」
「どう変更するのですか」
「ここではまず、弟子達が、２４人の預言者から聞いた迷信や、風習や思い込みから、
まずは、脱却させなければならない。その指導に向かう」
「なるほど」
「古い預言者が大切に守っているのは、古い掟やルールだ。迷信や言い伝えだ。まず
それらから自由になることだ。本来の意味や意図をしっかり理解して、もしそれが、
合理的、実際的に正しければそうするし、そうでなければ捨てることだ」
「そう言えば、次の項に、笑雲先生、古い掟を捨てる話が出てきます」
「そうかい。では、さっそく次に行ってみよう」

………………………………………………………………………………………………………………
(53) His disciples said to him, "Is circumcision beneficial or not?"
He said to them, "If it were beneficial, their father would beget them already 
circumcised from their mother."

(53) His disciples said to him, "Is circumcision useful or not?"
He said to them, "If it were useful, their father would produce children already 
circumcised from their mother."
(53)彼の弟子たちが彼に言った、「割礼は役に立つでしょうか。役に立たないでしょう
か」。彼らが彼に言った、「それが役に立つなら、彼ら（子供たち）の父が彼らを彼ら
の母（の胎）から割礼をして生んだであろうに」
………………………………………………………………………………………………………………
ユダヤの割礼の風習等については、私はよく知りませんが、ユダヤ教の習慣、決まり
のようです。イエスの弟子達は、他の預言者や指導者達の話を、イエスがことごとく
否定するので、「それでは、ユダヤ人のアイデンティティーでもある、例えば、割礼も
やめた方がいいのでしょうか」と、聞いたのでしょう。
それについてイエスは、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されてから、母親から
生まれるでしょうに」と、ウィットを交えて回答しています。自然に生まれ、自然に
育つのが一番良いのだと、現在では当たり前のことを、イエスはその時言っているわ
けです。
この割礼の話だけでなく、イエスは古い風習や迷信や宗教的な儀式について、とても
批判的であったと思われます。特に、ユダヤ教を守っているサドカイ派や、律法学者
について、批判をしています。
つまりイエスほど悟ってしまえば、迷信や風習は、宗教団体を守っている僧侶や神官
などを有利にするための人民へのまやかしだということを見抜いてしまいますから、
それに対しては必ず批判的にならざるを得ないと思います。ただ私が思うに、イエス
は争いを好んでいたわけではないと思うので、他の宗教団体に対するあからさまな批
判や、なにか行動に移すという事は、基本的には慎んでいたと思います。
ただし弟子に対しては、弟子達からの質問もありますから、迷信等についての考え方
は示していたと思います。

ついでに迷信について説明すると、マインドは自分と自分の主人を守るのが仕事です
から、危険な情報があるとそれを覚えて自分のものとします。例えば、「これは天狗茸
という毒キノコで、食べると死んでしまう」と教えられれば、それが本当に毒がある
のかどうかを確かめる事はなく、生涯、天狗茸を食べる事は、やめてしまいます。こ
れは合理的に自分の生命を守ろうとしていることで悪いことではありません。それと
同じように、「神様に捧げ物をしないと将来地獄に落ちる」と言われると、それを確か

めることもなく、生涯その呪縛から逃れる事は普通ありません。
マインドは実は、概念の世界にしか生きていませんから、実在の本当の事も、想像上
のまやかしも、マインドにとっては同じように危険な事なわけです。ですから、科学
的に考えるとそれは迷信であると分かっていても、なかなか、迷信だと断言できない
わけです。そのマインドの弱さをついて、悪徳商人や、悪徳宗教家や、悪徳預言者が
出てくるわけです。イエスはそれらに対して、自分の弟子達を守るために、それらは
迷信であるということを何度も話していたと思われます。
でもなかなか弟子達が納得しないので、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されて
から、母親から生まれるでしょうに」と笑いながら言ったのかもしれません。

さてこのあたりで、他の預言者や指導者達へ向いていた弟子達の意識が、やっとイエ
スの方に向いてきたので、イエスはまた、修行のポイントについて弟子達に話し始め
ます。

………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
これはよく似た言い回しが、共観福音書にも出てきます。 一番似ている並行箇所とし
ては、下記があります。これはイエスの根本の教えの一つですからどこにも出てくる
わけです。

【ルカ　6:20-21】
イエスは目を上げ弟子たちを見て言われた。「貧しい人々は、幸いである、神の国はあ
なたがたのものである。今飢えている人々は、幸いである、あなたがたは満たされる。
今泣いている人々は、幸いである、あなたがたは笑うようになる。」

共観福音書に出てくる言い回しは、どれも同じパターンです。言っていることは、今
不幸な気分があれば、それと真逆の方向の幸福になれますよということです。とても
変な言い回しに聞こえますが、これは短絡しているので変に聞こえるわけです。もっ

と丁寧に、説明を長くして言えば次のようになります。
「今は不幸だという気分に気が付いたのであれば、それはとてもラッキーなことだ。
なぜなら、不幸な気分に気が付いたので、それを解消する手立てさえ分かれば、その
不幸な気分を解消できる。そしてそれを解消できれば、その不幸な気分の逆方向の気
分、つまり、幸福な気分になれる」というわけです。
このように言える前提は、どのような不幸な気分も、それは単にマインドが作り出し
ているのであり、そのマインドの動き方を逆方向にすれば、即座にハッピーな気分に
なれる、しかも、それが容易に出来るというわけです。
イエスに言わせれば、その逆方向に向けるやり方は、とても簡単であり、それさえ習
得できれば良いわけですから、結局「不幸な気分に気が付いたら、すぐに幸福になれ
るよ」ということになります。
「貧しいなぁ。嫌だなぁ。と気が付いたら、ラッキーですよ。思い方を変えれば、すぐに、
ああ、そうだ。私はどんなに満たされ、どんなに恩恵にあずかっていて、どんなに豊
かなことだろうか。なんと、幸せなことか。素晴らしい。嬉しいなぁという気分にな
ることができますよ」ということです。
それを、短絡して言うと「貧しいものは幸いなり、天国は汝のものなり」となるわけ
です。

さて、これを「愛と欲の８要素表」で言えば、マインドは普通、get, hold, compare, 
more, という欲の方向に回転していますが、これを愛の方向give, drop, accept, 
enough, に回転させれば気分はすぐに幸福になるというわけです。
貧しい貧しいと思っている人が、お金持ちになって、そしてお金持ちになると幸福に
なれると普通の人は考えますが、イエスが言っているのはそうではありません。貧し
い貧しいと不幸な気持ちでいる自分に気が付いたらそれは、マインドが、そのように
他との比較をして、自分の基準で判断して、貧しいという不幸感を出しているのです
から、その不幸に思う考え方の仕組みさえ変えれば、貧しい、不幸だという気分は消
えます。すると途端に、ハッピーになりますよというわけです。
何かが不満だなどと悪い気分になっていることに気が付けば、そう考えているマイン
ドの向きを反対向きに変えるということです。すると、その悪い気分から、直ちに抜
けることができる。しかも悪い気分から抜けると人間はもともと、大幸福が根底にあ
りますから、すぐに良い気分になるということです。
イエスの言っているポイントをもう一度、一言で言えば「悪い気分に気が付いたらラッ

キーだ」ということです。
普通、悪い気分に浸って、それをどうしようこうしようとその悪い気分の原因になっ
た外部の諸事情を変更や修正しようとそちらばかり考えますが、そうではなくて、内
側に向かうということです。

イエスは多分このことを、何度も何度も言葉を変えて、場所を変えて弟子達に教えて
いたのだと思います。それでどの福音書にもこの言葉は残っています。
こうなれば幸せになれる、というのを人間は幼児の頃から、自分の経験や親の教育な
どによって学習して覚えていきます。それらが判断基準となっているわけです。その
判断基準を自分に押し当てて判断していますから、これはまだ満足できないから不満
だとか、これはまだ貧しいとか、これは心配だとか、色々なそのような思考になるわ
けです。欲が満たされていないから、不幸な気分になっているわけですから、欲を満
たせば幸福な気分になるだろうというのが普通の発想です。

イエスの言っているのは、そうではありません。欲から愛の方向に、マインドの向き
そのものを変える工夫です。判断基準を変えると言ってもいいです。「コップに水が半
分しかない」という思い方を、「コップに水が半分もあって、ありがたい」という思い
方に変えるわけです。
でも、多くの親は自分の子供の成長を願って、「コップに水が半分もあると思ってはい
けない、半分しかないのだから、頑張ってもう少し水を獲得しなければならないよ」
と教えます。
すなわち、「もっと認められなければならない」「もっと上位に上がらなくてはいけな
い」「もっと勉強しなくてはいけない」「もっとお金を稼がなければいけない」「もっと
我慢強くならなければならない」「もっと真剣にならなくてはいけない」等々と、親も
教えますし、先生も教えますし、自分も納得してそのように学習していきます。

でも、イエスのこの「切り返しの技」を使うには、それらの思い込みや行動指針を変
える必要があるわけですから、それがもし堅固に持たれていると、なかなかこの技が
使えません。なぜ、堅固に持たれているのかといえば、それは幼い時に、親から叱ら
れたとか、叱咤激励されたとか、折檻を受けたとか、そのようないわゆる「教育」が
深く染みついているからです。そのような否定型の教育だけでなく、何かが出来たら
誉められたとか、泣くのを我慢したらご褒美に飴を貰えたとか、肯定型の教育もあり

ますが、それも同じことです。つまり自分を守って育ててくれた、強い親がしっかりと、
それらのプログラムを守っているので、その心象の親の手を振り払わなければ、それ
らを抜くことがなかなか難しいわけです。
ですから、このイエスの技を使うには、親から受けたそのような「教育的」呪縛から、
逃れる必要が、まずあるというわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「親の教育的呪縛から、逃れられなければ、判断基準はなかなか変わりませんね」
「そうだね。親は子供によかれと思って、そのような教育を普通する。そして、それ
はある程度は良いことだ。でも、子供は、それによって、自分を縛ってしまう。呪縛
してしまう。特に幼い時に覚えたことは、大人になると、まるで、サイズが小さくなっ
た鎧兜のようなものだ」
「なるほど。小さい時はそれで自分を守れたけれど、今となっては、窮屈で逆に、自
分を苦しめているようなものですね」
「そうだ。だから、その不要になった鎧兜を脱ぐ必要がある。でも、それは、親が子
供に対して、外は危険がいっぱいだ。外は危険な敵ばかりだ。だから、ちゃんと着て
おきなさいと命じたものだ。だから、なかなか脱ぐ勇気がでない」
「じゃぁ、どうすればいいんですか。笑雲先生」
「そう、聞いた弟子がいたのだろうな。イエスの次の言葉は、その説明になっている」
「そうですか、では、次に行きましょう」

………………………………………………………………………………………………………………
(55) Jesus said, "Whoever does not hate his father and his mother cannot become a 
disciple to me. And whoever does not hate his brothers and sisters and take up his cross 
in my way will not be worthy of me."
(55) Jesus said, "Whoever does not hate father and mother cannot be my disciple, and 
whoever does not hate brothers and sisters, and carry the cross as I do, will not be 
worthy of me."
(55)イエスが言った、「その父とその母を憎まない者は、私の弟子であることができな
いであろう。私のように、その兄弟とその姉妹を憎まない者、その十字架を負わない
者は、私にふさわしくないであろう」

………………………………………………………………………………………………………………
イエスは磔になって死ぬことになりましたから、キリスト教は十字架をシンボルにし
ています。十字架を背負うという事は大変なことだ、苦しいことだという事は誰でも
よくわかりますが、イエスが生前に十字架をその譬（たと）えとして使って話をして
いたとは考えられません。ですからこのような言葉が残っているとしても、この部分
はイエスが語った言葉ではないという気がします。
その部分を除いてもう一度読んでみても、これはなかなか難しい文章です。普通常識
的には、親兄弟と仲良くしなさいと言います。しかしイエスは、親兄弟を憎めと言っ
ています。そうでなければ私の弟子ではないと言っています。
イエスのように悟った人が、そして、隣人を愛せよと常々言っている人が、親兄弟を
憎むことができなければ弟子にはなれないよというのは、とても矛盾した話のように
思えます。
ここで言う「私の弟子」という意味は、修行を進めて悟りに向かうということを教え
ていたわけですから、その修行がちゃんとできる人のことでしょう。
つまり、これは修行者に対して言っている言葉で、先程の幼児期から積み重ねてきた
様々なプログラムを見直して抜去するためには、それを守っている「心象の親」を倒
さなければ抜去ができないということです。

インディアンの子供は、小さい時に親から地面に輪を描かれて、その輪の中で遊ぶよ
うに躾られます。なぜなら、親が少し目を離した隙に、子供がどこかに行ってしまっ
ては、獰猛なコヨーテや野獣にやられてしまうからです。最初は子供もその輪を超え
て出て遊びに行くこともあったでしょうが、何度も厳しく躾られると、もう出てはい
けないのだと、しっかりプログラム化されてしまいます。つまり、親が輪を描いて、
この輪から出るなと言えば子供はもう出られないわけです。その子供が成長し、筋骨
隆々の壮年になって、その親がまだ健在で、よぼよぼのおじいさんであっても、その
おじいさんが輪を描いて息子に出るなと言えば、大の大人がやはり輪から出られない
のだそうです。

このように親の影響が分かりやすいものもありますが、「認められなくてはいけない」
とか「お金持ちでなければ馬鹿にされる」とか様々な、自分はそういう考えを持って
いることが間違いだとはちっとも思っていないようなことまで、実は親の躾や教育が、
深く影響しています。

そのようなプログラムを抜去するためには、そのプログラムを据え付けさせた親をま
ず先に除去しなければならないわけです。しかし、普通子供は親を尊敬していますし、
恐れ敬ってもいます。ですからまずそこを変えなければプログラムは抜去できません。
それでイエスはまず、親を尊敬するのをやめなさいと言ったわけです。尊敬するのを
やめるくらいではプログラムは抜去できませんから、こんな親の言うことなんかもう
聞くもんかというくらいにならなければなりません。つまり親を憎むというところぐ
らいまで、親と自分との位置取りを変化させないといけないわけです。
またその頃は今と違って兄弟の数も多く、一番年長の兄などは親と同じような影響力
を持っていたのだろうと思います。そのような兄からも、たくさんのプログラムを作
ることになっていると思いますので、イエスは親だけでなく兄弟についても、その位
置取りを変えなければ、それらのプログラムを抜く事はできないと言っているわけで
す。

さて位置取りを変えると言っても具体的には、一体どうするのかを、ついでにお話し
します。
「自分は弱くて守って欲しい」という状況でプログラムが出来ていますから、「自分は
強くて守ってもらう必要がない」という認識になれば抜きやすいわけです。子供から
見ると親は圧倒的に強いですが、その親と同等、ないしはそれ以上に自分が今強くなっ
ているということを、はっきりと認識する必要があるわけです。そしてそれを心象の
親に当てはめることが必要です。心の中で昔の親と戦う必要があるということです。
ここでよく間違うのが、実際に今、生きている親に対して、反抗的態度を取ったり文
句を言ったりして、自分が強くなっていることを確認しようとする人がいますが、そ
うする必要はありませんし、そうしても無意味です。また、場合によっては、実際の
親はすでに他界して、いないかもしれません。しかし、心の中ではイメージとして残っ
ているわけです。心象の親として、プログラムを守っているわけです。ですから、実
際の親ではなく、戦う相手は「心象の親」です。心の中にいる自分がイメージしてい
る親です。その親に打ち勝てば良いわけです。すると修行は一気に進みます。親の描
いた地面の輪っかから、自在に飛び出すこともできるようになるわけです。自分を締
め付けていた、幼児の時に入手した小さく固い鎧兜を、やっと脱ぎ捨てることができ
るわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「もしもそのように、多くのプログラムをどんどん抜去していくと、そして最後まで
抜去してしまうと、一体自分とは何になるのですか」
「自分とは、そうだな。肉体と肉体の一部であるマインドを使っている、本来の自分
のことか」
「肉体と肉体の一部であるマインドは本来の自分では無いということですよね」
「そうだね、それはイエスが何度も言っている。死ぬ時には農地をオーナーに返し、
着ている服もオーナーに返す。それは生まれ出た時に借りたものだからだ」
「肉体やマインドは、自分自身だと思っていて、なかなか借りているとは思えません
けど」
「それはそうだ。修行しなければそれはなかなか実感として分からない。でも修行が
進むと、これが実感として分かるようになる。肉体もマインドも借りたものだ。自分
のものではない。自分はその中に仮住まいをしているにすぎない」
「何かイエスが、次でそのようなことを言ってますね」
「そうかい、では次に行こう」
「はい。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(56)Jesus said, "Whoever has come to understand the world has found (only) a corpse, 
and whoever has found a corpse is superior to the world."
(56)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered a carcass, and 
whoever has discovered a carcass, of that person the world is not worthy."
(56)イエスが言った、「この世を知った者は、屍を見出した。そして、屍を見出した者に、
この世はふさわしくない」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、トマス福音書の中に、次のような並行箇所があります。
(80)Jesus said, "He who has recognized the world has found the body, but he who has 
found the body is superior to the world."
(80)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered the body, and 
whoever has discovered the body, of that one the world is not worthy."
(80)イエスが言った、「この世を知った者は、身体を見出した。しかし、身体を見出し
た者に、この世はふさわしくない」

………………………………………………………………………………………………………………
英語では、 body という言葉は、身体という意味もありますが、死体という意味もあり
ます。西洋の言葉は、もともとそうなのでしょう。ですからここは同じことを言って
いると思います。日本語に訳して屍と書くと訳が分からなくなりますが、単にbodyの
ことです。
この世を知った者とは、悟った人というほどの意味でしょう。悟った人は、身体を見
出したというわけです。なんだ、今まで自分と思っていたけどこれは単に「身体」な
んだ、という意味です。次の「身体を見出した者に、この世はふさわしくない」とい
うのは、とても深い意味のある言葉です。
身体を見出した者というのは、悟った人のことです。この世はふさわしくないという
意味は、悟った人は、この世の只中に、 bodyとして生きているのではないということ
です。
このように理解すると、言っている事は簡単で、悟ればこの世に執着や未練はないよ
ということです。執着や未練がなければ、さっさとあの世に行きそうな気がしますが、
実際はそうではありません。逆になります。
せっかく頂いたbodyを粗末にしたり、ぞんざいに扱ったりすることは、逆にできなく
なってきます。そうではなくて、感謝してそれを使えるだけなるべく長く、丁寧に手
入れよく使っていくことになります。なぜなら、魂であることが実感されて分かって
いても、魂だけでは誰ともコンタクトを取れず、遊び戯れることもできません。です
から悟った人は、いままでにも増して、心身のケアが丁寧になってくるわけです。自
分の肉体を良く手入れして、調子良く長持ちさせようとするわけです。借り物である
自分のbodyに感謝して、最大限にケアしようと思うわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「そのように悟るためには、いろいろなプログラムを抜去していって」
「そうだね」
「そして最終的に全部消してしまえば、それが悟りですね」
「ああ、そうだね、悟りには、人によりいろいろ定義があるが、それを悟りと定義し
ても良いと思う。プログラムの一旦全部抜去だ。プログラムの一気抜きとも言う」
「悟るために、そんなにプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちからそんなプログ
ラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとしてもしっかり根付

かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になればなるほど抜く
のが大変になりますから」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたのだろうな。イエスが、丁寧にそれについて、次
の項で答えている」
「そうですか、では、さっそく、次に進みましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(57)Jesus said, "The kingdom of the father is like a man who had good seed. His enemy 
came by night and sowed weeds among the good seed. The man did not allow them to 
pull up the weeds; he said to them, 'I am afraid that you will go intending to pull up the 
weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the weeds 
will be plainly visible, and they will be pulled up and burned."
(57)Jesus said, "The Father's kingdom is like a person who has [good] seed. His enemy 
came during the night and sowed weeds among the good seed. The person did not let 
the workers pull up the weeds, but said to them, 'No, otherwise you might go to pull up 
the weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the 
weeds will be conspicuous, and will be pulled up and burned."
(57)イエスが言った、「父の国は、良い種を持っている人のようなものである。彼の敵
が夜来て、良い種の中に毒麦を蒔いた。その人は彼ら（僕たち）に毒麦を引き抜かせ
なかった。彼は彼らに言った、『お前たちが毒麦を引き抜きに行って、それと一緒に麦
を引き抜かないように。なぜなら、収穫の日に毒麦が現われ出るであろうから。それ
らは引き抜かれ、焼き尽くされるであろう』」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書に、並行箇所があります。

【マタイの福音書、13:24-30】
イエスは、別のたとえを持ち出して言われた。「天の国は次のようにたとえられる。あ
る人が良い種を畑に蒔いた。人々が眠っている間に、敵が来て、麦の中に毒麦を蒔い
て行った。芽が出て、実ってみると、毒麦も現れた。僕たちが主人のところに来て言っ
た。『だんなさま、畑には良い種をお蒔きになったではありませんか。どこから毒麦が
入ったのでしょう。』主人は、『敵の仕業だ』と言った。そこで、僕たちが、『では、行っ
て抜き集めておきましょうか』と言うと、主人は言った。『いや、毒麦を集めるとき、
麦まで一緒に抜くかもしれない。刈り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい。

刈り入れの時、“まず毒麦を集め、焼くために束にし、麦の方は集めて倉に入れなさい”
と、刈り取る者に言いつけよう。』」

ほぼ同じようなことを言っています。ポイントは、毒麦が混じってしまって困るのだ
けれどもどうしようかということについて、そのように毒麦が混じっていても、それ
をすぐには抜かないで刈り入れの時まで放っておきなさいという対応の仕方を話して
います。

先ほど小松茸が聞いたように、トマスがイエスに聞いたのかもしれません。
「イエス様、悟るためにそんなに不要なプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちか
らそんなプログラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとして
もしっかり根付かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になれ
ばなるほど抜くのが大変になりますから」
「なるほど、そうだね。トマス。将来毒になるのが分かっている毒麦も一緒に生えて
きたわけだ」
「そうですよ、イエス様。だから、毒麦に気が付いたら、まだ根がしっかりと根付く
前に抜いてしまった方がいいのではないですか」
「いやいやトマス、それは刈り入れの時まで、放っておきなさい。早く抜く事は無い」
「えっ、イエス様。早く抜いてはいけないのですか」
「そうだね、早く抜いてはいけない。大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば良い
のだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、説明しよう。毒麦も普通の麦も、まだ、実がなる前はあまり見分けがつか
ない。というか毒麦も、幼い頃はそれなりに意味があるプログラムなのだ。例えば子
供が夜一人で暗闇に出向いて行っては危ない」
「そうですね」
「だから親は、子供に暗闇にはオバケが出るから出てはいけないと教える。子供は暗
闇にはオバケが出ると覚えてしまう。しかし大人になって、夜更けに恋人が、狼の遠
吠えか何かを真似して呼び出している時に、暗闇はオバケがいるからと出てきてくれ
なかったら、恋人と会えない。そうだろトマス」
「えっ、私は、狼の遠吠えなんかしてませんよ。フクロウの真似はしましたが」
「あはははは、そうかい」

「はい」

「とにかくだ。それと同じように、親は子供に対して色々と子供のためを思って教育
する。『男の子は泣いてはいけない』とか『嘘をついてはいけない』とか『人に勝たな
ければならない』とか様々なことを教える」
「そうですね。イエス様」
「それは子供にとっては自分を成長させたり自分を守ったり、その時期にとってはと
ても有用な教えでありプログラムだ。しかしそれをそのまま持ち続けていては、いつ
の間にかそのプログラムの奴隷になる。それが行き過ぎたり、他のプログラムと矛盾
したりし始める。するとそれは毒になってくるわけだ。そうなった時に初めて不要な
プログラムということになる。だからそうなった時にそれを抜けば良い」
「なるほど」
「プログラムを抜くというのは自動反応さ
せないことだ。完全にそのプログラムを捨
てるわけでは本当はない。プログラムは持っ
ているが、プログラムを起動させることも
起動させない事も自分の意志で自由自在に
なるということだ。それがプログラムから
自由になるということだ。その修行を諸君
はしているわけだ」
「なるほど分かりました。将来毒麦になる
麦であっても覚えた当初はそれなりに意味があって、当面はそのプログラムも有用で
あるということですね」
「そうだね。トマス。麦が大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば、それで充分間
に合うということだ。それまでは役に立っていたということだ」
「なるほど」
とトマスは深く納得しました。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「トマスは納得したかもしれませんが、私はちょっと疑問です」
「なにが？」

「毒麦だと分かった時に抜けば良いといっても、毒麦だと分からないまま、そのプロ
グラムにそってずっと人生を推し進めている場合もあるのではないですか」
「例えば？」
「例えば、人に認められなければならないと思って一生懸命勉強して、良い大学に入っ
て、大きな会社に入って、さらにまた頑張って認められようと、ずっと頑張っている
場合です」
「なるほど、それで苦しくなければ、それは毒麦ではないし害はない」
「じゃ、苦しくなったりしなければ、毒麦だと気がつかないという事ですか」
「そうだね。苦しくなったら毒麦だと気づくことができる。だから苦しいのをごまか
していたり、苦しいのを我慢し続けていると、病気になったり身体を壊したりするこ
とになりかねない。苦しいということに気がついたらラッキーなわけだ。その毒麦を
抜いてしまえば済むことだ」
「それじゃ出世できなくなりますよ」
「それじゃ聞くけど、その人は何のために出世しようとしているの？」
「それは幸せになるためですよ」
「でも、さらに無理に出世しようとすると苦しいわけだろう。身体を壊すかもしれな
い。だったら何をしてるのかわからないよね。それが毒麦だというわけだ。自動反応
になっていてそれに気がつかないわけだ」
「なるほど。ちょうど次にそのようなイエスの言葉がありますね」
「そうかい、では次に行こう」

………………………………………………………………………………………………………………
(58)Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58)Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."
(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスは実は、(54)番によく似ています。
………………………………………………………………………………………………………………
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
しかし、ここでまた同じような文章が出てきたのには、それなりの理由があります。

つまり、毒麦の話の後に出てきたわけですから、ここでは、新たに、「毒麦に苦しんだ
人は幸いである」と言いたかったのだと思います。そしてさらにここでは、彼は命を
見出したと続いています。
毒麦に苦しんで毒麦を抜いた人は、命を見出した、つまり、悟れたということです。

「じゃあ、イエス様」
「なんだい、トマス」
「毒麦に苦しまなかったら、悟れないってことですか」
「毒麦に苦しむことになったら、それを抜こうという工夫や努力ができる。そしてそ
れができれば、毒麦も麦も単に農地の上に生い茂っていたものだと分かる。そしてそ
れが分かればその農地を返すことも簡単だ。また自分の服を脱いで返すことも容易に
なってくる。だから毒麦に苦しむことになるという事はラッキーなことだ」
「じゃあ、イエス様、毒麦に苦しまないで、どんどん領土を広げたり、どんどん支配
欲を増やしたり、財産を増やしたりしていると、どうなるのですか。それでもいいの
ですか」
「それは本人の自由だから、とやかくは言わない。でもいずれ誰でも死ぬ時は来る。
その時に、悟っていなければ慌てふためくことになる。それまでに悟っていなければ、
生きている間中、死はいつもずっと怖いものになる。それだけの違いだ」
「それだけの違いって、それってとても大きいですよ。イエス様。領土も財産もそん
なに欲しくはありませんが、その安心が欲しいです」
「そうかい。それは、修行すれば誰でも手に入る」
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「修行すれば、誰でも手に入ると言われても…」
「じゃあ、言い直そう。修行しなければ、誰も手にすることはできない」
「はい。それは分かりますが。修行しても手に入らない気がしますけど」
「そう思っているから、まともな修行になっていないのだ。生きているうちにもっと、
しっかり、修行せい。死んでからでは修行はできんぞ」
「ああ、なるほど。イエスが次にそう言ったのでしょうかね」
「おや、そうかい」

………………………………………………………………………………………………………………
(59)Jesus said, "Take heed of the living one while you are alive, lest you die and seek to 
see him and be unable to do so."
(59)Jesus said, "Look to the living one as long as you live, otherwise you might die and 
then try to see the living one, and you will be unable to see."
(59)イエスが言った、「あなたがたが生きている間に、生ける者を注視しなさい。あな
たがたが死なないように。そして、あなたがたが彼を見ようとしても、見ることがで
きないであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これだけを読むと何を言ってるのかはよく分かりませんね。
少し補って読むとよくわかります。全文を書くと次のようになります。
「あなたがたが生きている間に、しっかり修行して、本当の存在、本当に生きる者を、
発見し、それを注視しなさい。そうすると、あなたがたは、この宇宙に存在している
魂そのものであると理解できて、自分が圧倒的な存在であることが分かります。そう
すると、あなたがたは、自分が死ぬ時に自分が消滅するのではないかという恐怖を抱
く事はなくなります。しかし、よく言っておきますが、修行は生きてるうちにしてく
ださい。死んでしまってからでは修行ができません。修行もせずに、悟りもせずに、
死んでしまうと、もう二度と、あなたがたはあなたがた自身に会うこともできません。
ですから生きているうちにしっかり修行して、生きているうちに悟ってください」
これが、次第に省略されて、結局、この項のような文章として残っているのでしょう。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、修行しろ、修行しろとウルサイですね」
「あはははは、ウルサイ？　まぁ、そうだね。小松茸に言うことはこれしかない」
「なんですか？」
「修行しなさいだ。修行の仕組みも、修行のやり方も、修行の意義も、修行の大切さも、
みんな分かっているのに、修行をしないのであれば、言うことはこれしかない。修行
しなさいだ」
「イエスも、相当、手こずったようですね。死ぬ前までにとにかく、修行しろと言っ
てますね」
「そうだね。さらに、その例え話までして、弟子に修行を促している。まったく。言っ

ても言っても、修行しない弟子がいたんだなぁ、昔も」
「今も、ですか？」
………………………………………………………………………………………………………………
(60)They saw a Samaritan carrying a lamb on his way to Judea. He said to his disciples, 
"That man is round about the lamb."
They said to him, "So that he may kill it and eat it."
He said to them, "While it is alive, he will not eat it, but only when he has killed it and it 
has become a corpse."
They said to him, "He cannot do so otherwise."
He said to them, "You too, look for a place for yourself within repose, lest you become a 
corpse and be eaten."
(60) He saw a Samaritan carrying a lamb and going to Judea. He said to his disciples, 
"that person ... around the lamb." They said to him, "So that he may kill it and eat it." He 
said to them, "He will not eat it while it is alive, but only after he has killed it and it has 
become a carcass."
They said, "Otherwise he can't do it."
He said to them, "So also with you, seek for yourselves a place for rest, or you might 
become a carcass and be eaten."
(60)彼らが、子羊を伴ってユダヤへ向かう一人のサマリア人を見た。彼（イエス）が
彼の弟子たちに言った、「あの者は子羊の傍にいる」。彼らが彼に言った、「彼はそれを
殺して食べようとしているのです」。彼らが彼に言った、「それが生きている間は、彼
はそれを食べないであろう。しかし、彼がそれを殺し、それが屍になったときに、（彼
はそれを食べるであろう）」。
彼らが言った、「彼は他の仕方でそうすることはできないでしょう」。彼が彼らに言っ
た、「あなたがたが屍になって食われないように、あなたがたも自分のために安息のう
ちに場所を求めなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスが弟子達に口を酸っぱくして「修行しなければ悟れませんよ」と説いています
が、弟子達は何度も聞かされているので、慣れっこになってしまい、なかなか真剣に
修行に励まなかったのでしょう。その時、ちょうど子羊を連れたサマリア人の一行が
通ったので、イエスはそれを見て弟子達に言いました。

「あの者は子羊の傍にいるが、なぜだい、トマス」
「イエス様、彼はあの仔羊を殺して食べようとしているのです」
「そうか。で、いつ食べるのだ」
「ですから、彼がそれを殺し、それが屍になったときにです。仔羊が生きている間は
食べません」
「ほう、そうか。生きている間は食べないのか」
「そうです。食べられません。死んでからです。生きているうちに食べるのは無理です。
死んだら食べることができます。イエス様、当り前のことをわざわざ聞かないでくだ
さい」
「それと同じだ。トマス。いいかい、だから生きているうちに修行しなければ、死ん
でからでは食べられてしまうよ」
「えっ、あっ、はい。生きているうちに修行ですね。イエス様」
「生きているうちに悟って、安息の場所を確保しておかないと、死んでからでは無理
だよ。無理」
「はい。イエス様」
と、少しは、修行を真剣にする気持ちになったかもしれませんね。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「今も昔も、なかなか修行しない弟子がいると、苦労しますね」
「そうだね。でも、苦労と言っても、イエスのように自分が悟ってしまったら、人生
でそれしかする事は残っていない。だからそれができる間はそれを愛を持って、楽し
みながらただ単にひたすらにするということだ」
「でも笑雲先生、イエスはなんか弟子達を脅しているようですけど」
「そうではなくて、たぶん笑いながらユーモアを交えて話していたのだと思うよ。『ほ
らほら、だから、喰われちゃう前に、修行して早く悟った方がいいよ。あはははは』
とかね」
「そうですね。そんな感じですね。次の会話もきっと、笑いが溢れていたんでしょうね」
「おや、そうかい。では、次に行こう」
「はい」

（次号につづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけ
を記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あります
が、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが
多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」と仮
定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、その第
９回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
………………………………………………………………………………………………………………
(51) His disciples said to him, "When will the repose of the dead come about, and when 
will the new world come?"
He said to them, "What you look forward to has already come, but you do not recognize 
it."
(51) His disciples said to him, "When will the rest for the dead take place, and when will 
the new world come?"
He said to them, "What you are looking forward to has come, but you don't know it."
(51)彼の弟子たちが彼に言った、「どの日に死人の安息が入り来たり、どの日に新しい
世が来のでしょう」。彼が彼らに言った、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。
しかし、あなたがたはそれを知らない」
………………………………………………………………………………………………………………
この項は、前項の続きです。前項では、悟ると、言葉にはなりませんが感覚として「ああ、
私は宇宙だ」「私は、全てだ」「ああ、宇宙の果てまで私だ」というような感覚になる
と言いました。
「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がってしまった
状態の体験です。
「無我」とか、「無私」とか、言われるものです。とにかく、そのように、今までの普
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通の感覚とまったく違う感覚になります。無我とか無私は言葉を変えれば、それは「自
分」が居ない事ですから、「自分」は「死んでいる」のと、ある意味同じです。自分が
居ませんから、他と争うことも何もありませんし、恐れることも何もありません。全
くの平穏になります。つまり、死人の安息というのは、死んだほどの静かな安息とい
う意味です。

弟子達がイエスに、「そのようなものすごい平穏、安寧になるにはどうすればいいので
しょう。どうやったらそのような時が来るのでしょう。いつそうなるのでしょう」と
聞きました。
するとイエスは、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。しかし、あなたがた
はそれを知らない」と答えています。
どこか遠くにそのような世界があるのではなく、それはもう身近に来ている。もう、
すでに自分の中にそれを要素として持っている。つまり、もうすでにやって来ている。
でも、残念ながら諸君はそれを知らないだけだと言っています。やって来たわけでは
なく、そもそも元々自分は持っているということです。

それはそうです。「本来の自分」を覆っているものを取り去れば、それはそこにあるわ
けです。「本来の自分」を覆っているものとは、たくさんの記憶や学習から作成された
プログラム群です。プログラムというのは一種の行動指針です。もっと根源的には、
自我に対する概念や、肉体に対する概念も含みます。それらの蓋いを全部取り去れば、
「自分」も「自分の命」という概念も無くなるわけですから、そこはいわば、「生の無
い世界」、「死の世界」でもあります。でも、「本来の自分」はそこに存在している。消
えてなくなるわけではありません。ですから、完全なる平穏がそこにはあります。完
全なる安寧や至福がそこにはあります。マインドから見れば、死の世界のように思え
ますが、「死は無いこと」が分かる世界でもあります。死をも超えた世界です。「新し
い世界」とイエスの弟子達は言っています。その世界です。
「それはいつ来るのですか」と、弟子が聞いたので、イエスは「もう来ているけれども、
諸君が気がつかないだけだ」と言っているわけです。
イエスにとってみれば、「本来の自分」こそが、命のあるもので、マインドや肉体は、
単なる乗り物でしかありません。イエスにとってみれば、マインドや肉体を自分自身
だと思っている人は、まるで死んだ人のようなものです。獅子に喰われた人間は不幸
であるという言い方と同じで、獅子を自分だと思っていては、その世界に入れません。

いくら知識があっても、いくら悟り方を知っていても、それを語っているのが獅子で
あればそれは無意味です。そうではなくて「本来の自分」に向けて進むべきです。「本
来の自分」が、言葉ではない言葉で語っていることに耳を傾けるべきです。それは微
かに聞こえているはずです。ですから、それを覆っている蓋いをどんどん取り去って、
つまり、そこに進むのを邪魔している障害をどんどん取り去って、「本来の自分」に進
んでいくことが大切です。
………………………………………………………………………………………………………………
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets spoke in Israel, and all of them 
spoke in you."
He said to them, "You have omitted the one living in your presence and have spoken 
(only) of the dead."
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets have spoken in Israel, and they all 
spoke of you."
He said to them, "You have disregarded the living one who is in your presence, and have 
spoken of the dead."
(52)彼の弟子たちが彼に言った、「２４人の予言者たちがイスラエルで語りました。そ
して、彼らはみなあなたにあって語りました」。彼が彼らに言った、「あなたがたはあ
なたがたの面前で生きている者を捨て去り、死人たちを語った」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスと、イエスの弟子達は、イエスが教えを説き始めた最初の頃は、他の預言者や
指導者と面談したり、議論を闘わせたりしていたのだろうと思います。また他の預言
者や指導者も、イエスがどんなことを語っているのかを知りたくて、接触の機会も多々
あっただろうと思われます。２４人の預言者とありますが、１２や２４はその頃の１
２進法の区切りですから、ただ、単に「たくさんの」という意味です。２４人に意味
があるわけではありません。という事は、余談ですが、イエスの弟子は１２人と言わ
れていますけれど、それも深い意味があるわけではないのではないかと思います。
さて、そのように割と多くの人と、瞑想や修行についての議論を戦わせていたのだと
思います。それで弟子達も他の預言者や指導者に、質問などもしたことでしょう。そ
してイエスに対して、あの預言者はこんなことを言っていますが本当ですかとか、こ
の指導者はこのように指導していますが良い方法でしょうかなどと質問したのだと思
います。
それに対してイエスは、「あなたがたは、あなたがたの面前で生きている者を捨て去り、

死人たちを語った」と答えています。その意味は「せっかくあなたがたの面前に、悟っ
た私がいるのに、どうして悟ってない人にいろいろと話を聞くのだい」という意味で
す。「悟った人が面前にいるのに、死んだような人とあれこれ話して、いったいなんに
なる？」と言ったのかもしれません。

………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは悟っているから、自分が悟っていると、自分で分かるでしょうけど、弟子
は悟っていないのですから、面前のイエスが悟っているかどうか、分からないのじゃ
ないですか。ですから、あちこちの先生に、いろいろな質問をしたんじゃないですか」
「まぁ、そうだね。だから、ちょっとイエスが、イライラしているわけだ」
「えっ、どうして、イエスがイライラしていると分かるんですか。笑雲先生」
「『死んだような人と話して、なんになる』と、イエスが言ってるからね。まあ、本心
だと思う」
「ああ、じゃぁ、笑雲先生も、小松茸を見ているとイライラするでしょうね」
「そうだね。修行しないから、イライラする。でもそのイライラは、同じ行動エネルギー
だ。教えるためにそのエネルギーを使うように変更すれば良いわけだ」
「どう変更するのですか」
「ここではまず、弟子達が、２４人の預言者から聞いた迷信や、風習や思い込みから、
まずは、脱却させなければならない。その指導に向かう」
「なるほど」
「古い預言者が大切に守っているのは、古い掟やルールだ。迷信や言い伝えだ。まず
それらから自由になることだ。本来の意味や意図をしっかり理解して、もしそれが、
合理的、実際的に正しければそうするし、そうでなければ捨てることだ」
「そう言えば、次の項に、笑雲先生、古い掟を捨てる話が出てきます」
「そうかい。では、さっそく次に行ってみよう」

………………………………………………………………………………………………………………
(53) His disciples said to him, "Is circumcision beneficial or not?"
He said to them, "If it were beneficial, their father would beget them already 
circumcised from their mother."

(53) His disciples said to him, "Is circumcision useful or not?"
He said to them, "If it were useful, their father would produce children already 
circumcised from their mother."
(53)彼の弟子たちが彼に言った、「割礼は役に立つでしょうか。役に立たないでしょう
か」。彼らが彼に言った、「それが役に立つなら、彼ら（子供たち）の父が彼らを彼ら
の母（の胎）から割礼をして生んだであろうに」
………………………………………………………………………………………………………………
ユダヤの割礼の風習等については、私はよく知りませんが、ユダヤ教の習慣、決まり
のようです。イエスの弟子達は、他の預言者や指導者達の話を、イエスがことごとく
否定するので、「それでは、ユダヤ人のアイデンティティーでもある、例えば、割礼も
やめた方がいいのでしょうか」と、聞いたのでしょう。
それについてイエスは、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されてから、母親から
生まれるでしょうに」と、ウィットを交えて回答しています。自然に生まれ、自然に
育つのが一番良いのだと、現在では当たり前のことを、イエスはその時言っているわ
けです。
この割礼の話だけでなく、イエスは古い風習や迷信や宗教的な儀式について、とても
批判的であったと思われます。特に、ユダヤ教を守っているサドカイ派や、律法学者
について、批判をしています。
つまりイエスほど悟ってしまえば、迷信や風習は、宗教団体を守っている僧侶や神官
などを有利にするための人民へのまやかしだということを見抜いてしまいますから、
それに対しては必ず批判的にならざるを得ないと思います。ただ私が思うに、イエス
は争いを好んでいたわけではないと思うので、他の宗教団体に対するあからさまな批
判や、なにか行動に移すという事は、基本的には慎んでいたと思います。
ただし弟子に対しては、弟子達からの質問もありますから、迷信等についての考え方
は示していたと思います。

ついでに迷信について説明すると、マインドは自分と自分の主人を守るのが仕事です
から、危険な情報があるとそれを覚えて自分のものとします。例えば、「これは天狗茸
という毒キノコで、食べると死んでしまう」と教えられれば、それが本当に毒がある
のかどうかを確かめる事はなく、生涯、天狗茸を食べる事は、やめてしまいます。こ
れは合理的に自分の生命を守ろうとしていることで悪いことではありません。それと
同じように、「神様に捧げ物をしないと将来地獄に落ちる」と言われると、それを確か

めることもなく、生涯その呪縛から逃れる事は普通ありません。
マインドは実は、概念の世界にしか生きていませんから、実在の本当の事も、想像上
のまやかしも、マインドにとっては同じように危険な事なわけです。ですから、科学
的に考えるとそれは迷信であると分かっていても、なかなか、迷信だと断言できない
わけです。そのマインドの弱さをついて、悪徳商人や、悪徳宗教家や、悪徳預言者が
出てくるわけです。イエスはそれらに対して、自分の弟子達を守るために、それらは
迷信であるということを何度も話していたと思われます。
でもなかなか弟子達が納得しないので、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されて
から、母親から生まれるでしょうに」と笑いながら言ったのかもしれません。

さてこのあたりで、他の預言者や指導者達へ向いていた弟子達の意識が、やっとイエ
スの方に向いてきたので、イエスはまた、修行のポイントについて弟子達に話し始め
ます。

………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
これはよく似た言い回しが、共観福音書にも出てきます。 一番似ている並行箇所とし
ては、下記があります。これはイエスの根本の教えの一つですからどこにも出てくる
わけです。

【ルカ　6:20-21】
イエスは目を上げ弟子たちを見て言われた。「貧しい人々は、幸いである、神の国はあ
なたがたのものである。今飢えている人々は、幸いである、あなたがたは満たされる。
今泣いている人々は、幸いである、あなたがたは笑うようになる。」

共観福音書に出てくる言い回しは、どれも同じパターンです。言っていることは、今
不幸な気分があれば、それと真逆の方向の幸福になれますよということです。とても
変な言い回しに聞こえますが、これは短絡しているので変に聞こえるわけです。もっ

と丁寧に、説明を長くして言えば次のようになります。
「今は不幸だという気分に気が付いたのであれば、それはとてもラッキーなことだ。
なぜなら、不幸な気分に気が付いたので、それを解消する手立てさえ分かれば、その
不幸な気分を解消できる。そしてそれを解消できれば、その不幸な気分の逆方向の気
分、つまり、幸福な気分になれる」というわけです。
このように言える前提は、どのような不幸な気分も、それは単にマインドが作り出し
ているのであり、そのマインドの動き方を逆方向にすれば、即座にハッピーな気分に
なれる、しかも、それが容易に出来るというわけです。
イエスに言わせれば、その逆方向に向けるやり方は、とても簡単であり、それさえ習
得できれば良いわけですから、結局「不幸な気分に気が付いたら、すぐに幸福になれ
るよ」ということになります。
「貧しいなぁ。嫌だなぁ。と気が付いたら、ラッキーですよ。思い方を変えれば、すぐに、
ああ、そうだ。私はどんなに満たされ、どんなに恩恵にあずかっていて、どんなに豊
かなことだろうか。なんと、幸せなことか。素晴らしい。嬉しいなぁという気分にな
ることができますよ」ということです。
それを、短絡して言うと「貧しいものは幸いなり、天国は汝のものなり」となるわけ
です。

さて、これを「愛と欲の８要素表」で言えば、マインドは普通、get, hold, compare, 
more, という欲の方向に回転していますが、これを愛の方向give, drop, accept, 
enough, に回転させれば気分はすぐに幸福になるというわけです。
貧しい貧しいと思っている人が、お金持ちになって、そしてお金持ちになると幸福に
なれると普通の人は考えますが、イエスが言っているのはそうではありません。貧し
い貧しいと不幸な気持ちでいる自分に気が付いたらそれは、マインドが、そのように
他との比較をして、自分の基準で判断して、貧しいという不幸感を出しているのです
から、その不幸に思う考え方の仕組みさえ変えれば、貧しい、不幸だという気分は消
えます。すると途端に、ハッピーになりますよというわけです。
何かが不満だなどと悪い気分になっていることに気が付けば、そう考えているマイン
ドの向きを反対向きに変えるということです。すると、その悪い気分から、直ちに抜
けることができる。しかも悪い気分から抜けると人間はもともと、大幸福が根底にあ
りますから、すぐに良い気分になるということです。
イエスの言っているポイントをもう一度、一言で言えば「悪い気分に気が付いたらラッ

キーだ」ということです。
普通、悪い気分に浸って、それをどうしようこうしようとその悪い気分の原因になっ
た外部の諸事情を変更や修正しようとそちらばかり考えますが、そうではなくて、内
側に向かうということです。

イエスは多分このことを、何度も何度も言葉を変えて、場所を変えて弟子達に教えて
いたのだと思います。それでどの福音書にもこの言葉は残っています。
こうなれば幸せになれる、というのを人間は幼児の頃から、自分の経験や親の教育な
どによって学習して覚えていきます。それらが判断基準となっているわけです。その
判断基準を自分に押し当てて判断していますから、これはまだ満足できないから不満
だとか、これはまだ貧しいとか、これは心配だとか、色々なそのような思考になるわ
けです。欲が満たされていないから、不幸な気分になっているわけですから、欲を満
たせば幸福な気分になるだろうというのが普通の発想です。

イエスの言っているのは、そうではありません。欲から愛の方向に、マインドの向き
そのものを変える工夫です。判断基準を変えると言ってもいいです。「コップに水が半
分しかない」という思い方を、「コップに水が半分もあって、ありがたい」という思い
方に変えるわけです。
でも、多くの親は自分の子供の成長を願って、「コップに水が半分もあると思ってはい
けない、半分しかないのだから、頑張ってもう少し水を獲得しなければならないよ」
と教えます。
すなわち、「もっと認められなければならない」「もっと上位に上がらなくてはいけな
い」「もっと勉強しなくてはいけない」「もっとお金を稼がなければいけない」「もっと
我慢強くならなければならない」「もっと真剣にならなくてはいけない」等々と、親も
教えますし、先生も教えますし、自分も納得してそのように学習していきます。

でも、イエスのこの「切り返しの技」を使うには、それらの思い込みや行動指針を変
える必要があるわけですから、それがもし堅固に持たれていると、なかなかこの技が
使えません。なぜ、堅固に持たれているのかといえば、それは幼い時に、親から叱ら
れたとか、叱咤激励されたとか、折檻を受けたとか、そのようないわゆる「教育」が
深く染みついているからです。そのような否定型の教育だけでなく、何かが出来たら
誉められたとか、泣くのを我慢したらご褒美に飴を貰えたとか、肯定型の教育もあり

ますが、それも同じことです。つまり自分を守って育ててくれた、強い親がしっかりと、
それらのプログラムを守っているので、その心象の親の手を振り払わなければ、それ
らを抜くことがなかなか難しいわけです。
ですから、このイエスの技を使うには、親から受けたそのような「教育的」呪縛から、
逃れる必要が、まずあるというわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「親の教育的呪縛から、逃れられなければ、判断基準はなかなか変わりませんね」
「そうだね。親は子供によかれと思って、そのような教育を普通する。そして、それ
はある程度は良いことだ。でも、子供は、それによって、自分を縛ってしまう。呪縛
してしまう。特に幼い時に覚えたことは、大人になると、まるで、サイズが小さくなっ
た鎧兜のようなものだ」
「なるほど。小さい時はそれで自分を守れたけれど、今となっては、窮屈で逆に、自
分を苦しめているようなものですね」
「そうだ。だから、その不要になった鎧兜を脱ぐ必要がある。でも、それは、親が子
供に対して、外は危険がいっぱいだ。外は危険な敵ばかりだ。だから、ちゃんと着て
おきなさいと命じたものだ。だから、なかなか脱ぐ勇気がでない」
「じゃぁ、どうすればいいんですか。笑雲先生」
「そう、聞いた弟子がいたのだろうな。イエスの次の言葉は、その説明になっている」
「そうですか、では、次に行きましょう」

………………………………………………………………………………………………………………
(55) Jesus said, "Whoever does not hate his father and his mother cannot become a 
disciple to me. And whoever does not hate his brothers and sisters and take up his cross 
in my way will not be worthy of me."
(55) Jesus said, "Whoever does not hate father and mother cannot be my disciple, and 
whoever does not hate brothers and sisters, and carry the cross as I do, will not be 
worthy of me."
(55)イエスが言った、「その父とその母を憎まない者は、私の弟子であることができな
いであろう。私のように、その兄弟とその姉妹を憎まない者、その十字架を負わない
者は、私にふさわしくないであろう」

………………………………………………………………………………………………………………
イエスは磔になって死ぬことになりましたから、キリスト教は十字架をシンボルにし
ています。十字架を背負うという事は大変なことだ、苦しいことだという事は誰でも
よくわかりますが、イエスが生前に十字架をその譬（たと）えとして使って話をして
いたとは考えられません。ですからこのような言葉が残っているとしても、この部分
はイエスが語った言葉ではないという気がします。
その部分を除いてもう一度読んでみても、これはなかなか難しい文章です。普通常識
的には、親兄弟と仲良くしなさいと言います。しかしイエスは、親兄弟を憎めと言っ
ています。そうでなければ私の弟子ではないと言っています。
イエスのように悟った人が、そして、隣人を愛せよと常々言っている人が、親兄弟を
憎むことができなければ弟子にはなれないよというのは、とても矛盾した話のように
思えます。
ここで言う「私の弟子」という意味は、修行を進めて悟りに向かうということを教え
ていたわけですから、その修行がちゃんとできる人のことでしょう。
つまり、これは修行者に対して言っている言葉で、先程の幼児期から積み重ねてきた
様々なプログラムを見直して抜去するためには、それを守っている「心象の親」を倒
さなければ抜去ができないということです。

インディアンの子供は、小さい時に親から地面に輪を描かれて、その輪の中で遊ぶよ
うに躾られます。なぜなら、親が少し目を離した隙に、子供がどこかに行ってしまっ
ては、獰猛なコヨーテや野獣にやられてしまうからです。最初は子供もその輪を超え
て出て遊びに行くこともあったでしょうが、何度も厳しく躾られると、もう出てはい
けないのだと、しっかりプログラム化されてしまいます。つまり、親が輪を描いて、
この輪から出るなと言えば子供はもう出られないわけです。その子供が成長し、筋骨
隆々の壮年になって、その親がまだ健在で、よぼよぼのおじいさんであっても、その
おじいさんが輪を描いて息子に出るなと言えば、大の大人がやはり輪から出られない
のだそうです。

このように親の影響が分かりやすいものもありますが、「認められなくてはいけない」
とか「お金持ちでなければ馬鹿にされる」とか様々な、自分はそういう考えを持って
いることが間違いだとはちっとも思っていないようなことまで、実は親の躾や教育が、
深く影響しています。

そのようなプログラムを抜去するためには、そのプログラムを据え付けさせた親をま
ず先に除去しなければならないわけです。しかし、普通子供は親を尊敬していますし、
恐れ敬ってもいます。ですからまずそこを変えなければプログラムは抜去できません。
それでイエスはまず、親を尊敬するのをやめなさいと言ったわけです。尊敬するのを
やめるくらいではプログラムは抜去できませんから、こんな親の言うことなんかもう
聞くもんかというくらいにならなければなりません。つまり親を憎むというところぐ
らいまで、親と自分との位置取りを変化させないといけないわけです。
またその頃は今と違って兄弟の数も多く、一番年長の兄などは親と同じような影響力
を持っていたのだろうと思います。そのような兄からも、たくさんのプログラムを作
ることになっていると思いますので、イエスは親だけでなく兄弟についても、その位
置取りを変えなければ、それらのプログラムを抜く事はできないと言っているわけで
す。

さて位置取りを変えると言っても具体的には、一体どうするのかを、ついでにお話し
します。
「自分は弱くて守って欲しい」という状況でプログラムが出来ていますから、「自分は
強くて守ってもらう必要がない」という認識になれば抜きやすいわけです。子供から
見ると親は圧倒的に強いですが、その親と同等、ないしはそれ以上に自分が今強くなっ
ているということを、はっきりと認識する必要があるわけです。そしてそれを心象の
親に当てはめることが必要です。心の中で昔の親と戦う必要があるということです。
ここでよく間違うのが、実際に今、生きている親に対して、反抗的態度を取ったり文
句を言ったりして、自分が強くなっていることを確認しようとする人がいますが、そ
うする必要はありませんし、そうしても無意味です。また、場合によっては、実際の
親はすでに他界して、いないかもしれません。しかし、心の中ではイメージとして残っ
ているわけです。心象の親として、プログラムを守っているわけです。ですから、実
際の親ではなく、戦う相手は「心象の親」です。心の中にいる自分がイメージしてい
る親です。その親に打ち勝てば良いわけです。すると修行は一気に進みます。親の描
いた地面の輪っかから、自在に飛び出すこともできるようになるわけです。自分を締
め付けていた、幼児の時に入手した小さく固い鎧兜を、やっと脱ぎ捨てることができ
るわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「もしもそのように、多くのプログラムをどんどん抜去していくと、そして最後まで
抜去してしまうと、一体自分とは何になるのですか」
「自分とは、そうだな。肉体と肉体の一部であるマインドを使っている、本来の自分
のことか」
「肉体と肉体の一部であるマインドは本来の自分では無いということですよね」
「そうだね、それはイエスが何度も言っている。死ぬ時には農地をオーナーに返し、
着ている服もオーナーに返す。それは生まれ出た時に借りたものだからだ」
「肉体やマインドは、自分自身だと思っていて、なかなか借りているとは思えません
けど」
「それはそうだ。修行しなければそれはなかなか実感として分からない。でも修行が
進むと、これが実感として分かるようになる。肉体もマインドも借りたものだ。自分
のものではない。自分はその中に仮住まいをしているにすぎない」
「何かイエスが、次でそのようなことを言ってますね」
「そうかい、では次に行こう」
「はい。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(56)Jesus said, "Whoever has come to understand the world has found (only) a corpse, 
and whoever has found a corpse is superior to the world."
(56)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered a carcass, and 
whoever has discovered a carcass, of that person the world is not worthy."
(56)イエスが言った、「この世を知った者は、屍を見出した。そして、屍を見出した者に、
この世はふさわしくない」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、トマス福音書の中に、次のような並行箇所があります。
(80)Jesus said, "He who has recognized the world has found the body, but he who has 
found the body is superior to the world."
(80)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered the body, and 
whoever has discovered the body, of that one the world is not worthy."
(80)イエスが言った、「この世を知った者は、身体を見出した。しかし、身体を見出し
た者に、この世はふさわしくない」

………………………………………………………………………………………………………………
英語では、 body という言葉は、身体という意味もありますが、死体という意味もあり
ます。西洋の言葉は、もともとそうなのでしょう。ですからここは同じことを言って
いると思います。日本語に訳して屍と書くと訳が分からなくなりますが、単にbodyの
ことです。
この世を知った者とは、悟った人というほどの意味でしょう。悟った人は、身体を見
出したというわけです。なんだ、今まで自分と思っていたけどこれは単に「身体」な
んだ、という意味です。次の「身体を見出した者に、この世はふさわしくない」とい
うのは、とても深い意味のある言葉です。
身体を見出した者というのは、悟った人のことです。この世はふさわしくないという
意味は、悟った人は、この世の只中に、 bodyとして生きているのではないということ
です。
このように理解すると、言っている事は簡単で、悟ればこの世に執着や未練はないよ
ということです。執着や未練がなければ、さっさとあの世に行きそうな気がしますが、
実際はそうではありません。逆になります。
せっかく頂いたbodyを粗末にしたり、ぞんざいに扱ったりすることは、逆にできなく
なってきます。そうではなくて、感謝してそれを使えるだけなるべく長く、丁寧に手
入れよく使っていくことになります。なぜなら、魂であることが実感されて分かって
いても、魂だけでは誰ともコンタクトを取れず、遊び戯れることもできません。です
から悟った人は、いままでにも増して、心身のケアが丁寧になってくるわけです。自
分の肉体を良く手入れして、調子良く長持ちさせようとするわけです。借り物である
自分のbodyに感謝して、最大限にケアしようと思うわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「そのように悟るためには、いろいろなプログラムを抜去していって」
「そうだね」
「そして最終的に全部消してしまえば、それが悟りですね」
「ああ、そうだね、悟りには、人によりいろいろ定義があるが、それを悟りと定義し
ても良いと思う。プログラムの一旦全部抜去だ。プログラムの一気抜きとも言う」
「悟るために、そんなにプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちからそんなプログ
ラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとしてもしっかり根付

かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になればなるほど抜く
のが大変になりますから」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたのだろうな。イエスが、丁寧にそれについて、次
の項で答えている」
「そうですか、では、さっそく、次に進みましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(57)Jesus said, "The kingdom of the father is like a man who had good seed. His enemy 
came by night and sowed weeds among the good seed. The man did not allow them to 
pull up the weeds; he said to them, 'I am afraid that you will go intending to pull up the 
weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the weeds 
will be plainly visible, and they will be pulled up and burned."
(57)Jesus said, "The Father's kingdom is like a person who has [good] seed. His enemy 
came during the night and sowed weeds among the good seed. The person did not let 
the workers pull up the weeds, but said to them, 'No, otherwise you might go to pull up 
the weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the 
weeds will be conspicuous, and will be pulled up and burned."
(57)イエスが言った、「父の国は、良い種を持っている人のようなものである。彼の敵
が夜来て、良い種の中に毒麦を蒔いた。その人は彼ら（僕たち）に毒麦を引き抜かせ
なかった。彼は彼らに言った、『お前たちが毒麦を引き抜きに行って、それと一緒に麦
を引き抜かないように。なぜなら、収穫の日に毒麦が現われ出るであろうから。それ
らは引き抜かれ、焼き尽くされるであろう』」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書に、並行箇所があります。

【マタイの福音書、13:24-30】
イエスは、別のたとえを持ち出して言われた。「天の国は次のようにたとえられる。あ
る人が良い種を畑に蒔いた。人々が眠っている間に、敵が来て、麦の中に毒麦を蒔い
て行った。芽が出て、実ってみると、毒麦も現れた。僕たちが主人のところに来て言っ
た。『だんなさま、畑には良い種をお蒔きになったではありませんか。どこから毒麦が
入ったのでしょう。』主人は、『敵の仕業だ』と言った。そこで、僕たちが、『では、行っ
て抜き集めておきましょうか』と言うと、主人は言った。『いや、毒麦を集めるとき、
麦まで一緒に抜くかもしれない。刈り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい。

刈り入れの時、“まず毒麦を集め、焼くために束にし、麦の方は集めて倉に入れなさい”
と、刈り取る者に言いつけよう。』」

ほぼ同じようなことを言っています。ポイントは、毒麦が混じってしまって困るのだ
けれどもどうしようかということについて、そのように毒麦が混じっていても、それ
をすぐには抜かないで刈り入れの時まで放っておきなさいという対応の仕方を話して
います。

先ほど小松茸が聞いたように、トマスがイエスに聞いたのかもしれません。
「イエス様、悟るためにそんなに不要なプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちか
らそんなプログラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとして
もしっかり根付かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になれ
ばなるほど抜くのが大変になりますから」
「なるほど、そうだね。トマス。将来毒になるのが分かっている毒麦も一緒に生えて
きたわけだ」
「そうですよ、イエス様。だから、毒麦に気が付いたら、まだ根がしっかりと根付く
前に抜いてしまった方がいいのではないですか」
「いやいやトマス、それは刈り入れの時まで、放っておきなさい。早く抜く事は無い」
「えっ、イエス様。早く抜いてはいけないのですか」
「そうだね、早く抜いてはいけない。大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば良い
のだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、説明しよう。毒麦も普通の麦も、まだ、実がなる前はあまり見分けがつか
ない。というか毒麦も、幼い頃はそれなりに意味があるプログラムなのだ。例えば子
供が夜一人で暗闇に出向いて行っては危ない」
「そうですね」
「だから親は、子供に暗闇にはオバケが出るから出てはいけないと教える。子供は暗
闇にはオバケが出ると覚えてしまう。しかし大人になって、夜更けに恋人が、狼の遠
吠えか何かを真似して呼び出している時に、暗闇はオバケがいるからと出てきてくれ
なかったら、恋人と会えない。そうだろトマス」
「えっ、私は、狼の遠吠えなんかしてませんよ。フクロウの真似はしましたが」
「あはははは、そうかい」

「はい」

「とにかくだ。それと同じように、親は子供に対して色々と子供のためを思って教育
する。『男の子は泣いてはいけない』とか『嘘をついてはいけない』とか『人に勝たな
ければならない』とか様々なことを教える」
「そうですね。イエス様」
「それは子供にとっては自分を成長させたり自分を守ったり、その時期にとってはと
ても有用な教えでありプログラムだ。しかしそれをそのまま持ち続けていては、いつ
の間にかそのプログラムの奴隷になる。それが行き過ぎたり、他のプログラムと矛盾
したりし始める。するとそれは毒になってくるわけだ。そうなった時に初めて不要な
プログラムということになる。だからそうなった時にそれを抜けば良い」
「なるほど」
「プログラムを抜くというのは自動反応さ
せないことだ。完全にそのプログラムを捨
てるわけでは本当はない。プログラムは持っ
ているが、プログラムを起動させることも
起動させない事も自分の意志で自由自在に
なるということだ。それがプログラムから
自由になるということだ。その修行を諸君
はしているわけだ」
「なるほど分かりました。将来毒麦になる
麦であっても覚えた当初はそれなりに意味があって、当面はそのプログラムも有用で
あるということですね」
「そうだね。トマス。麦が大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば、それで充分間
に合うということだ。それまでは役に立っていたということだ」
「なるほど」
とトマスは深く納得しました。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「トマスは納得したかもしれませんが、私はちょっと疑問です」
「なにが？」

「毒麦だと分かった時に抜けば良いといっても、毒麦だと分からないまま、そのプロ
グラムにそってずっと人生を推し進めている場合もあるのではないですか」
「例えば？」
「例えば、人に認められなければならないと思って一生懸命勉強して、良い大学に入っ
て、大きな会社に入って、さらにまた頑張って認められようと、ずっと頑張っている
場合です」
「なるほど、それで苦しくなければ、それは毒麦ではないし害はない」
「じゃ、苦しくなったりしなければ、毒麦だと気がつかないという事ですか」
「そうだね。苦しくなったら毒麦だと気づくことができる。だから苦しいのをごまか
していたり、苦しいのを我慢し続けていると、病気になったり身体を壊したりするこ
とになりかねない。苦しいということに気がついたらラッキーなわけだ。その毒麦を
抜いてしまえば済むことだ」
「それじゃ出世できなくなりますよ」
「それじゃ聞くけど、その人は何のために出世しようとしているの？」
「それは幸せになるためですよ」
「でも、さらに無理に出世しようとすると苦しいわけだろう。身体を壊すかもしれな
い。だったら何をしてるのかわからないよね。それが毒麦だというわけだ。自動反応
になっていてそれに気がつかないわけだ」
「なるほど。ちょうど次にそのようなイエスの言葉がありますね」
「そうかい、では次に行こう」

………………………………………………………………………………………………………………
(58)Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58)Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."
(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスは実は、(54)番によく似ています。
………………………………………………………………………………………………………………
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
しかし、ここでまた同じような文章が出てきたのには、それなりの理由があります。

つまり、毒麦の話の後に出てきたわけですから、ここでは、新たに、「毒麦に苦しんだ
人は幸いである」と言いたかったのだと思います。そしてさらにここでは、彼は命を
見出したと続いています。
毒麦に苦しんで毒麦を抜いた人は、命を見出した、つまり、悟れたということです。

「じゃあ、イエス様」
「なんだい、トマス」
「毒麦に苦しまなかったら、悟れないってことですか」
「毒麦に苦しむことになったら、それを抜こうという工夫や努力ができる。そしてそ
れができれば、毒麦も麦も単に農地の上に生い茂っていたものだと分かる。そしてそ
れが分かればその農地を返すことも簡単だ。また自分の服を脱いで返すことも容易に
なってくる。だから毒麦に苦しむことになるという事はラッキーなことだ」
「じゃあ、イエス様、毒麦に苦しまないで、どんどん領土を広げたり、どんどん支配
欲を増やしたり、財産を増やしたりしていると、どうなるのですか。それでもいいの
ですか」
「それは本人の自由だから、とやかくは言わない。でもいずれ誰でも死ぬ時は来る。
その時に、悟っていなければ慌てふためくことになる。それまでに悟っていなければ、
生きている間中、死はいつもずっと怖いものになる。それだけの違いだ」
「それだけの違いって、それってとても大きいですよ。イエス様。領土も財産もそん
なに欲しくはありませんが、その安心が欲しいです」
「そうかい。それは、修行すれば誰でも手に入る」
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「修行すれば、誰でも手に入ると言われても…」
「じゃあ、言い直そう。修行しなければ、誰も手にすることはできない」
「はい。それは分かりますが。修行しても手に入らない気がしますけど」
「そう思っているから、まともな修行になっていないのだ。生きているうちにもっと、
しっかり、修行せい。死んでからでは修行はできんぞ」
「ああ、なるほど。イエスが次にそう言ったのでしょうかね」
「おや、そうかい」

………………………………………………………………………………………………………………
(59)Jesus said, "Take heed of the living one while you are alive, lest you die and seek to 
see him and be unable to do so."
(59)Jesus said, "Look to the living one as long as you live, otherwise you might die and 
then try to see the living one, and you will be unable to see."
(59)イエスが言った、「あなたがたが生きている間に、生ける者を注視しなさい。あな
たがたが死なないように。そして、あなたがたが彼を見ようとしても、見ることがで
きないであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これだけを読むと何を言ってるのかはよく分かりませんね。
少し補って読むとよくわかります。全文を書くと次のようになります。
「あなたがたが生きている間に、しっかり修行して、本当の存在、本当に生きる者を、
発見し、それを注視しなさい。そうすると、あなたがたは、この宇宙に存在している
魂そのものであると理解できて、自分が圧倒的な存在であることが分かります。そう
すると、あなたがたは、自分が死ぬ時に自分が消滅するのではないかという恐怖を抱
く事はなくなります。しかし、よく言っておきますが、修行は生きてるうちにしてく
ださい。死んでしまってからでは修行ができません。修行もせずに、悟りもせずに、
死んでしまうと、もう二度と、あなたがたはあなたがた自身に会うこともできません。
ですから生きているうちにしっかり修行して、生きているうちに悟ってください」
これが、次第に省略されて、結局、この項のような文章として残っているのでしょう。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、修行しろ、修行しろとウルサイですね」
「あはははは、ウルサイ？　まぁ、そうだね。小松茸に言うことはこれしかない」
「なんですか？」
「修行しなさいだ。修行の仕組みも、修行のやり方も、修行の意義も、修行の大切さも、
みんな分かっているのに、修行をしないのであれば、言うことはこれしかない。修行
しなさいだ」
「イエスも、相当、手こずったようですね。死ぬ前までにとにかく、修行しろと言っ
てますね」
「そうだね。さらに、その例え話までして、弟子に修行を促している。まったく。言っ

ても言っても、修行しない弟子がいたんだなぁ、昔も」
「今も、ですか？」
………………………………………………………………………………………………………………
(60)They saw a Samaritan carrying a lamb on his way to Judea. He said to his disciples, 
"That man is round about the lamb."
They said to him, "So that he may kill it and eat it."
He said to them, "While it is alive, he will not eat it, but only when he has killed it and it 
has become a corpse."
They said to him, "He cannot do so otherwise."
He said to them, "You too, look for a place for yourself within repose, lest you become a 
corpse and be eaten."
(60) He saw a Samaritan carrying a lamb and going to Judea. He said to his disciples, 
"that person ... around the lamb." They said to him, "So that he may kill it and eat it." He 
said to them, "He will not eat it while it is alive, but only after he has killed it and it has 
become a carcass."
They said, "Otherwise he can't do it."
He said to them, "So also with you, seek for yourselves a place for rest, or you might 
become a carcass and be eaten."
(60)彼らが、子羊を伴ってユダヤへ向かう一人のサマリア人を見た。彼（イエス）が
彼の弟子たちに言った、「あの者は子羊の傍にいる」。彼らが彼に言った、「彼はそれを
殺して食べようとしているのです」。彼らが彼に言った、「それが生きている間は、彼
はそれを食べないであろう。しかし、彼がそれを殺し、それが屍になったときに、（彼
はそれを食べるであろう）」。
彼らが言った、「彼は他の仕方でそうすることはできないでしょう」。彼が彼らに言っ
た、「あなたがたが屍になって食われないように、あなたがたも自分のために安息のう
ちに場所を求めなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスが弟子達に口を酸っぱくして「修行しなければ悟れませんよ」と説いています
が、弟子達は何度も聞かされているので、慣れっこになってしまい、なかなか真剣に
修行に励まなかったのでしょう。その時、ちょうど子羊を連れたサマリア人の一行が
通ったので、イエスはそれを見て弟子達に言いました。

「あの者は子羊の傍にいるが、なぜだい、トマス」
「イエス様、彼はあの仔羊を殺して食べようとしているのです」
「そうか。で、いつ食べるのだ」
「ですから、彼がそれを殺し、それが屍になったときにです。仔羊が生きている間は
食べません」
「ほう、そうか。生きている間は食べないのか」
「そうです。食べられません。死んでからです。生きているうちに食べるのは無理です。
死んだら食べることができます。イエス様、当り前のことをわざわざ聞かないでくだ
さい」
「それと同じだ。トマス。いいかい、だから生きているうちに修行しなければ、死ん
でからでは食べられてしまうよ」
「えっ、あっ、はい。生きているうちに修行ですね。イエス様」
「生きているうちに悟って、安息の場所を確保しておかないと、死んでからでは無理
だよ。無理」
「はい。イエス様」
と、少しは、修行を真剣にする気持ちになったかもしれませんね。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「今も昔も、なかなか修行しない弟子がいると、苦労しますね」
「そうだね。でも、苦労と言っても、イエスのように自分が悟ってしまったら、人生
でそれしかする事は残っていない。だからそれができる間はそれを愛を持って、楽し
みながらただ単にひたすらにするということだ」
「でも笑雲先生、イエスはなんか弟子達を脅しているようですけど」
「そうではなくて、たぶん笑いながらユーモアを交えて話していたのだと思うよ。『ほ
らほら、だから、喰われちゃう前に、修行して早く悟った方がいいよ。あはははは』
とかね」
「そうですね。そんな感じですね。次の会話もきっと、笑いが溢れていたんでしょうね」
「おや、そうかい。では、次に行こう」
「はい」

（次号につづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけ
を記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あります
が、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが
多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」と仮
定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、その第
９回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
………………………………………………………………………………………………………………
(51) His disciples said to him, "When will the repose of the dead come about, and when 
will the new world come?"
He said to them, "What you look forward to has already come, but you do not recognize 
it."
(51) His disciples said to him, "When will the rest for the dead take place, and when will 
the new world come?"
He said to them, "What you are looking forward to has come, but you don't know it."
(51)彼の弟子たちが彼に言った、「どの日に死人の安息が入り来たり、どの日に新しい
世が来のでしょう」。彼が彼らに言った、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。
しかし、あなたがたはそれを知らない」
………………………………………………………………………………………………………………
この項は、前項の続きです。前項では、悟ると、言葉にはなりませんが感覚として「ああ、
私は宇宙だ」「私は、全てだ」「ああ、宇宙の果てまで私だ」というような感覚になる
と言いました。
「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がってしまった
状態の体験です。
「無我」とか、「無私」とか、言われるものです。とにかく、そのように、今までの普
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通の感覚とまったく違う感覚になります。無我とか無私は言葉を変えれば、それは「自
分」が居ない事ですから、「自分」は「死んでいる」のと、ある意味同じです。自分が
居ませんから、他と争うことも何もありませんし、恐れることも何もありません。全
くの平穏になります。つまり、死人の安息というのは、死んだほどの静かな安息とい
う意味です。

弟子達がイエスに、「そのようなものすごい平穏、安寧になるにはどうすればいいので
しょう。どうやったらそのような時が来るのでしょう。いつそうなるのでしょう」と
聞きました。
するとイエスは、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。しかし、あなたがた
はそれを知らない」と答えています。
どこか遠くにそのような世界があるのではなく、それはもう身近に来ている。もう、
すでに自分の中にそれを要素として持っている。つまり、もうすでにやって来ている。
でも、残念ながら諸君はそれを知らないだけだと言っています。やって来たわけでは
なく、そもそも元々自分は持っているということです。

それはそうです。「本来の自分」を覆っているものを取り去れば、それはそこにあるわ
けです。「本来の自分」を覆っているものとは、たくさんの記憶や学習から作成された
プログラム群です。プログラムというのは一種の行動指針です。もっと根源的には、
自我に対する概念や、肉体に対する概念も含みます。それらの蓋いを全部取り去れば、
「自分」も「自分の命」という概念も無くなるわけですから、そこはいわば、「生の無
い世界」、「死の世界」でもあります。でも、「本来の自分」はそこに存在している。消
えてなくなるわけではありません。ですから、完全なる平穏がそこにはあります。完
全なる安寧や至福がそこにはあります。マインドから見れば、死の世界のように思え
ますが、「死は無いこと」が分かる世界でもあります。死をも超えた世界です。「新し
い世界」とイエスの弟子達は言っています。その世界です。
「それはいつ来るのですか」と、弟子が聞いたので、イエスは「もう来ているけれども、
諸君が気がつかないだけだ」と言っているわけです。
イエスにとってみれば、「本来の自分」こそが、命のあるもので、マインドや肉体は、
単なる乗り物でしかありません。イエスにとってみれば、マインドや肉体を自分自身
だと思っている人は、まるで死んだ人のようなものです。獅子に喰われた人間は不幸
であるという言い方と同じで、獅子を自分だと思っていては、その世界に入れません。

いくら知識があっても、いくら悟り方を知っていても、それを語っているのが獅子で
あればそれは無意味です。そうではなくて「本来の自分」に向けて進むべきです。「本
来の自分」が、言葉ではない言葉で語っていることに耳を傾けるべきです。それは微
かに聞こえているはずです。ですから、それを覆っている蓋いをどんどん取り去って、
つまり、そこに進むのを邪魔している障害をどんどん取り去って、「本来の自分」に進
んでいくことが大切です。
………………………………………………………………………………………………………………
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets spoke in Israel, and all of them 
spoke in you."
He said to them, "You have omitted the one living in your presence and have spoken 
(only) of the dead."
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets have spoken in Israel, and they all 
spoke of you."
He said to them, "You have disregarded the living one who is in your presence, and have 
spoken of the dead."
(52)彼の弟子たちが彼に言った、「２４人の予言者たちがイスラエルで語りました。そ
して、彼らはみなあなたにあって語りました」。彼が彼らに言った、「あなたがたはあ
なたがたの面前で生きている者を捨て去り、死人たちを語った」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスと、イエスの弟子達は、イエスが教えを説き始めた最初の頃は、他の預言者や
指導者と面談したり、議論を闘わせたりしていたのだろうと思います。また他の預言
者や指導者も、イエスがどんなことを語っているのかを知りたくて、接触の機会も多々
あっただろうと思われます。２４人の預言者とありますが、１２や２４はその頃の１
２進法の区切りですから、ただ、単に「たくさんの」という意味です。２４人に意味
があるわけではありません。という事は、余談ですが、イエスの弟子は１２人と言わ
れていますけれど、それも深い意味があるわけではないのではないかと思います。
さて、そのように割と多くの人と、瞑想や修行についての議論を戦わせていたのだと
思います。それで弟子達も他の預言者や指導者に、質問などもしたことでしょう。そ
してイエスに対して、あの預言者はこんなことを言っていますが本当ですかとか、こ
の指導者はこのように指導していますが良い方法でしょうかなどと質問したのだと思
います。
それに対してイエスは、「あなたがたは、あなたがたの面前で生きている者を捨て去り、

死人たちを語った」と答えています。その意味は「せっかくあなたがたの面前に、悟っ
た私がいるのに、どうして悟ってない人にいろいろと話を聞くのだい」という意味で
す。「悟った人が面前にいるのに、死んだような人とあれこれ話して、いったいなんに
なる？」と言ったのかもしれません。

………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは悟っているから、自分が悟っていると、自分で分かるでしょうけど、弟子
は悟っていないのですから、面前のイエスが悟っているかどうか、分からないのじゃ
ないですか。ですから、あちこちの先生に、いろいろな質問をしたんじゃないですか」
「まぁ、そうだね。だから、ちょっとイエスが、イライラしているわけだ」
「えっ、どうして、イエスがイライラしていると分かるんですか。笑雲先生」
「『死んだような人と話して、なんになる』と、イエスが言ってるからね。まあ、本心
だと思う」
「ああ、じゃぁ、笑雲先生も、小松茸を見ているとイライラするでしょうね」
「そうだね。修行しないから、イライラする。でもそのイライラは、同じ行動エネルギー
だ。教えるためにそのエネルギーを使うように変更すれば良いわけだ」
「どう変更するのですか」
「ここではまず、弟子達が、２４人の預言者から聞いた迷信や、風習や思い込みから、
まずは、脱却させなければならない。その指導に向かう」
「なるほど」
「古い預言者が大切に守っているのは、古い掟やルールだ。迷信や言い伝えだ。まず
それらから自由になることだ。本来の意味や意図をしっかり理解して、もしそれが、
合理的、実際的に正しければそうするし、そうでなければ捨てることだ」
「そう言えば、次の項に、笑雲先生、古い掟を捨てる話が出てきます」
「そうかい。では、さっそく次に行ってみよう」

………………………………………………………………………………………………………………
(53) His disciples said to him, "Is circumcision beneficial or not?"
He said to them, "If it were beneficial, their father would beget them already 
circumcised from their mother."

(53) His disciples said to him, "Is circumcision useful or not?"
He said to them, "If it were useful, their father would produce children already 
circumcised from their mother."
(53)彼の弟子たちが彼に言った、「割礼は役に立つでしょうか。役に立たないでしょう
か」。彼らが彼に言った、「それが役に立つなら、彼ら（子供たち）の父が彼らを彼ら
の母（の胎）から割礼をして生んだであろうに」
………………………………………………………………………………………………………………
ユダヤの割礼の風習等については、私はよく知りませんが、ユダヤ教の習慣、決まり
のようです。イエスの弟子達は、他の預言者や指導者達の話を、イエスがことごとく
否定するので、「それでは、ユダヤ人のアイデンティティーでもある、例えば、割礼も
やめた方がいいのでしょうか」と、聞いたのでしょう。
それについてイエスは、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されてから、母親から
生まれるでしょうに」と、ウィットを交えて回答しています。自然に生まれ、自然に
育つのが一番良いのだと、現在では当たり前のことを、イエスはその時言っているわ
けです。
この割礼の話だけでなく、イエスは古い風習や迷信や宗教的な儀式について、とても
批判的であったと思われます。特に、ユダヤ教を守っているサドカイ派や、律法学者
について、批判をしています。
つまりイエスほど悟ってしまえば、迷信や風習は、宗教団体を守っている僧侶や神官
などを有利にするための人民へのまやかしだということを見抜いてしまいますから、
それに対しては必ず批判的にならざるを得ないと思います。ただ私が思うに、イエス
は争いを好んでいたわけではないと思うので、他の宗教団体に対するあからさまな批
判や、なにか行動に移すという事は、基本的には慎んでいたと思います。
ただし弟子に対しては、弟子達からの質問もありますから、迷信等についての考え方
は示していたと思います。

ついでに迷信について説明すると、マインドは自分と自分の主人を守るのが仕事です
から、危険な情報があるとそれを覚えて自分のものとします。例えば、「これは天狗茸
という毒キノコで、食べると死んでしまう」と教えられれば、それが本当に毒がある
のかどうかを確かめる事はなく、生涯、天狗茸を食べる事は、やめてしまいます。こ
れは合理的に自分の生命を守ろうとしていることで悪いことではありません。それと
同じように、「神様に捧げ物をしないと将来地獄に落ちる」と言われると、それを確か

めることもなく、生涯その呪縛から逃れる事は普通ありません。
マインドは実は、概念の世界にしか生きていませんから、実在の本当の事も、想像上
のまやかしも、マインドにとっては同じように危険な事なわけです。ですから、科学
的に考えるとそれは迷信であると分かっていても、なかなか、迷信だと断言できない
わけです。そのマインドの弱さをついて、悪徳商人や、悪徳宗教家や、悪徳預言者が
出てくるわけです。イエスはそれらに対して、自分の弟子達を守るために、それらは
迷信であるということを何度も話していたと思われます。
でもなかなか弟子達が納得しないので、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されて
から、母親から生まれるでしょうに」と笑いながら言ったのかもしれません。

さてこのあたりで、他の預言者や指導者達へ向いていた弟子達の意識が、やっとイエ
スの方に向いてきたので、イエスはまた、修行のポイントについて弟子達に話し始め
ます。

………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
これはよく似た言い回しが、共観福音書にも出てきます。 一番似ている並行箇所とし
ては、下記があります。これはイエスの根本の教えの一つですからどこにも出てくる
わけです。

【ルカ　6:20-21】
イエスは目を上げ弟子たちを見て言われた。「貧しい人々は、幸いである、神の国はあ
なたがたのものである。今飢えている人々は、幸いである、あなたがたは満たされる。
今泣いている人々は、幸いである、あなたがたは笑うようになる。」

共観福音書に出てくる言い回しは、どれも同じパターンです。言っていることは、今
不幸な気分があれば、それと真逆の方向の幸福になれますよということです。とても
変な言い回しに聞こえますが、これは短絡しているので変に聞こえるわけです。もっ

と丁寧に、説明を長くして言えば次のようになります。
「今は不幸だという気分に気が付いたのであれば、それはとてもラッキーなことだ。
なぜなら、不幸な気分に気が付いたので、それを解消する手立てさえ分かれば、その
不幸な気分を解消できる。そしてそれを解消できれば、その不幸な気分の逆方向の気
分、つまり、幸福な気分になれる」というわけです。
このように言える前提は、どのような不幸な気分も、それは単にマインドが作り出し
ているのであり、そのマインドの動き方を逆方向にすれば、即座にハッピーな気分に
なれる、しかも、それが容易に出来るというわけです。
イエスに言わせれば、その逆方向に向けるやり方は、とても簡単であり、それさえ習
得できれば良いわけですから、結局「不幸な気分に気が付いたら、すぐに幸福になれ
るよ」ということになります。
「貧しいなぁ。嫌だなぁ。と気が付いたら、ラッキーですよ。思い方を変えれば、すぐに、
ああ、そうだ。私はどんなに満たされ、どんなに恩恵にあずかっていて、どんなに豊
かなことだろうか。なんと、幸せなことか。素晴らしい。嬉しいなぁという気分にな
ることができますよ」ということです。
それを、短絡して言うと「貧しいものは幸いなり、天国は汝のものなり」となるわけ
です。

さて、これを「愛と欲の８要素表」で言えば、マインドは普通、get, hold, compare, 
more, という欲の方向に回転していますが、これを愛の方向give, drop, accept, 
enough, に回転させれば気分はすぐに幸福になるというわけです。
貧しい貧しいと思っている人が、お金持ちになって、そしてお金持ちになると幸福に
なれると普通の人は考えますが、イエスが言っているのはそうではありません。貧し
い貧しいと不幸な気持ちでいる自分に気が付いたらそれは、マインドが、そのように
他との比較をして、自分の基準で判断して、貧しいという不幸感を出しているのです
から、その不幸に思う考え方の仕組みさえ変えれば、貧しい、不幸だという気分は消
えます。すると途端に、ハッピーになりますよというわけです。
何かが不満だなどと悪い気分になっていることに気が付けば、そう考えているマイン
ドの向きを反対向きに変えるということです。すると、その悪い気分から、直ちに抜
けることができる。しかも悪い気分から抜けると人間はもともと、大幸福が根底にあ
りますから、すぐに良い気分になるということです。
イエスの言っているポイントをもう一度、一言で言えば「悪い気分に気が付いたらラッ

キーだ」ということです。
普通、悪い気分に浸って、それをどうしようこうしようとその悪い気分の原因になっ
た外部の諸事情を変更や修正しようとそちらばかり考えますが、そうではなくて、内
側に向かうということです。

イエスは多分このことを、何度も何度も言葉を変えて、場所を変えて弟子達に教えて
いたのだと思います。それでどの福音書にもこの言葉は残っています。
こうなれば幸せになれる、というのを人間は幼児の頃から、自分の経験や親の教育な
どによって学習して覚えていきます。それらが判断基準となっているわけです。その
判断基準を自分に押し当てて判断していますから、これはまだ満足できないから不満
だとか、これはまだ貧しいとか、これは心配だとか、色々なそのような思考になるわ
けです。欲が満たされていないから、不幸な気分になっているわけですから、欲を満
たせば幸福な気分になるだろうというのが普通の発想です。

イエスの言っているのは、そうではありません。欲から愛の方向に、マインドの向き
そのものを変える工夫です。判断基準を変えると言ってもいいです。「コップに水が半
分しかない」という思い方を、「コップに水が半分もあって、ありがたい」という思い
方に変えるわけです。
でも、多くの親は自分の子供の成長を願って、「コップに水が半分もあると思ってはい
けない、半分しかないのだから、頑張ってもう少し水を獲得しなければならないよ」
と教えます。
すなわち、「もっと認められなければならない」「もっと上位に上がらなくてはいけな
い」「もっと勉強しなくてはいけない」「もっとお金を稼がなければいけない」「もっと
我慢強くならなければならない」「もっと真剣にならなくてはいけない」等々と、親も
教えますし、先生も教えますし、自分も納得してそのように学習していきます。

でも、イエスのこの「切り返しの技」を使うには、それらの思い込みや行動指針を変
える必要があるわけですから、それがもし堅固に持たれていると、なかなかこの技が
使えません。なぜ、堅固に持たれているのかといえば、それは幼い時に、親から叱ら
れたとか、叱咤激励されたとか、折檻を受けたとか、そのようないわゆる「教育」が
深く染みついているからです。そのような否定型の教育だけでなく、何かが出来たら
誉められたとか、泣くのを我慢したらご褒美に飴を貰えたとか、肯定型の教育もあり

ますが、それも同じことです。つまり自分を守って育ててくれた、強い親がしっかりと、
それらのプログラムを守っているので、その心象の親の手を振り払わなければ、それ
らを抜くことがなかなか難しいわけです。
ですから、このイエスの技を使うには、親から受けたそのような「教育的」呪縛から、
逃れる必要が、まずあるというわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「親の教育的呪縛から、逃れられなければ、判断基準はなかなか変わりませんね」
「そうだね。親は子供によかれと思って、そのような教育を普通する。そして、それ
はある程度は良いことだ。でも、子供は、それによって、自分を縛ってしまう。呪縛
してしまう。特に幼い時に覚えたことは、大人になると、まるで、サイズが小さくなっ
た鎧兜のようなものだ」
「なるほど。小さい時はそれで自分を守れたけれど、今となっては、窮屈で逆に、自
分を苦しめているようなものですね」
「そうだ。だから、その不要になった鎧兜を脱ぐ必要がある。でも、それは、親が子
供に対して、外は危険がいっぱいだ。外は危険な敵ばかりだ。だから、ちゃんと着て
おきなさいと命じたものだ。だから、なかなか脱ぐ勇気がでない」
「じゃぁ、どうすればいいんですか。笑雲先生」
「そう、聞いた弟子がいたのだろうな。イエスの次の言葉は、その説明になっている」
「そうですか、では、次に行きましょう」

………………………………………………………………………………………………………………
(55) Jesus said, "Whoever does not hate his father and his mother cannot become a 
disciple to me. And whoever does not hate his brothers and sisters and take up his cross 
in my way will not be worthy of me."
(55) Jesus said, "Whoever does not hate father and mother cannot be my disciple, and 
whoever does not hate brothers and sisters, and carry the cross as I do, will not be 
worthy of me."
(55)イエスが言った、「その父とその母を憎まない者は、私の弟子であることができな
いであろう。私のように、その兄弟とその姉妹を憎まない者、その十字架を負わない
者は、私にふさわしくないであろう」

………………………………………………………………………………………………………………
イエスは磔になって死ぬことになりましたから、キリスト教は十字架をシンボルにし
ています。十字架を背負うという事は大変なことだ、苦しいことだという事は誰でも
よくわかりますが、イエスが生前に十字架をその譬（たと）えとして使って話をして
いたとは考えられません。ですからこのような言葉が残っているとしても、この部分
はイエスが語った言葉ではないという気がします。
その部分を除いてもう一度読んでみても、これはなかなか難しい文章です。普通常識
的には、親兄弟と仲良くしなさいと言います。しかしイエスは、親兄弟を憎めと言っ
ています。そうでなければ私の弟子ではないと言っています。
イエスのように悟った人が、そして、隣人を愛せよと常々言っている人が、親兄弟を
憎むことができなければ弟子にはなれないよというのは、とても矛盾した話のように
思えます。
ここで言う「私の弟子」という意味は、修行を進めて悟りに向かうということを教え
ていたわけですから、その修行がちゃんとできる人のことでしょう。
つまり、これは修行者に対して言っている言葉で、先程の幼児期から積み重ねてきた
様々なプログラムを見直して抜去するためには、それを守っている「心象の親」を倒
さなければ抜去ができないということです。

インディアンの子供は、小さい時に親から地面に輪を描かれて、その輪の中で遊ぶよ
うに躾られます。なぜなら、親が少し目を離した隙に、子供がどこかに行ってしまっ
ては、獰猛なコヨーテや野獣にやられてしまうからです。最初は子供もその輪を超え
て出て遊びに行くこともあったでしょうが、何度も厳しく躾られると、もう出てはい
けないのだと、しっかりプログラム化されてしまいます。つまり、親が輪を描いて、
この輪から出るなと言えば子供はもう出られないわけです。その子供が成長し、筋骨
隆々の壮年になって、その親がまだ健在で、よぼよぼのおじいさんであっても、その
おじいさんが輪を描いて息子に出るなと言えば、大の大人がやはり輪から出られない
のだそうです。

このように親の影響が分かりやすいものもありますが、「認められなくてはいけない」
とか「お金持ちでなければ馬鹿にされる」とか様々な、自分はそういう考えを持って
いることが間違いだとはちっとも思っていないようなことまで、実は親の躾や教育が、
深く影響しています。

そのようなプログラムを抜去するためには、そのプログラムを据え付けさせた親をま
ず先に除去しなければならないわけです。しかし、普通子供は親を尊敬していますし、
恐れ敬ってもいます。ですからまずそこを変えなければプログラムは抜去できません。
それでイエスはまず、親を尊敬するのをやめなさいと言ったわけです。尊敬するのを
やめるくらいではプログラムは抜去できませんから、こんな親の言うことなんかもう
聞くもんかというくらいにならなければなりません。つまり親を憎むというところぐ
らいまで、親と自分との位置取りを変化させないといけないわけです。
またその頃は今と違って兄弟の数も多く、一番年長の兄などは親と同じような影響力
を持っていたのだろうと思います。そのような兄からも、たくさんのプログラムを作
ることになっていると思いますので、イエスは親だけでなく兄弟についても、その位
置取りを変えなければ、それらのプログラムを抜く事はできないと言っているわけで
す。

さて位置取りを変えると言っても具体的には、一体どうするのかを、ついでにお話し
します。
「自分は弱くて守って欲しい」という状況でプログラムが出来ていますから、「自分は
強くて守ってもらう必要がない」という認識になれば抜きやすいわけです。子供から
見ると親は圧倒的に強いですが、その親と同等、ないしはそれ以上に自分が今強くなっ
ているということを、はっきりと認識する必要があるわけです。そしてそれを心象の
親に当てはめることが必要です。心の中で昔の親と戦う必要があるということです。
ここでよく間違うのが、実際に今、生きている親に対して、反抗的態度を取ったり文
句を言ったりして、自分が強くなっていることを確認しようとする人がいますが、そ
うする必要はありませんし、そうしても無意味です。また、場合によっては、実際の
親はすでに他界して、いないかもしれません。しかし、心の中ではイメージとして残っ
ているわけです。心象の親として、プログラムを守っているわけです。ですから、実
際の親ではなく、戦う相手は「心象の親」です。心の中にいる自分がイメージしてい
る親です。その親に打ち勝てば良いわけです。すると修行は一気に進みます。親の描
いた地面の輪っかから、自在に飛び出すこともできるようになるわけです。自分を締
め付けていた、幼児の時に入手した小さく固い鎧兜を、やっと脱ぎ捨てることができ
るわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「もしもそのように、多くのプログラムをどんどん抜去していくと、そして最後まで
抜去してしまうと、一体自分とは何になるのですか」
「自分とは、そうだな。肉体と肉体の一部であるマインドを使っている、本来の自分
のことか」
「肉体と肉体の一部であるマインドは本来の自分では無いということですよね」
「そうだね、それはイエスが何度も言っている。死ぬ時には農地をオーナーに返し、
着ている服もオーナーに返す。それは生まれ出た時に借りたものだからだ」
「肉体やマインドは、自分自身だと思っていて、なかなか借りているとは思えません
けど」
「それはそうだ。修行しなければそれはなかなか実感として分からない。でも修行が
進むと、これが実感として分かるようになる。肉体もマインドも借りたものだ。自分
のものではない。自分はその中に仮住まいをしているにすぎない」
「何かイエスが、次でそのようなことを言ってますね」
「そうかい、では次に行こう」
「はい。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(56)Jesus said, "Whoever has come to understand the world has found (only) a corpse, 
and whoever has found a corpse is superior to the world."
(56)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered a carcass, and 
whoever has discovered a carcass, of that person the world is not worthy."
(56)イエスが言った、「この世を知った者は、屍を見出した。そして、屍を見出した者に、
この世はふさわしくない」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、トマス福音書の中に、次のような並行箇所があります。
(80)Jesus said, "He who has recognized the world has found the body, but he who has 
found the body is superior to the world."
(80)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered the body, and 
whoever has discovered the body, of that one the world is not worthy."
(80)イエスが言った、「この世を知った者は、身体を見出した。しかし、身体を見出し
た者に、この世はふさわしくない」

………………………………………………………………………………………………………………
英語では、 body という言葉は、身体という意味もありますが、死体という意味もあり
ます。西洋の言葉は、もともとそうなのでしょう。ですからここは同じことを言って
いると思います。日本語に訳して屍と書くと訳が分からなくなりますが、単にbodyの
ことです。
この世を知った者とは、悟った人というほどの意味でしょう。悟った人は、身体を見
出したというわけです。なんだ、今まで自分と思っていたけどこれは単に「身体」な
んだ、という意味です。次の「身体を見出した者に、この世はふさわしくない」とい
うのは、とても深い意味のある言葉です。
身体を見出した者というのは、悟った人のことです。この世はふさわしくないという
意味は、悟った人は、この世の只中に、 bodyとして生きているのではないということ
です。
このように理解すると、言っている事は簡単で、悟ればこの世に執着や未練はないよ
ということです。執着や未練がなければ、さっさとあの世に行きそうな気がしますが、
実際はそうではありません。逆になります。
せっかく頂いたbodyを粗末にしたり、ぞんざいに扱ったりすることは、逆にできなく
なってきます。そうではなくて、感謝してそれを使えるだけなるべく長く、丁寧に手
入れよく使っていくことになります。なぜなら、魂であることが実感されて分かって
いても、魂だけでは誰ともコンタクトを取れず、遊び戯れることもできません。です
から悟った人は、いままでにも増して、心身のケアが丁寧になってくるわけです。自
分の肉体を良く手入れして、調子良く長持ちさせようとするわけです。借り物である
自分のbodyに感謝して、最大限にケアしようと思うわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「そのように悟るためには、いろいろなプログラムを抜去していって」
「そうだね」
「そして最終的に全部消してしまえば、それが悟りですね」
「ああ、そうだね、悟りには、人によりいろいろ定義があるが、それを悟りと定義し
ても良いと思う。プログラムの一旦全部抜去だ。プログラムの一気抜きとも言う」
「悟るために、そんなにプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちからそんなプログ
ラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとしてもしっかり根付

かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になればなるほど抜く
のが大変になりますから」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたのだろうな。イエスが、丁寧にそれについて、次
の項で答えている」
「そうですか、では、さっそく、次に進みましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(57)Jesus said, "The kingdom of the father is like a man who had good seed. His enemy 
came by night and sowed weeds among the good seed. The man did not allow them to 
pull up the weeds; he said to them, 'I am afraid that you will go intending to pull up the 
weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the weeds 
will be plainly visible, and they will be pulled up and burned."
(57)Jesus said, "The Father's kingdom is like a person who has [good] seed. His enemy 
came during the night and sowed weeds among the good seed. The person did not let 
the workers pull up the weeds, but said to them, 'No, otherwise you might go to pull up 
the weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the 
weeds will be conspicuous, and will be pulled up and burned."
(57)イエスが言った、「父の国は、良い種を持っている人のようなものである。彼の敵
が夜来て、良い種の中に毒麦を蒔いた。その人は彼ら（僕たち）に毒麦を引き抜かせ
なかった。彼は彼らに言った、『お前たちが毒麦を引き抜きに行って、それと一緒に麦
を引き抜かないように。なぜなら、収穫の日に毒麦が現われ出るであろうから。それ
らは引き抜かれ、焼き尽くされるであろう』」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書に、並行箇所があります。

【マタイの福音書、13:24-30】
イエスは、別のたとえを持ち出して言われた。「天の国は次のようにたとえられる。あ
る人が良い種を畑に蒔いた。人々が眠っている間に、敵が来て、麦の中に毒麦を蒔い
て行った。芽が出て、実ってみると、毒麦も現れた。僕たちが主人のところに来て言っ
た。『だんなさま、畑には良い種をお蒔きになったではありませんか。どこから毒麦が
入ったのでしょう。』主人は、『敵の仕業だ』と言った。そこで、僕たちが、『では、行っ
て抜き集めておきましょうか』と言うと、主人は言った。『いや、毒麦を集めるとき、
麦まで一緒に抜くかもしれない。刈り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい。

刈り入れの時、“まず毒麦を集め、焼くために束にし、麦の方は集めて倉に入れなさい”
と、刈り取る者に言いつけよう。』」

ほぼ同じようなことを言っています。ポイントは、毒麦が混じってしまって困るのだ
けれどもどうしようかということについて、そのように毒麦が混じっていても、それ
をすぐには抜かないで刈り入れの時まで放っておきなさいという対応の仕方を話して
います。

先ほど小松茸が聞いたように、トマスがイエスに聞いたのかもしれません。
「イエス様、悟るためにそんなに不要なプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちか
らそんなプログラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとして
もしっかり根付かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になれ
ばなるほど抜くのが大変になりますから」
「なるほど、そうだね。トマス。将来毒になるのが分かっている毒麦も一緒に生えて
きたわけだ」
「そうですよ、イエス様。だから、毒麦に気が付いたら、まだ根がしっかりと根付く
前に抜いてしまった方がいいのではないですか」
「いやいやトマス、それは刈り入れの時まで、放っておきなさい。早く抜く事は無い」
「えっ、イエス様。早く抜いてはいけないのですか」
「そうだね、早く抜いてはいけない。大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば良い
のだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、説明しよう。毒麦も普通の麦も、まだ、実がなる前はあまり見分けがつか
ない。というか毒麦も、幼い頃はそれなりに意味があるプログラムなのだ。例えば子
供が夜一人で暗闇に出向いて行っては危ない」
「そうですね」
「だから親は、子供に暗闇にはオバケが出るから出てはいけないと教える。子供は暗
闇にはオバケが出ると覚えてしまう。しかし大人になって、夜更けに恋人が、狼の遠
吠えか何かを真似して呼び出している時に、暗闇はオバケがいるからと出てきてくれ
なかったら、恋人と会えない。そうだろトマス」
「えっ、私は、狼の遠吠えなんかしてませんよ。フクロウの真似はしましたが」
「あはははは、そうかい」

「はい」

「とにかくだ。それと同じように、親は子供に対して色々と子供のためを思って教育
する。『男の子は泣いてはいけない』とか『嘘をついてはいけない』とか『人に勝たな
ければならない』とか様々なことを教える」
「そうですね。イエス様」
「それは子供にとっては自分を成長させたり自分を守ったり、その時期にとってはと
ても有用な教えでありプログラムだ。しかしそれをそのまま持ち続けていては、いつ
の間にかそのプログラムの奴隷になる。それが行き過ぎたり、他のプログラムと矛盾
したりし始める。するとそれは毒になってくるわけだ。そうなった時に初めて不要な
プログラムということになる。だからそうなった時にそれを抜けば良い」
「なるほど」
「プログラムを抜くというのは自動反応さ
せないことだ。完全にそのプログラムを捨
てるわけでは本当はない。プログラムは持っ
ているが、プログラムを起動させることも
起動させない事も自分の意志で自由自在に
なるということだ。それがプログラムから
自由になるということだ。その修行を諸君
はしているわけだ」
「なるほど分かりました。将来毒麦になる
麦であっても覚えた当初はそれなりに意味があって、当面はそのプログラムも有用で
あるということですね」
「そうだね。トマス。麦が大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば、それで充分間
に合うということだ。それまでは役に立っていたということだ」
「なるほど」
とトマスは深く納得しました。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「トマスは納得したかもしれませんが、私はちょっと疑問です」
「なにが？」

「毒麦だと分かった時に抜けば良いといっても、毒麦だと分からないまま、そのプロ
グラムにそってずっと人生を推し進めている場合もあるのではないですか」
「例えば？」
「例えば、人に認められなければならないと思って一生懸命勉強して、良い大学に入っ
て、大きな会社に入って、さらにまた頑張って認められようと、ずっと頑張っている
場合です」
「なるほど、それで苦しくなければ、それは毒麦ではないし害はない」
「じゃ、苦しくなったりしなければ、毒麦だと気がつかないという事ですか」
「そうだね。苦しくなったら毒麦だと気づくことができる。だから苦しいのをごまか
していたり、苦しいのを我慢し続けていると、病気になったり身体を壊したりするこ
とになりかねない。苦しいということに気がついたらラッキーなわけだ。その毒麦を
抜いてしまえば済むことだ」
「それじゃ出世できなくなりますよ」
「それじゃ聞くけど、その人は何のために出世しようとしているの？」
「それは幸せになるためですよ」
「でも、さらに無理に出世しようとすると苦しいわけだろう。身体を壊すかもしれな
い。だったら何をしてるのかわからないよね。それが毒麦だというわけだ。自動反応
になっていてそれに気がつかないわけだ」
「なるほど。ちょうど次にそのようなイエスの言葉がありますね」
「そうかい、では次に行こう」

………………………………………………………………………………………………………………
(58)Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58)Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."
(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスは実は、(54)番によく似ています。
………………………………………………………………………………………………………………
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
しかし、ここでまた同じような文章が出てきたのには、それなりの理由があります。

つまり、毒麦の話の後に出てきたわけですから、ここでは、新たに、「毒麦に苦しんだ
人は幸いである」と言いたかったのだと思います。そしてさらにここでは、彼は命を
見出したと続いています。
毒麦に苦しんで毒麦を抜いた人は、命を見出した、つまり、悟れたということです。

「じゃあ、イエス様」
「なんだい、トマス」
「毒麦に苦しまなかったら、悟れないってことですか」
「毒麦に苦しむことになったら、それを抜こうという工夫や努力ができる。そしてそ
れができれば、毒麦も麦も単に農地の上に生い茂っていたものだと分かる。そしてそ
れが分かればその農地を返すことも簡単だ。また自分の服を脱いで返すことも容易に
なってくる。だから毒麦に苦しむことになるという事はラッキーなことだ」
「じゃあ、イエス様、毒麦に苦しまないで、どんどん領土を広げたり、どんどん支配
欲を増やしたり、財産を増やしたりしていると、どうなるのですか。それでもいいの
ですか」
「それは本人の自由だから、とやかくは言わない。でもいずれ誰でも死ぬ時は来る。
その時に、悟っていなければ慌てふためくことになる。それまでに悟っていなければ、
生きている間中、死はいつもずっと怖いものになる。それだけの違いだ」
「それだけの違いって、それってとても大きいですよ。イエス様。領土も財産もそん
なに欲しくはありませんが、その安心が欲しいです」
「そうかい。それは、修行すれば誰でも手に入る」
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「修行すれば、誰でも手に入ると言われても…」
「じゃあ、言い直そう。修行しなければ、誰も手にすることはできない」
「はい。それは分かりますが。修行しても手に入らない気がしますけど」
「そう思っているから、まともな修行になっていないのだ。生きているうちにもっと、
しっかり、修行せい。死んでからでは修行はできんぞ」
「ああ、なるほど。イエスが次にそう言ったのでしょうかね」
「おや、そうかい」

………………………………………………………………………………………………………………
(59)Jesus said, "Take heed of the living one while you are alive, lest you die and seek to 
see him and be unable to do so."
(59)Jesus said, "Look to the living one as long as you live, otherwise you might die and 
then try to see the living one, and you will be unable to see."
(59)イエスが言った、「あなたがたが生きている間に、生ける者を注視しなさい。あな
たがたが死なないように。そして、あなたがたが彼を見ようとしても、見ることがで
きないであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これだけを読むと何を言ってるのかはよく分かりませんね。
少し補って読むとよくわかります。全文を書くと次のようになります。
「あなたがたが生きている間に、しっかり修行して、本当の存在、本当に生きる者を、
発見し、それを注視しなさい。そうすると、あなたがたは、この宇宙に存在している
魂そのものであると理解できて、自分が圧倒的な存在であることが分かります。そう
すると、あなたがたは、自分が死ぬ時に自分が消滅するのではないかという恐怖を抱
く事はなくなります。しかし、よく言っておきますが、修行は生きてるうちにしてく
ださい。死んでしまってからでは修行ができません。修行もせずに、悟りもせずに、
死んでしまうと、もう二度と、あなたがたはあなたがた自身に会うこともできません。
ですから生きているうちにしっかり修行して、生きているうちに悟ってください」
これが、次第に省略されて、結局、この項のような文章として残っているのでしょう。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、修行しろ、修行しろとウルサイですね」
「あはははは、ウルサイ？　まぁ、そうだね。小松茸に言うことはこれしかない」
「なんですか？」
「修行しなさいだ。修行の仕組みも、修行のやり方も、修行の意義も、修行の大切さも、
みんな分かっているのに、修行をしないのであれば、言うことはこれしかない。修行
しなさいだ」
「イエスも、相当、手こずったようですね。死ぬ前までにとにかく、修行しろと言っ
てますね」
「そうだね。さらに、その例え話までして、弟子に修行を促している。まったく。言っ

ても言っても、修行しない弟子がいたんだなぁ、昔も」
「今も、ですか？」
………………………………………………………………………………………………………………
(60)They saw a Samaritan carrying a lamb on his way to Judea. He said to his disciples, 
"That man is round about the lamb."
They said to him, "So that he may kill it and eat it."
He said to them, "While it is alive, he will not eat it, but only when he has killed it and it 
has become a corpse."
They said to him, "He cannot do so otherwise."
He said to them, "You too, look for a place for yourself within repose, lest you become a 
corpse and be eaten."
(60) He saw a Samaritan carrying a lamb and going to Judea. He said to his disciples, 
"that person ... around the lamb." They said to him, "So that he may kill it and eat it." He 
said to them, "He will not eat it while it is alive, but only after he has killed it and it has 
become a carcass."
They said, "Otherwise he can't do it."
He said to them, "So also with you, seek for yourselves a place for rest, or you might 
become a carcass and be eaten."
(60)彼らが、子羊を伴ってユダヤへ向かう一人のサマリア人を見た。彼（イエス）が
彼の弟子たちに言った、「あの者は子羊の傍にいる」。彼らが彼に言った、「彼はそれを
殺して食べようとしているのです」。彼らが彼に言った、「それが生きている間は、彼
はそれを食べないであろう。しかし、彼がそれを殺し、それが屍になったときに、（彼
はそれを食べるであろう）」。
彼らが言った、「彼は他の仕方でそうすることはできないでしょう」。彼が彼らに言っ
た、「あなたがたが屍になって食われないように、あなたがたも自分のために安息のう
ちに場所を求めなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスが弟子達に口を酸っぱくして「修行しなければ悟れませんよ」と説いています
が、弟子達は何度も聞かされているので、慣れっこになってしまい、なかなか真剣に
修行に励まなかったのでしょう。その時、ちょうど子羊を連れたサマリア人の一行が
通ったので、イエスはそれを見て弟子達に言いました。

「あの者は子羊の傍にいるが、なぜだい、トマス」
「イエス様、彼はあの仔羊を殺して食べようとしているのです」
「そうか。で、いつ食べるのだ」
「ですから、彼がそれを殺し、それが屍になったときにです。仔羊が生きている間は
食べません」
「ほう、そうか。生きている間は食べないのか」
「そうです。食べられません。死んでからです。生きているうちに食べるのは無理です。
死んだら食べることができます。イエス様、当り前のことをわざわざ聞かないでくだ
さい」
「それと同じだ。トマス。いいかい、だから生きているうちに修行しなければ、死ん
でからでは食べられてしまうよ」
「えっ、あっ、はい。生きているうちに修行ですね。イエス様」
「生きているうちに悟って、安息の場所を確保しておかないと、死んでからでは無理
だよ。無理」
「はい。イエス様」
と、少しは、修行を真剣にする気持ちになったかもしれませんね。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「今も昔も、なかなか修行しない弟子がいると、苦労しますね」
「そうだね。でも、苦労と言っても、イエスのように自分が悟ってしまったら、人生
でそれしかする事は残っていない。だからそれができる間はそれを愛を持って、楽し
みながらただ単にひたすらにするということだ」
「でも笑雲先生、イエスはなんか弟子達を脅しているようですけど」
「そうではなくて、たぶん笑いながらユーモアを交えて話していたのだと思うよ。『ほ
らほら、だから、喰われちゃう前に、修行して早く悟った方がいいよ。あはははは』
とかね」
「そうですね。そんな感じですね。次の会話もきっと、笑いが溢れていたんでしょうね」
「おや、そうかい。では、次に行こう」
「はい」

（次号につづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけ
を記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あります
が、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが
多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」と仮
定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、その第
９回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
………………………………………………………………………………………………………………
(51) His disciples said to him, "When will the repose of the dead come about, and when 
will the new world come?"
He said to them, "What you look forward to has already come, but you do not recognize 
it."
(51) His disciples said to him, "When will the rest for the dead take place, and when will 
the new world come?"
He said to them, "What you are looking forward to has come, but you don't know it."
(51)彼の弟子たちが彼に言った、「どの日に死人の安息が入り来たり、どの日に新しい
世が来のでしょう」。彼が彼らに言った、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。
しかし、あなたがたはそれを知らない」
………………………………………………………………………………………………………………
この項は、前項の続きです。前項では、悟ると、言葉にはなりませんが感覚として「ああ、
私は宇宙だ」「私は、全てだ」「ああ、宇宙の果てまで私だ」というような感覚になる
と言いました。
「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がってしまった
状態の体験です。
「無我」とか、「無私」とか、言われるものです。とにかく、そのように、今までの普
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通の感覚とまったく違う感覚になります。無我とか無私は言葉を変えれば、それは「自
分」が居ない事ですから、「自分」は「死んでいる」のと、ある意味同じです。自分が
居ませんから、他と争うことも何もありませんし、恐れることも何もありません。全
くの平穏になります。つまり、死人の安息というのは、死んだほどの静かな安息とい
う意味です。

弟子達がイエスに、「そのようなものすごい平穏、安寧になるにはどうすればいいので
しょう。どうやったらそのような時が来るのでしょう。いつそうなるのでしょう」と
聞きました。
するとイエスは、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。しかし、あなたがた
はそれを知らない」と答えています。
どこか遠くにそのような世界があるのではなく、それはもう身近に来ている。もう、
すでに自分の中にそれを要素として持っている。つまり、もうすでにやって来ている。
でも、残念ながら諸君はそれを知らないだけだと言っています。やって来たわけでは
なく、そもそも元々自分は持っているということです。

それはそうです。「本来の自分」を覆っているものを取り去れば、それはそこにあるわ
けです。「本来の自分」を覆っているものとは、たくさんの記憶や学習から作成された
プログラム群です。プログラムというのは一種の行動指針です。もっと根源的には、
自我に対する概念や、肉体に対する概念も含みます。それらの蓋いを全部取り去れば、
「自分」も「自分の命」という概念も無くなるわけですから、そこはいわば、「生の無
い世界」、「死の世界」でもあります。でも、「本来の自分」はそこに存在している。消
えてなくなるわけではありません。ですから、完全なる平穏がそこにはあります。完
全なる安寧や至福がそこにはあります。マインドから見れば、死の世界のように思え
ますが、「死は無いこと」が分かる世界でもあります。死をも超えた世界です。「新し
い世界」とイエスの弟子達は言っています。その世界です。
「それはいつ来るのですか」と、弟子が聞いたので、イエスは「もう来ているけれども、
諸君が気がつかないだけだ」と言っているわけです。
イエスにとってみれば、「本来の自分」こそが、命のあるもので、マインドや肉体は、
単なる乗り物でしかありません。イエスにとってみれば、マインドや肉体を自分自身
だと思っている人は、まるで死んだ人のようなものです。獅子に喰われた人間は不幸
であるという言い方と同じで、獅子を自分だと思っていては、その世界に入れません。

いくら知識があっても、いくら悟り方を知っていても、それを語っているのが獅子で
あればそれは無意味です。そうではなくて「本来の自分」に向けて進むべきです。「本
来の自分」が、言葉ではない言葉で語っていることに耳を傾けるべきです。それは微
かに聞こえているはずです。ですから、それを覆っている蓋いをどんどん取り去って、
つまり、そこに進むのを邪魔している障害をどんどん取り去って、「本来の自分」に進
んでいくことが大切です。
………………………………………………………………………………………………………………
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets spoke in Israel, and all of them 
spoke in you."
He said to them, "You have omitted the one living in your presence and have spoken 
(only) of the dead."
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets have spoken in Israel, and they all 
spoke of you."
He said to them, "You have disregarded the living one who is in your presence, and have 
spoken of the dead."
(52)彼の弟子たちが彼に言った、「２４人の予言者たちがイスラエルで語りました。そ
して、彼らはみなあなたにあって語りました」。彼が彼らに言った、「あなたがたはあ
なたがたの面前で生きている者を捨て去り、死人たちを語った」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスと、イエスの弟子達は、イエスが教えを説き始めた最初の頃は、他の預言者や
指導者と面談したり、議論を闘わせたりしていたのだろうと思います。また他の預言
者や指導者も、イエスがどんなことを語っているのかを知りたくて、接触の機会も多々
あっただろうと思われます。２４人の預言者とありますが、１２や２４はその頃の１
２進法の区切りですから、ただ、単に「たくさんの」という意味です。２４人に意味
があるわけではありません。という事は、余談ですが、イエスの弟子は１２人と言わ
れていますけれど、それも深い意味があるわけではないのではないかと思います。
さて、そのように割と多くの人と、瞑想や修行についての議論を戦わせていたのだと
思います。それで弟子達も他の預言者や指導者に、質問などもしたことでしょう。そ
してイエスに対して、あの預言者はこんなことを言っていますが本当ですかとか、こ
の指導者はこのように指導していますが良い方法でしょうかなどと質問したのだと思
います。
それに対してイエスは、「あなたがたは、あなたがたの面前で生きている者を捨て去り、

死人たちを語った」と答えています。その意味は「せっかくあなたがたの面前に、悟っ
た私がいるのに、どうして悟ってない人にいろいろと話を聞くのだい」という意味で
す。「悟った人が面前にいるのに、死んだような人とあれこれ話して、いったいなんに
なる？」と言ったのかもしれません。

………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは悟っているから、自分が悟っていると、自分で分かるでしょうけど、弟子
は悟っていないのですから、面前のイエスが悟っているかどうか、分からないのじゃ
ないですか。ですから、あちこちの先生に、いろいろな質問をしたんじゃないですか」
「まぁ、そうだね。だから、ちょっとイエスが、イライラしているわけだ」
「えっ、どうして、イエスがイライラしていると分かるんですか。笑雲先生」
「『死んだような人と話して、なんになる』と、イエスが言ってるからね。まあ、本心
だと思う」
「ああ、じゃぁ、笑雲先生も、小松茸を見ているとイライラするでしょうね」
「そうだね。修行しないから、イライラする。でもそのイライラは、同じ行動エネルギー
だ。教えるためにそのエネルギーを使うように変更すれば良いわけだ」
「どう変更するのですか」
「ここではまず、弟子達が、２４人の預言者から聞いた迷信や、風習や思い込みから、
まずは、脱却させなければならない。その指導に向かう」
「なるほど」
「古い預言者が大切に守っているのは、古い掟やルールだ。迷信や言い伝えだ。まず
それらから自由になることだ。本来の意味や意図をしっかり理解して、もしそれが、
合理的、実際的に正しければそうするし、そうでなければ捨てることだ」
「そう言えば、次の項に、笑雲先生、古い掟を捨てる話が出てきます」
「そうかい。では、さっそく次に行ってみよう」

………………………………………………………………………………………………………………
(53) His disciples said to him, "Is circumcision beneficial or not?"
He said to them, "If it were beneficial, their father would beget them already 
circumcised from their mother."

(53) His disciples said to him, "Is circumcision useful or not?"
He said to them, "If it were useful, their father would produce children already 
circumcised from their mother."
(53)彼の弟子たちが彼に言った、「割礼は役に立つでしょうか。役に立たないでしょう
か」。彼らが彼に言った、「それが役に立つなら、彼ら（子供たち）の父が彼らを彼ら
の母（の胎）から割礼をして生んだであろうに」
………………………………………………………………………………………………………………
ユダヤの割礼の風習等については、私はよく知りませんが、ユダヤ教の習慣、決まり
のようです。イエスの弟子達は、他の預言者や指導者達の話を、イエスがことごとく
否定するので、「それでは、ユダヤ人のアイデンティティーでもある、例えば、割礼も
やめた方がいいのでしょうか」と、聞いたのでしょう。
それについてイエスは、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されてから、母親から
生まれるでしょうに」と、ウィットを交えて回答しています。自然に生まれ、自然に
育つのが一番良いのだと、現在では当たり前のことを、イエスはその時言っているわ
けです。
この割礼の話だけでなく、イエスは古い風習や迷信や宗教的な儀式について、とても
批判的であったと思われます。特に、ユダヤ教を守っているサドカイ派や、律法学者
について、批判をしています。
つまりイエスほど悟ってしまえば、迷信や風習は、宗教団体を守っている僧侶や神官
などを有利にするための人民へのまやかしだということを見抜いてしまいますから、
それに対しては必ず批判的にならざるを得ないと思います。ただ私が思うに、イエス
は争いを好んでいたわけではないと思うので、他の宗教団体に対するあからさまな批
判や、なにか行動に移すという事は、基本的には慎んでいたと思います。
ただし弟子に対しては、弟子達からの質問もありますから、迷信等についての考え方
は示していたと思います。

ついでに迷信について説明すると、マインドは自分と自分の主人を守るのが仕事です
から、危険な情報があるとそれを覚えて自分のものとします。例えば、「これは天狗茸
という毒キノコで、食べると死んでしまう」と教えられれば、それが本当に毒がある
のかどうかを確かめる事はなく、生涯、天狗茸を食べる事は、やめてしまいます。こ
れは合理的に自分の生命を守ろうとしていることで悪いことではありません。それと
同じように、「神様に捧げ物をしないと将来地獄に落ちる」と言われると、それを確か

めることもなく、生涯その呪縛から逃れる事は普通ありません。
マインドは実は、概念の世界にしか生きていませんから、実在の本当の事も、想像上
のまやかしも、マインドにとっては同じように危険な事なわけです。ですから、科学
的に考えるとそれは迷信であると分かっていても、なかなか、迷信だと断言できない
わけです。そのマインドの弱さをついて、悪徳商人や、悪徳宗教家や、悪徳預言者が
出てくるわけです。イエスはそれらに対して、自分の弟子達を守るために、それらは
迷信であるということを何度も話していたと思われます。
でもなかなか弟子達が納得しないので、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されて
から、母親から生まれるでしょうに」と笑いながら言ったのかもしれません。

さてこのあたりで、他の預言者や指導者達へ向いていた弟子達の意識が、やっとイエ
スの方に向いてきたので、イエスはまた、修行のポイントについて弟子達に話し始め
ます。

………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
これはよく似た言い回しが、共観福音書にも出てきます。 一番似ている並行箇所とし
ては、下記があります。これはイエスの根本の教えの一つですからどこにも出てくる
わけです。

【ルカ　6:20-21】
イエスは目を上げ弟子たちを見て言われた。「貧しい人々は、幸いである、神の国はあ
なたがたのものである。今飢えている人々は、幸いである、あなたがたは満たされる。
今泣いている人々は、幸いである、あなたがたは笑うようになる。」

共観福音書に出てくる言い回しは、どれも同じパターンです。言っていることは、今
不幸な気分があれば、それと真逆の方向の幸福になれますよということです。とても
変な言い回しに聞こえますが、これは短絡しているので変に聞こえるわけです。もっ

と丁寧に、説明を長くして言えば次のようになります。
「今は不幸だという気分に気が付いたのであれば、それはとてもラッキーなことだ。
なぜなら、不幸な気分に気が付いたので、それを解消する手立てさえ分かれば、その
不幸な気分を解消できる。そしてそれを解消できれば、その不幸な気分の逆方向の気
分、つまり、幸福な気分になれる」というわけです。
このように言える前提は、どのような不幸な気分も、それは単にマインドが作り出し
ているのであり、そのマインドの動き方を逆方向にすれば、即座にハッピーな気分に
なれる、しかも、それが容易に出来るというわけです。
イエスに言わせれば、その逆方向に向けるやり方は、とても簡単であり、それさえ習
得できれば良いわけですから、結局「不幸な気分に気が付いたら、すぐに幸福になれ
るよ」ということになります。
「貧しいなぁ。嫌だなぁ。と気が付いたら、ラッキーですよ。思い方を変えれば、すぐに、
ああ、そうだ。私はどんなに満たされ、どんなに恩恵にあずかっていて、どんなに豊
かなことだろうか。なんと、幸せなことか。素晴らしい。嬉しいなぁという気分にな
ることができますよ」ということです。
それを、短絡して言うと「貧しいものは幸いなり、天国は汝のものなり」となるわけ
です。

さて、これを「愛と欲の８要素表」で言えば、マインドは普通、get, hold, compare, 
more, という欲の方向に回転していますが、これを愛の方向give, drop, accept, 
enough, に回転させれば気分はすぐに幸福になるというわけです。
貧しい貧しいと思っている人が、お金持ちになって、そしてお金持ちになると幸福に
なれると普通の人は考えますが、イエスが言っているのはそうではありません。貧し
い貧しいと不幸な気持ちでいる自分に気が付いたらそれは、マインドが、そのように
他との比較をして、自分の基準で判断して、貧しいという不幸感を出しているのです
から、その不幸に思う考え方の仕組みさえ変えれば、貧しい、不幸だという気分は消
えます。すると途端に、ハッピーになりますよというわけです。
何かが不満だなどと悪い気分になっていることに気が付けば、そう考えているマイン
ドの向きを反対向きに変えるということです。すると、その悪い気分から、直ちに抜
けることができる。しかも悪い気分から抜けると人間はもともと、大幸福が根底にあ
りますから、すぐに良い気分になるということです。
イエスの言っているポイントをもう一度、一言で言えば「悪い気分に気が付いたらラッ

キーだ」ということです。
普通、悪い気分に浸って、それをどうしようこうしようとその悪い気分の原因になっ
た外部の諸事情を変更や修正しようとそちらばかり考えますが、そうではなくて、内
側に向かうということです。

イエスは多分このことを、何度も何度も言葉を変えて、場所を変えて弟子達に教えて
いたのだと思います。それでどの福音書にもこの言葉は残っています。
こうなれば幸せになれる、というのを人間は幼児の頃から、自分の経験や親の教育な
どによって学習して覚えていきます。それらが判断基準となっているわけです。その
判断基準を自分に押し当てて判断していますから、これはまだ満足できないから不満
だとか、これはまだ貧しいとか、これは心配だとか、色々なそのような思考になるわ
けです。欲が満たされていないから、不幸な気分になっているわけですから、欲を満
たせば幸福な気分になるだろうというのが普通の発想です。

イエスの言っているのは、そうではありません。欲から愛の方向に、マインドの向き
そのものを変える工夫です。判断基準を変えると言ってもいいです。「コップに水が半
分しかない」という思い方を、「コップに水が半分もあって、ありがたい」という思い
方に変えるわけです。
でも、多くの親は自分の子供の成長を願って、「コップに水が半分もあると思ってはい
けない、半分しかないのだから、頑張ってもう少し水を獲得しなければならないよ」
と教えます。
すなわち、「もっと認められなければならない」「もっと上位に上がらなくてはいけな
い」「もっと勉強しなくてはいけない」「もっとお金を稼がなければいけない」「もっと
我慢強くならなければならない」「もっと真剣にならなくてはいけない」等々と、親も
教えますし、先生も教えますし、自分も納得してそのように学習していきます。

でも、イエスのこの「切り返しの技」を使うには、それらの思い込みや行動指針を変
える必要があるわけですから、それがもし堅固に持たれていると、なかなかこの技が
使えません。なぜ、堅固に持たれているのかといえば、それは幼い時に、親から叱ら
れたとか、叱咤激励されたとか、折檻を受けたとか、そのようないわゆる「教育」が
深く染みついているからです。そのような否定型の教育だけでなく、何かが出来たら
誉められたとか、泣くのを我慢したらご褒美に飴を貰えたとか、肯定型の教育もあり

ますが、それも同じことです。つまり自分を守って育ててくれた、強い親がしっかりと、
それらのプログラムを守っているので、その心象の親の手を振り払わなければ、それ
らを抜くことがなかなか難しいわけです。
ですから、このイエスの技を使うには、親から受けたそのような「教育的」呪縛から、
逃れる必要が、まずあるというわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「親の教育的呪縛から、逃れられなければ、判断基準はなかなか変わりませんね」
「そうだね。親は子供によかれと思って、そのような教育を普通する。そして、それ
はある程度は良いことだ。でも、子供は、それによって、自分を縛ってしまう。呪縛
してしまう。特に幼い時に覚えたことは、大人になると、まるで、サイズが小さくなっ
た鎧兜のようなものだ」
「なるほど。小さい時はそれで自分を守れたけれど、今となっては、窮屈で逆に、自
分を苦しめているようなものですね」
「そうだ。だから、その不要になった鎧兜を脱ぐ必要がある。でも、それは、親が子
供に対して、外は危険がいっぱいだ。外は危険な敵ばかりだ。だから、ちゃんと着て
おきなさいと命じたものだ。だから、なかなか脱ぐ勇気がでない」
「じゃぁ、どうすればいいんですか。笑雲先生」
「そう、聞いた弟子がいたのだろうな。イエスの次の言葉は、その説明になっている」
「そうですか、では、次に行きましょう」

………………………………………………………………………………………………………………
(55) Jesus said, "Whoever does not hate his father and his mother cannot become a 
disciple to me. And whoever does not hate his brothers and sisters and take up his cross 
in my way will not be worthy of me."
(55) Jesus said, "Whoever does not hate father and mother cannot be my disciple, and 
whoever does not hate brothers and sisters, and carry the cross as I do, will not be 
worthy of me."
(55)イエスが言った、「その父とその母を憎まない者は、私の弟子であることができな
いであろう。私のように、その兄弟とその姉妹を憎まない者、その十字架を負わない
者は、私にふさわしくないであろう」

………………………………………………………………………………………………………………
イエスは磔になって死ぬことになりましたから、キリスト教は十字架をシンボルにし
ています。十字架を背負うという事は大変なことだ、苦しいことだという事は誰でも
よくわかりますが、イエスが生前に十字架をその譬（たと）えとして使って話をして
いたとは考えられません。ですからこのような言葉が残っているとしても、この部分
はイエスが語った言葉ではないという気がします。
その部分を除いてもう一度読んでみても、これはなかなか難しい文章です。普通常識
的には、親兄弟と仲良くしなさいと言います。しかしイエスは、親兄弟を憎めと言っ
ています。そうでなければ私の弟子ではないと言っています。
イエスのように悟った人が、そして、隣人を愛せよと常々言っている人が、親兄弟を
憎むことができなければ弟子にはなれないよというのは、とても矛盾した話のように
思えます。
ここで言う「私の弟子」という意味は、修行を進めて悟りに向かうということを教え
ていたわけですから、その修行がちゃんとできる人のことでしょう。
つまり、これは修行者に対して言っている言葉で、先程の幼児期から積み重ねてきた
様々なプログラムを見直して抜去するためには、それを守っている「心象の親」を倒
さなければ抜去ができないということです。

インディアンの子供は、小さい時に親から地面に輪を描かれて、その輪の中で遊ぶよ
うに躾られます。なぜなら、親が少し目を離した隙に、子供がどこかに行ってしまっ
ては、獰猛なコヨーテや野獣にやられてしまうからです。最初は子供もその輪を超え
て出て遊びに行くこともあったでしょうが、何度も厳しく躾られると、もう出てはい
けないのだと、しっかりプログラム化されてしまいます。つまり、親が輪を描いて、
この輪から出るなと言えば子供はもう出られないわけです。その子供が成長し、筋骨
隆々の壮年になって、その親がまだ健在で、よぼよぼのおじいさんであっても、その
おじいさんが輪を描いて息子に出るなと言えば、大の大人がやはり輪から出られない
のだそうです。

このように親の影響が分かりやすいものもありますが、「認められなくてはいけない」
とか「お金持ちでなければ馬鹿にされる」とか様々な、自分はそういう考えを持って
いることが間違いだとはちっとも思っていないようなことまで、実は親の躾や教育が、
深く影響しています。

そのようなプログラムを抜去するためには、そのプログラムを据え付けさせた親をま
ず先に除去しなければならないわけです。しかし、普通子供は親を尊敬していますし、
恐れ敬ってもいます。ですからまずそこを変えなければプログラムは抜去できません。
それでイエスはまず、親を尊敬するのをやめなさいと言ったわけです。尊敬するのを
やめるくらいではプログラムは抜去できませんから、こんな親の言うことなんかもう
聞くもんかというくらいにならなければなりません。つまり親を憎むというところぐ
らいまで、親と自分との位置取りを変化させないといけないわけです。
またその頃は今と違って兄弟の数も多く、一番年長の兄などは親と同じような影響力
を持っていたのだろうと思います。そのような兄からも、たくさんのプログラムを作
ることになっていると思いますので、イエスは親だけでなく兄弟についても、その位
置取りを変えなければ、それらのプログラムを抜く事はできないと言っているわけで
す。

さて位置取りを変えると言っても具体的には、一体どうするのかを、ついでにお話し
します。
「自分は弱くて守って欲しい」という状況でプログラムが出来ていますから、「自分は
強くて守ってもらう必要がない」という認識になれば抜きやすいわけです。子供から
見ると親は圧倒的に強いですが、その親と同等、ないしはそれ以上に自分が今強くなっ
ているということを、はっきりと認識する必要があるわけです。そしてそれを心象の
親に当てはめることが必要です。心の中で昔の親と戦う必要があるということです。
ここでよく間違うのが、実際に今、生きている親に対して、反抗的態度を取ったり文
句を言ったりして、自分が強くなっていることを確認しようとする人がいますが、そ
うする必要はありませんし、そうしても無意味です。また、場合によっては、実際の
親はすでに他界して、いないかもしれません。しかし、心の中ではイメージとして残っ
ているわけです。心象の親として、プログラムを守っているわけです。ですから、実
際の親ではなく、戦う相手は「心象の親」です。心の中にいる自分がイメージしてい
る親です。その親に打ち勝てば良いわけです。すると修行は一気に進みます。親の描
いた地面の輪っかから、自在に飛び出すこともできるようになるわけです。自分を締
め付けていた、幼児の時に入手した小さく固い鎧兜を、やっと脱ぎ捨てることができ
るわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「もしもそのように、多くのプログラムをどんどん抜去していくと、そして最後まで
抜去してしまうと、一体自分とは何になるのですか」
「自分とは、そうだな。肉体と肉体の一部であるマインドを使っている、本来の自分
のことか」
「肉体と肉体の一部であるマインドは本来の自分では無いということですよね」
「そうだね、それはイエスが何度も言っている。死ぬ時には農地をオーナーに返し、
着ている服もオーナーに返す。それは生まれ出た時に借りたものだからだ」
「肉体やマインドは、自分自身だと思っていて、なかなか借りているとは思えません
けど」
「それはそうだ。修行しなければそれはなかなか実感として分からない。でも修行が
進むと、これが実感として分かるようになる。肉体もマインドも借りたものだ。自分
のものではない。自分はその中に仮住まいをしているにすぎない」
「何かイエスが、次でそのようなことを言ってますね」
「そうかい、では次に行こう」
「はい。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(56)Jesus said, "Whoever has come to understand the world has found (only) a corpse, 
and whoever has found a corpse is superior to the world."
(56)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered a carcass, and 
whoever has discovered a carcass, of that person the world is not worthy."
(56)イエスが言った、「この世を知った者は、屍を見出した。そして、屍を見出した者に、
この世はふさわしくない」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、トマス福音書の中に、次のような並行箇所があります。
(80)Jesus said, "He who has recognized the world has found the body, but he who has 
found the body is superior to the world."
(80)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered the body, and 
whoever has discovered the body, of that one the world is not worthy."
(80)イエスが言った、「この世を知った者は、身体を見出した。しかし、身体を見出し
た者に、この世はふさわしくない」

………………………………………………………………………………………………………………
英語では、 body という言葉は、身体という意味もありますが、死体という意味もあり
ます。西洋の言葉は、もともとそうなのでしょう。ですからここは同じことを言って
いると思います。日本語に訳して屍と書くと訳が分からなくなりますが、単にbodyの
ことです。
この世を知った者とは、悟った人というほどの意味でしょう。悟った人は、身体を見
出したというわけです。なんだ、今まで自分と思っていたけどこれは単に「身体」な
んだ、という意味です。次の「身体を見出した者に、この世はふさわしくない」とい
うのは、とても深い意味のある言葉です。
身体を見出した者というのは、悟った人のことです。この世はふさわしくないという
意味は、悟った人は、この世の只中に、 bodyとして生きているのではないということ
です。
このように理解すると、言っている事は簡単で、悟ればこの世に執着や未練はないよ
ということです。執着や未練がなければ、さっさとあの世に行きそうな気がしますが、
実際はそうではありません。逆になります。
せっかく頂いたbodyを粗末にしたり、ぞんざいに扱ったりすることは、逆にできなく
なってきます。そうではなくて、感謝してそれを使えるだけなるべく長く、丁寧に手
入れよく使っていくことになります。なぜなら、魂であることが実感されて分かって
いても、魂だけでは誰ともコンタクトを取れず、遊び戯れることもできません。です
から悟った人は、いままでにも増して、心身のケアが丁寧になってくるわけです。自
分の肉体を良く手入れして、調子良く長持ちさせようとするわけです。借り物である
自分のbodyに感謝して、最大限にケアしようと思うわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「そのように悟るためには、いろいろなプログラムを抜去していって」
「そうだね」
「そして最終的に全部消してしまえば、それが悟りですね」
「ああ、そうだね、悟りには、人によりいろいろ定義があるが、それを悟りと定義し
ても良いと思う。プログラムの一旦全部抜去だ。プログラムの一気抜きとも言う」
「悟るために、そんなにプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちからそんなプログ
ラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとしてもしっかり根付

かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になればなるほど抜く
のが大変になりますから」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたのだろうな。イエスが、丁寧にそれについて、次
の項で答えている」
「そうですか、では、さっそく、次に進みましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(57)Jesus said, "The kingdom of the father is like a man who had good seed. His enemy 
came by night and sowed weeds among the good seed. The man did not allow them to 
pull up the weeds; he said to them, 'I am afraid that you will go intending to pull up the 
weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the weeds 
will be plainly visible, and they will be pulled up and burned."
(57)Jesus said, "The Father's kingdom is like a person who has [good] seed. His enemy 
came during the night and sowed weeds among the good seed. The person did not let 
the workers pull up the weeds, but said to them, 'No, otherwise you might go to pull up 
the weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the 
weeds will be conspicuous, and will be pulled up and burned."
(57)イエスが言った、「父の国は、良い種を持っている人のようなものである。彼の敵
が夜来て、良い種の中に毒麦を蒔いた。その人は彼ら（僕たち）に毒麦を引き抜かせ
なかった。彼は彼らに言った、『お前たちが毒麦を引き抜きに行って、それと一緒に麦
を引き抜かないように。なぜなら、収穫の日に毒麦が現われ出るであろうから。それ
らは引き抜かれ、焼き尽くされるであろう』」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書に、並行箇所があります。

【マタイの福音書、13:24-30】
イエスは、別のたとえを持ち出して言われた。「天の国は次のようにたとえられる。あ
る人が良い種を畑に蒔いた。人々が眠っている間に、敵が来て、麦の中に毒麦を蒔い
て行った。芽が出て、実ってみると、毒麦も現れた。僕たちが主人のところに来て言っ
た。『だんなさま、畑には良い種をお蒔きになったではありませんか。どこから毒麦が
入ったのでしょう。』主人は、『敵の仕業だ』と言った。そこで、僕たちが、『では、行っ
て抜き集めておきましょうか』と言うと、主人は言った。『いや、毒麦を集めるとき、
麦まで一緒に抜くかもしれない。刈り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい。

刈り入れの時、“まず毒麦を集め、焼くために束にし、麦の方は集めて倉に入れなさい”
と、刈り取る者に言いつけよう。』」

ほぼ同じようなことを言っています。ポイントは、毒麦が混じってしまって困るのだ
けれどもどうしようかということについて、そのように毒麦が混じっていても、それ
をすぐには抜かないで刈り入れの時まで放っておきなさいという対応の仕方を話して
います。

先ほど小松茸が聞いたように、トマスがイエスに聞いたのかもしれません。
「イエス様、悟るためにそんなに不要なプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちか
らそんなプログラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとして
もしっかり根付かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になれ
ばなるほど抜くのが大変になりますから」
「なるほど、そうだね。トマス。将来毒になるのが分かっている毒麦も一緒に生えて
きたわけだ」
「そうですよ、イエス様。だから、毒麦に気が付いたら、まだ根がしっかりと根付く
前に抜いてしまった方がいいのではないですか」
「いやいやトマス、それは刈り入れの時まで、放っておきなさい。早く抜く事は無い」
「えっ、イエス様。早く抜いてはいけないのですか」
「そうだね、早く抜いてはいけない。大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば良い
のだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、説明しよう。毒麦も普通の麦も、まだ、実がなる前はあまり見分けがつか
ない。というか毒麦も、幼い頃はそれなりに意味があるプログラムなのだ。例えば子
供が夜一人で暗闇に出向いて行っては危ない」
「そうですね」
「だから親は、子供に暗闇にはオバケが出るから出てはいけないと教える。子供は暗
闇にはオバケが出ると覚えてしまう。しかし大人になって、夜更けに恋人が、狼の遠
吠えか何かを真似して呼び出している時に、暗闇はオバケがいるからと出てきてくれ
なかったら、恋人と会えない。そうだろトマス」
「えっ、私は、狼の遠吠えなんかしてませんよ。フクロウの真似はしましたが」
「あはははは、そうかい」

「はい」

「とにかくだ。それと同じように、親は子供に対して色々と子供のためを思って教育
する。『男の子は泣いてはいけない』とか『嘘をついてはいけない』とか『人に勝たな
ければならない』とか様々なことを教える」
「そうですね。イエス様」
「それは子供にとっては自分を成長させたり自分を守ったり、その時期にとってはと
ても有用な教えでありプログラムだ。しかしそれをそのまま持ち続けていては、いつ
の間にかそのプログラムの奴隷になる。それが行き過ぎたり、他のプログラムと矛盾
したりし始める。するとそれは毒になってくるわけだ。そうなった時に初めて不要な
プログラムということになる。だからそうなった時にそれを抜けば良い」
「なるほど」
「プログラムを抜くというのは自動反応さ
せないことだ。完全にそのプログラムを捨
てるわけでは本当はない。プログラムは持っ
ているが、プログラムを起動させることも
起動させない事も自分の意志で自由自在に
なるということだ。それがプログラムから
自由になるということだ。その修行を諸君
はしているわけだ」
「なるほど分かりました。将来毒麦になる
麦であっても覚えた当初はそれなりに意味があって、当面はそのプログラムも有用で
あるということですね」
「そうだね。トマス。麦が大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば、それで充分間
に合うということだ。それまでは役に立っていたということだ」
「なるほど」
とトマスは深く納得しました。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「トマスは納得したかもしれませんが、私はちょっと疑問です」
「なにが？」

「毒麦だと分かった時に抜けば良いといっても、毒麦だと分からないまま、そのプロ
グラムにそってずっと人生を推し進めている場合もあるのではないですか」
「例えば？」
「例えば、人に認められなければならないと思って一生懸命勉強して、良い大学に入っ
て、大きな会社に入って、さらにまた頑張って認められようと、ずっと頑張っている
場合です」
「なるほど、それで苦しくなければ、それは毒麦ではないし害はない」
「じゃ、苦しくなったりしなければ、毒麦だと気がつかないという事ですか」
「そうだね。苦しくなったら毒麦だと気づくことができる。だから苦しいのをごまか
していたり、苦しいのを我慢し続けていると、病気になったり身体を壊したりするこ
とになりかねない。苦しいということに気がついたらラッキーなわけだ。その毒麦を
抜いてしまえば済むことだ」
「それじゃ出世できなくなりますよ」
「それじゃ聞くけど、その人は何のために出世しようとしているの？」
「それは幸せになるためですよ」
「でも、さらに無理に出世しようとすると苦しいわけだろう。身体を壊すかもしれな
い。だったら何をしてるのかわからないよね。それが毒麦だというわけだ。自動反応
になっていてそれに気がつかないわけだ」
「なるほど。ちょうど次にそのようなイエスの言葉がありますね」
「そうかい、では次に行こう」

………………………………………………………………………………………………………………
(58)Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58)Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."
(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスは実は、(54)番によく似ています。
………………………………………………………………………………………………………………
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
しかし、ここでまた同じような文章が出てきたのには、それなりの理由があります。

つまり、毒麦の話の後に出てきたわけですから、ここでは、新たに、「毒麦に苦しんだ
人は幸いである」と言いたかったのだと思います。そしてさらにここでは、彼は命を
見出したと続いています。
毒麦に苦しんで毒麦を抜いた人は、命を見出した、つまり、悟れたということです。

「じゃあ、イエス様」
「なんだい、トマス」
「毒麦に苦しまなかったら、悟れないってことですか」
「毒麦に苦しむことになったら、それを抜こうという工夫や努力ができる。そしてそ
れができれば、毒麦も麦も単に農地の上に生い茂っていたものだと分かる。そしてそ
れが分かればその農地を返すことも簡単だ。また自分の服を脱いで返すことも容易に
なってくる。だから毒麦に苦しむことになるという事はラッキーなことだ」
「じゃあ、イエス様、毒麦に苦しまないで、どんどん領土を広げたり、どんどん支配
欲を増やしたり、財産を増やしたりしていると、どうなるのですか。それでもいいの
ですか」
「それは本人の自由だから、とやかくは言わない。でもいずれ誰でも死ぬ時は来る。
その時に、悟っていなければ慌てふためくことになる。それまでに悟っていなければ、
生きている間中、死はいつもずっと怖いものになる。それだけの違いだ」
「それだけの違いって、それってとても大きいですよ。イエス様。領土も財産もそん
なに欲しくはありませんが、その安心が欲しいです」
「そうかい。それは、修行すれば誰でも手に入る」
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「修行すれば、誰でも手に入ると言われても…」
「じゃあ、言い直そう。修行しなければ、誰も手にすることはできない」
「はい。それは分かりますが。修行しても手に入らない気がしますけど」
「そう思っているから、まともな修行になっていないのだ。生きているうちにもっと、
しっかり、修行せい。死んでからでは修行はできんぞ」
「ああ、なるほど。イエスが次にそう言ったのでしょうかね」
「おや、そうかい」

………………………………………………………………………………………………………………
(59)Jesus said, "Take heed of the living one while you are alive, lest you die and seek to 
see him and be unable to do so."
(59)Jesus said, "Look to the living one as long as you live, otherwise you might die and 
then try to see the living one, and you will be unable to see."
(59)イエスが言った、「あなたがたが生きている間に、生ける者を注視しなさい。あな
たがたが死なないように。そして、あなたがたが彼を見ようとしても、見ることがで
きないであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これだけを読むと何を言ってるのかはよく分かりませんね。
少し補って読むとよくわかります。全文を書くと次のようになります。
「あなたがたが生きている間に、しっかり修行して、本当の存在、本当に生きる者を、
発見し、それを注視しなさい。そうすると、あなたがたは、この宇宙に存在している
魂そのものであると理解できて、自分が圧倒的な存在であることが分かります。そう
すると、あなたがたは、自分が死ぬ時に自分が消滅するのではないかという恐怖を抱
く事はなくなります。しかし、よく言っておきますが、修行は生きてるうちにしてく
ださい。死んでしまってからでは修行ができません。修行もせずに、悟りもせずに、
死んでしまうと、もう二度と、あなたがたはあなたがた自身に会うこともできません。
ですから生きているうちにしっかり修行して、生きているうちに悟ってください」
これが、次第に省略されて、結局、この項のような文章として残っているのでしょう。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、修行しろ、修行しろとウルサイですね」
「あはははは、ウルサイ？　まぁ、そうだね。小松茸に言うことはこれしかない」
「なんですか？」
「修行しなさいだ。修行の仕組みも、修行のやり方も、修行の意義も、修行の大切さも、
みんな分かっているのに、修行をしないのであれば、言うことはこれしかない。修行
しなさいだ」
「イエスも、相当、手こずったようですね。死ぬ前までにとにかく、修行しろと言っ
てますね」
「そうだね。さらに、その例え話までして、弟子に修行を促している。まったく。言っ

ても言っても、修行しない弟子がいたんだなぁ、昔も」
「今も、ですか？」
………………………………………………………………………………………………………………
(60)They saw a Samaritan carrying a lamb on his way to Judea. He said to his disciples, 
"That man is round about the lamb."
They said to him, "So that he may kill it and eat it."
He said to them, "While it is alive, he will not eat it, but only when he has killed it and it 
has become a corpse."
They said to him, "He cannot do so otherwise."
He said to them, "You too, look for a place for yourself within repose, lest you become a 
corpse and be eaten."
(60) He saw a Samaritan carrying a lamb and going to Judea. He said to his disciples, 
"that person ... around the lamb." They said to him, "So that he may kill it and eat it." He 
said to them, "He will not eat it while it is alive, but only after he has killed it and it has 
become a carcass."
They said, "Otherwise he can't do it."
He said to them, "So also with you, seek for yourselves a place for rest, or you might 
become a carcass and be eaten."
(60)彼らが、子羊を伴ってユダヤへ向かう一人のサマリア人を見た。彼（イエス）が
彼の弟子たちに言った、「あの者は子羊の傍にいる」。彼らが彼に言った、「彼はそれを
殺して食べようとしているのです」。彼らが彼に言った、「それが生きている間は、彼
はそれを食べないであろう。しかし、彼がそれを殺し、それが屍になったときに、（彼
はそれを食べるであろう）」。
彼らが言った、「彼は他の仕方でそうすることはできないでしょう」。彼が彼らに言っ
た、「あなたがたが屍になって食われないように、あなたがたも自分のために安息のう
ちに場所を求めなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスが弟子達に口を酸っぱくして「修行しなければ悟れませんよ」と説いています
が、弟子達は何度も聞かされているので、慣れっこになってしまい、なかなか真剣に
修行に励まなかったのでしょう。その時、ちょうど子羊を連れたサマリア人の一行が
通ったので、イエスはそれを見て弟子達に言いました。

「あの者は子羊の傍にいるが、なぜだい、トマス」
「イエス様、彼はあの仔羊を殺して食べようとしているのです」
「そうか。で、いつ食べるのだ」
「ですから、彼がそれを殺し、それが屍になったときにです。仔羊が生きている間は
食べません」
「ほう、そうか。生きている間は食べないのか」
「そうです。食べられません。死んでからです。生きているうちに食べるのは無理です。
死んだら食べることができます。イエス様、当り前のことをわざわざ聞かないでくだ
さい」
「それと同じだ。トマス。いいかい、だから生きているうちに修行しなければ、死ん
でからでは食べられてしまうよ」
「えっ、あっ、はい。生きているうちに修行ですね。イエス様」
「生きているうちに悟って、安息の場所を確保しておかないと、死んでからでは無理
だよ。無理」
「はい。イエス様」
と、少しは、修行を真剣にする気持ちになったかもしれませんね。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「今も昔も、なかなか修行しない弟子がいると、苦労しますね」
「そうだね。でも、苦労と言っても、イエスのように自分が悟ってしまったら、人生
でそれしかする事は残っていない。だからそれができる間はそれを愛を持って、楽し
みながらただ単にひたすらにするということだ」
「でも笑雲先生、イエスはなんか弟子達を脅しているようですけど」
「そうではなくて、たぶん笑いながらユーモアを交えて話していたのだと思うよ。『ほ
らほら、だから、喰われちゃう前に、修行して早く悟った方がいいよ。あはははは』
とかね」
「そうですね。そんな感じですね。次の会話もきっと、笑いが溢れていたんでしょうね」
「おや、そうかい。では、次に行こう」
「はい」

（次号につづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけ
を記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あります
が、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが
多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」と仮
定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、その第
９回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
………………………………………………………………………………………………………………
(51) His disciples said to him, "When will the repose of the dead come about, and when 
will the new world come?"
He said to them, "What you look forward to has already come, but you do not recognize 
it."
(51) His disciples said to him, "When will the rest for the dead take place, and when will 
the new world come?"
He said to them, "What you are looking forward to has come, but you don't know it."
(51)彼の弟子たちが彼に言った、「どの日に死人の安息が入り来たり、どの日に新しい
世が来のでしょう」。彼が彼らに言った、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。
しかし、あなたがたはそれを知らない」
………………………………………………………………………………………………………………
この項は、前項の続きです。前項では、悟ると、言葉にはなりませんが感覚として「ああ、
私は宇宙だ」「私は、全てだ」「ああ、宇宙の果てまで私だ」というような感覚になる
と言いました。
「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がってしまった
状態の体験です。
「無我」とか、「無私」とか、言われるものです。とにかく、そのように、今までの普
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通の感覚とまったく違う感覚になります。無我とか無私は言葉を変えれば、それは「自
分」が居ない事ですから、「自分」は「死んでいる」のと、ある意味同じです。自分が
居ませんから、他と争うことも何もありませんし、恐れることも何もありません。全
くの平穏になります。つまり、死人の安息というのは、死んだほどの静かな安息とい
う意味です。

弟子達がイエスに、「そのようなものすごい平穏、安寧になるにはどうすればいいので
しょう。どうやったらそのような時が来るのでしょう。いつそうなるのでしょう」と
聞きました。
するとイエスは、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。しかし、あなたがた
はそれを知らない」と答えています。
どこか遠くにそのような世界があるのではなく、それはもう身近に来ている。もう、
すでに自分の中にそれを要素として持っている。つまり、もうすでにやって来ている。
でも、残念ながら諸君はそれを知らないだけだと言っています。やって来たわけでは
なく、そもそも元々自分は持っているということです。

それはそうです。「本来の自分」を覆っているものを取り去れば、それはそこにあるわ
けです。「本来の自分」を覆っているものとは、たくさんの記憶や学習から作成された
プログラム群です。プログラムというのは一種の行動指針です。もっと根源的には、
自我に対する概念や、肉体に対する概念も含みます。それらの蓋いを全部取り去れば、
「自分」も「自分の命」という概念も無くなるわけですから、そこはいわば、「生の無
い世界」、「死の世界」でもあります。でも、「本来の自分」はそこに存在している。消
えてなくなるわけではありません。ですから、完全なる平穏がそこにはあります。完
全なる安寧や至福がそこにはあります。マインドから見れば、死の世界のように思え
ますが、「死は無いこと」が分かる世界でもあります。死をも超えた世界です。「新し
い世界」とイエスの弟子達は言っています。その世界です。
「それはいつ来るのですか」と、弟子が聞いたので、イエスは「もう来ているけれども、
諸君が気がつかないだけだ」と言っているわけです。
イエスにとってみれば、「本来の自分」こそが、命のあるもので、マインドや肉体は、
単なる乗り物でしかありません。イエスにとってみれば、マインドや肉体を自分自身
だと思っている人は、まるで死んだ人のようなものです。獅子に喰われた人間は不幸
であるという言い方と同じで、獅子を自分だと思っていては、その世界に入れません。

いくら知識があっても、いくら悟り方を知っていても、それを語っているのが獅子で
あればそれは無意味です。そうではなくて「本来の自分」に向けて進むべきです。「本
来の自分」が、言葉ではない言葉で語っていることに耳を傾けるべきです。それは微
かに聞こえているはずです。ですから、それを覆っている蓋いをどんどん取り去って、
つまり、そこに進むのを邪魔している障害をどんどん取り去って、「本来の自分」に進
んでいくことが大切です。
………………………………………………………………………………………………………………
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets spoke in Israel, and all of them 
spoke in you."
He said to them, "You have omitted the one living in your presence and have spoken 
(only) of the dead."
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets have spoken in Israel, and they all 
spoke of you."
He said to them, "You have disregarded the living one who is in your presence, and have 
spoken of the dead."
(52)彼の弟子たちが彼に言った、「２４人の予言者たちがイスラエルで語りました。そ
して、彼らはみなあなたにあって語りました」。彼が彼らに言った、「あなたがたはあ
なたがたの面前で生きている者を捨て去り、死人たちを語った」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスと、イエスの弟子達は、イエスが教えを説き始めた最初の頃は、他の預言者や
指導者と面談したり、議論を闘わせたりしていたのだろうと思います。また他の預言
者や指導者も、イエスがどんなことを語っているのかを知りたくて、接触の機会も多々
あっただろうと思われます。２４人の預言者とありますが、１２や２４はその頃の１
２進法の区切りですから、ただ、単に「たくさんの」という意味です。２４人に意味
があるわけではありません。という事は、余談ですが、イエスの弟子は１２人と言わ
れていますけれど、それも深い意味があるわけではないのではないかと思います。
さて、そのように割と多くの人と、瞑想や修行についての議論を戦わせていたのだと
思います。それで弟子達も他の預言者や指導者に、質問などもしたことでしょう。そ
してイエスに対して、あの預言者はこんなことを言っていますが本当ですかとか、こ
の指導者はこのように指導していますが良い方法でしょうかなどと質問したのだと思
います。
それに対してイエスは、「あなたがたは、あなたがたの面前で生きている者を捨て去り、

死人たちを語った」と答えています。その意味は「せっかくあなたがたの面前に、悟っ
た私がいるのに、どうして悟ってない人にいろいろと話を聞くのだい」という意味で
す。「悟った人が面前にいるのに、死んだような人とあれこれ話して、いったいなんに
なる？」と言ったのかもしれません。

………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは悟っているから、自分が悟っていると、自分で分かるでしょうけど、弟子
は悟っていないのですから、面前のイエスが悟っているかどうか、分からないのじゃ
ないですか。ですから、あちこちの先生に、いろいろな質問をしたんじゃないですか」
「まぁ、そうだね。だから、ちょっとイエスが、イライラしているわけだ」
「えっ、どうして、イエスがイライラしていると分かるんですか。笑雲先生」
「『死んだような人と話して、なんになる』と、イエスが言ってるからね。まあ、本心
だと思う」
「ああ、じゃぁ、笑雲先生も、小松茸を見ているとイライラするでしょうね」
「そうだね。修行しないから、イライラする。でもそのイライラは、同じ行動エネルギー
だ。教えるためにそのエネルギーを使うように変更すれば良いわけだ」
「どう変更するのですか」
「ここではまず、弟子達が、２４人の預言者から聞いた迷信や、風習や思い込みから、
まずは、脱却させなければならない。その指導に向かう」
「なるほど」
「古い預言者が大切に守っているのは、古い掟やルールだ。迷信や言い伝えだ。まず
それらから自由になることだ。本来の意味や意図をしっかり理解して、もしそれが、
合理的、実際的に正しければそうするし、そうでなければ捨てることだ」
「そう言えば、次の項に、笑雲先生、古い掟を捨てる話が出てきます」
「そうかい。では、さっそく次に行ってみよう」

………………………………………………………………………………………………………………
(53) His disciples said to him, "Is circumcision beneficial or not?"
He said to them, "If it were beneficial, their father would beget them already 
circumcised from their mother."

(53) His disciples said to him, "Is circumcision useful or not?"
He said to them, "If it were useful, their father would produce children already 
circumcised from their mother."
(53)彼の弟子たちが彼に言った、「割礼は役に立つでしょうか。役に立たないでしょう
か」。彼らが彼に言った、「それが役に立つなら、彼ら（子供たち）の父が彼らを彼ら
の母（の胎）から割礼をして生んだであろうに」
………………………………………………………………………………………………………………
ユダヤの割礼の風習等については、私はよく知りませんが、ユダヤ教の習慣、決まり
のようです。イエスの弟子達は、他の預言者や指導者達の話を、イエスがことごとく
否定するので、「それでは、ユダヤ人のアイデンティティーでもある、例えば、割礼も
やめた方がいいのでしょうか」と、聞いたのでしょう。
それについてイエスは、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されてから、母親から
生まれるでしょうに」と、ウィットを交えて回答しています。自然に生まれ、自然に
育つのが一番良いのだと、現在では当たり前のことを、イエスはその時言っているわ
けです。
この割礼の話だけでなく、イエスは古い風習や迷信や宗教的な儀式について、とても
批判的であったと思われます。特に、ユダヤ教を守っているサドカイ派や、律法学者
について、批判をしています。
つまりイエスほど悟ってしまえば、迷信や風習は、宗教団体を守っている僧侶や神官
などを有利にするための人民へのまやかしだということを見抜いてしまいますから、
それに対しては必ず批判的にならざるを得ないと思います。ただ私が思うに、イエス
は争いを好んでいたわけではないと思うので、他の宗教団体に対するあからさまな批
判や、なにか行動に移すという事は、基本的には慎んでいたと思います。
ただし弟子に対しては、弟子達からの質問もありますから、迷信等についての考え方
は示していたと思います。

ついでに迷信について説明すると、マインドは自分と自分の主人を守るのが仕事です
から、危険な情報があるとそれを覚えて自分のものとします。例えば、「これは天狗茸
という毒キノコで、食べると死んでしまう」と教えられれば、それが本当に毒がある
のかどうかを確かめる事はなく、生涯、天狗茸を食べる事は、やめてしまいます。こ
れは合理的に自分の生命を守ろうとしていることで悪いことではありません。それと
同じように、「神様に捧げ物をしないと将来地獄に落ちる」と言われると、それを確か

めることもなく、生涯その呪縛から逃れる事は普通ありません。
マインドは実は、概念の世界にしか生きていませんから、実在の本当の事も、想像上
のまやかしも、マインドにとっては同じように危険な事なわけです。ですから、科学
的に考えるとそれは迷信であると分かっていても、なかなか、迷信だと断言できない
わけです。そのマインドの弱さをついて、悪徳商人や、悪徳宗教家や、悪徳預言者が
出てくるわけです。イエスはそれらに対して、自分の弟子達を守るために、それらは
迷信であるということを何度も話していたと思われます。
でもなかなか弟子達が納得しないので、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されて
から、母親から生まれるでしょうに」と笑いながら言ったのかもしれません。

さてこのあたりで、他の預言者や指導者達へ向いていた弟子達の意識が、やっとイエ
スの方に向いてきたので、イエスはまた、修行のポイントについて弟子達に話し始め
ます。

………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
これはよく似た言い回しが、共観福音書にも出てきます。 一番似ている並行箇所とし
ては、下記があります。これはイエスの根本の教えの一つですからどこにも出てくる
わけです。

【ルカ　6:20-21】
イエスは目を上げ弟子たちを見て言われた。「貧しい人々は、幸いである、神の国はあ
なたがたのものである。今飢えている人々は、幸いである、あなたがたは満たされる。
今泣いている人々は、幸いである、あなたがたは笑うようになる。」

共観福音書に出てくる言い回しは、どれも同じパターンです。言っていることは、今
不幸な気分があれば、それと真逆の方向の幸福になれますよということです。とても
変な言い回しに聞こえますが、これは短絡しているので変に聞こえるわけです。もっ

と丁寧に、説明を長くして言えば次のようになります。
「今は不幸だという気分に気が付いたのであれば、それはとてもラッキーなことだ。
なぜなら、不幸な気分に気が付いたので、それを解消する手立てさえ分かれば、その
不幸な気分を解消できる。そしてそれを解消できれば、その不幸な気分の逆方向の気
分、つまり、幸福な気分になれる」というわけです。
このように言える前提は、どのような不幸な気分も、それは単にマインドが作り出し
ているのであり、そのマインドの動き方を逆方向にすれば、即座にハッピーな気分に
なれる、しかも、それが容易に出来るというわけです。
イエスに言わせれば、その逆方向に向けるやり方は、とても簡単であり、それさえ習
得できれば良いわけですから、結局「不幸な気分に気が付いたら、すぐに幸福になれ
るよ」ということになります。
「貧しいなぁ。嫌だなぁ。と気が付いたら、ラッキーですよ。思い方を変えれば、すぐに、
ああ、そうだ。私はどんなに満たされ、どんなに恩恵にあずかっていて、どんなに豊
かなことだろうか。なんと、幸せなことか。素晴らしい。嬉しいなぁという気分にな
ることができますよ」ということです。
それを、短絡して言うと「貧しいものは幸いなり、天国は汝のものなり」となるわけ
です。

さて、これを「愛と欲の８要素表」で言えば、マインドは普通、get, hold, compare, 
more, という欲の方向に回転していますが、これを愛の方向give, drop, accept, 
enough, に回転させれば気分はすぐに幸福になるというわけです。
貧しい貧しいと思っている人が、お金持ちになって、そしてお金持ちになると幸福に
なれると普通の人は考えますが、イエスが言っているのはそうではありません。貧し
い貧しいと不幸な気持ちでいる自分に気が付いたらそれは、マインドが、そのように
他との比較をして、自分の基準で判断して、貧しいという不幸感を出しているのです
から、その不幸に思う考え方の仕組みさえ変えれば、貧しい、不幸だという気分は消
えます。すると途端に、ハッピーになりますよというわけです。
何かが不満だなどと悪い気分になっていることに気が付けば、そう考えているマイン
ドの向きを反対向きに変えるということです。すると、その悪い気分から、直ちに抜
けることができる。しかも悪い気分から抜けると人間はもともと、大幸福が根底にあ
りますから、すぐに良い気分になるということです。
イエスの言っているポイントをもう一度、一言で言えば「悪い気分に気が付いたらラッ

キーだ」ということです。
普通、悪い気分に浸って、それをどうしようこうしようとその悪い気分の原因になっ
た外部の諸事情を変更や修正しようとそちらばかり考えますが、そうではなくて、内
側に向かうということです。

イエスは多分このことを、何度も何度も言葉を変えて、場所を変えて弟子達に教えて
いたのだと思います。それでどの福音書にもこの言葉は残っています。
こうなれば幸せになれる、というのを人間は幼児の頃から、自分の経験や親の教育な
どによって学習して覚えていきます。それらが判断基準となっているわけです。その
判断基準を自分に押し当てて判断していますから、これはまだ満足できないから不満
だとか、これはまだ貧しいとか、これは心配だとか、色々なそのような思考になるわ
けです。欲が満たされていないから、不幸な気分になっているわけですから、欲を満
たせば幸福な気分になるだろうというのが普通の発想です。

イエスの言っているのは、そうではありません。欲から愛の方向に、マインドの向き
そのものを変える工夫です。判断基準を変えると言ってもいいです。「コップに水が半
分しかない」という思い方を、「コップに水が半分もあって、ありがたい」という思い
方に変えるわけです。
でも、多くの親は自分の子供の成長を願って、「コップに水が半分もあると思ってはい
けない、半分しかないのだから、頑張ってもう少し水を獲得しなければならないよ」
と教えます。
すなわち、「もっと認められなければならない」「もっと上位に上がらなくてはいけな
い」「もっと勉強しなくてはいけない」「もっとお金を稼がなければいけない」「もっと
我慢強くならなければならない」「もっと真剣にならなくてはいけない」等々と、親も
教えますし、先生も教えますし、自分も納得してそのように学習していきます。

でも、イエスのこの「切り返しの技」を使うには、それらの思い込みや行動指針を変
える必要があるわけですから、それがもし堅固に持たれていると、なかなかこの技が
使えません。なぜ、堅固に持たれているのかといえば、それは幼い時に、親から叱ら
れたとか、叱咤激励されたとか、折檻を受けたとか、そのようないわゆる「教育」が
深く染みついているからです。そのような否定型の教育だけでなく、何かが出来たら
誉められたとか、泣くのを我慢したらご褒美に飴を貰えたとか、肯定型の教育もあり

ますが、それも同じことです。つまり自分を守って育ててくれた、強い親がしっかりと、
それらのプログラムを守っているので、その心象の親の手を振り払わなければ、それ
らを抜くことがなかなか難しいわけです。
ですから、このイエスの技を使うには、親から受けたそのような「教育的」呪縛から、
逃れる必要が、まずあるというわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「親の教育的呪縛から、逃れられなければ、判断基準はなかなか変わりませんね」
「そうだね。親は子供によかれと思って、そのような教育を普通する。そして、それ
はある程度は良いことだ。でも、子供は、それによって、自分を縛ってしまう。呪縛
してしまう。特に幼い時に覚えたことは、大人になると、まるで、サイズが小さくなっ
た鎧兜のようなものだ」
「なるほど。小さい時はそれで自分を守れたけれど、今となっては、窮屈で逆に、自
分を苦しめているようなものですね」
「そうだ。だから、その不要になった鎧兜を脱ぐ必要がある。でも、それは、親が子
供に対して、外は危険がいっぱいだ。外は危険な敵ばかりだ。だから、ちゃんと着て
おきなさいと命じたものだ。だから、なかなか脱ぐ勇気がでない」
「じゃぁ、どうすればいいんですか。笑雲先生」
「そう、聞いた弟子がいたのだろうな。イエスの次の言葉は、その説明になっている」
「そうですか、では、次に行きましょう」

………………………………………………………………………………………………………………
(55) Jesus said, "Whoever does not hate his father and his mother cannot become a 
disciple to me. And whoever does not hate his brothers and sisters and take up his cross 
in my way will not be worthy of me."
(55) Jesus said, "Whoever does not hate father and mother cannot be my disciple, and 
whoever does not hate brothers and sisters, and carry the cross as I do, will not be 
worthy of me."
(55)イエスが言った、「その父とその母を憎まない者は、私の弟子であることができな
いであろう。私のように、その兄弟とその姉妹を憎まない者、その十字架を負わない
者は、私にふさわしくないであろう」

………………………………………………………………………………………………………………
イエスは磔になって死ぬことになりましたから、キリスト教は十字架をシンボルにし
ています。十字架を背負うという事は大変なことだ、苦しいことだという事は誰でも
よくわかりますが、イエスが生前に十字架をその譬（たと）えとして使って話をして
いたとは考えられません。ですからこのような言葉が残っているとしても、この部分
はイエスが語った言葉ではないという気がします。
その部分を除いてもう一度読んでみても、これはなかなか難しい文章です。普通常識
的には、親兄弟と仲良くしなさいと言います。しかしイエスは、親兄弟を憎めと言っ
ています。そうでなければ私の弟子ではないと言っています。
イエスのように悟った人が、そして、隣人を愛せよと常々言っている人が、親兄弟を
憎むことができなければ弟子にはなれないよというのは、とても矛盾した話のように
思えます。
ここで言う「私の弟子」という意味は、修行を進めて悟りに向かうということを教え
ていたわけですから、その修行がちゃんとできる人のことでしょう。
つまり、これは修行者に対して言っている言葉で、先程の幼児期から積み重ねてきた
様々なプログラムを見直して抜去するためには、それを守っている「心象の親」を倒
さなければ抜去ができないということです。

インディアンの子供は、小さい時に親から地面に輪を描かれて、その輪の中で遊ぶよ
うに躾られます。なぜなら、親が少し目を離した隙に、子供がどこかに行ってしまっ
ては、獰猛なコヨーテや野獣にやられてしまうからです。最初は子供もその輪を超え
て出て遊びに行くこともあったでしょうが、何度も厳しく躾られると、もう出てはい
けないのだと、しっかりプログラム化されてしまいます。つまり、親が輪を描いて、
この輪から出るなと言えば子供はもう出られないわけです。その子供が成長し、筋骨
隆々の壮年になって、その親がまだ健在で、よぼよぼのおじいさんであっても、その
おじいさんが輪を描いて息子に出るなと言えば、大の大人がやはり輪から出られない
のだそうです。

このように親の影響が分かりやすいものもありますが、「認められなくてはいけない」
とか「お金持ちでなければ馬鹿にされる」とか様々な、自分はそういう考えを持って
いることが間違いだとはちっとも思っていないようなことまで、実は親の躾や教育が、
深く影響しています。

そのようなプログラムを抜去するためには、そのプログラムを据え付けさせた親をま
ず先に除去しなければならないわけです。しかし、普通子供は親を尊敬していますし、
恐れ敬ってもいます。ですからまずそこを変えなければプログラムは抜去できません。
それでイエスはまず、親を尊敬するのをやめなさいと言ったわけです。尊敬するのを
やめるくらいではプログラムは抜去できませんから、こんな親の言うことなんかもう
聞くもんかというくらいにならなければなりません。つまり親を憎むというところぐ
らいまで、親と自分との位置取りを変化させないといけないわけです。
またその頃は今と違って兄弟の数も多く、一番年長の兄などは親と同じような影響力
を持っていたのだろうと思います。そのような兄からも、たくさんのプログラムを作
ることになっていると思いますので、イエスは親だけでなく兄弟についても、その位
置取りを変えなければ、それらのプログラムを抜く事はできないと言っているわけで
す。

さて位置取りを変えると言っても具体的には、一体どうするのかを、ついでにお話し
します。
「自分は弱くて守って欲しい」という状況でプログラムが出来ていますから、「自分は
強くて守ってもらう必要がない」という認識になれば抜きやすいわけです。子供から
見ると親は圧倒的に強いですが、その親と同等、ないしはそれ以上に自分が今強くなっ
ているということを、はっきりと認識する必要があるわけです。そしてそれを心象の
親に当てはめることが必要です。心の中で昔の親と戦う必要があるということです。
ここでよく間違うのが、実際に今、生きている親に対して、反抗的態度を取ったり文
句を言ったりして、自分が強くなっていることを確認しようとする人がいますが、そ
うする必要はありませんし、そうしても無意味です。また、場合によっては、実際の
親はすでに他界して、いないかもしれません。しかし、心の中ではイメージとして残っ
ているわけです。心象の親として、プログラムを守っているわけです。ですから、実
際の親ではなく、戦う相手は「心象の親」です。心の中にいる自分がイメージしてい
る親です。その親に打ち勝てば良いわけです。すると修行は一気に進みます。親の描
いた地面の輪っかから、自在に飛び出すこともできるようになるわけです。自分を締
め付けていた、幼児の時に入手した小さく固い鎧兜を、やっと脱ぎ捨てることができ
るわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「もしもそのように、多くのプログラムをどんどん抜去していくと、そして最後まで
抜去してしまうと、一体自分とは何になるのですか」
「自分とは、そうだな。肉体と肉体の一部であるマインドを使っている、本来の自分
のことか」
「肉体と肉体の一部であるマインドは本来の自分では無いということですよね」
「そうだね、それはイエスが何度も言っている。死ぬ時には農地をオーナーに返し、
着ている服もオーナーに返す。それは生まれ出た時に借りたものだからだ」
「肉体やマインドは、自分自身だと思っていて、なかなか借りているとは思えません
けど」
「それはそうだ。修行しなければそれはなかなか実感として分からない。でも修行が
進むと、これが実感として分かるようになる。肉体もマインドも借りたものだ。自分
のものではない。自分はその中に仮住まいをしているにすぎない」
「何かイエスが、次でそのようなことを言ってますね」
「そうかい、では次に行こう」
「はい。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(56)Jesus said, "Whoever has come to understand the world has found (only) a corpse, 
and whoever has found a corpse is superior to the world."
(56)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered a carcass, and 
whoever has discovered a carcass, of that person the world is not worthy."
(56)イエスが言った、「この世を知った者は、屍を見出した。そして、屍を見出した者に、
この世はふさわしくない」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、トマス福音書の中に、次のような並行箇所があります。
(80)Jesus said, "He who has recognized the world has found the body, but he who has 
found the body is superior to the world."
(80)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered the body, and 
whoever has discovered the body, of that one the world is not worthy."
(80)イエスが言った、「この世を知った者は、身体を見出した。しかし、身体を見出し
た者に、この世はふさわしくない」

………………………………………………………………………………………………………………
英語では、 body という言葉は、身体という意味もありますが、死体という意味もあり
ます。西洋の言葉は、もともとそうなのでしょう。ですからここは同じことを言って
いると思います。日本語に訳して屍と書くと訳が分からなくなりますが、単にbodyの
ことです。
この世を知った者とは、悟った人というほどの意味でしょう。悟った人は、身体を見
出したというわけです。なんだ、今まで自分と思っていたけどこれは単に「身体」な
んだ、という意味です。次の「身体を見出した者に、この世はふさわしくない」とい
うのは、とても深い意味のある言葉です。
身体を見出した者というのは、悟った人のことです。この世はふさわしくないという
意味は、悟った人は、この世の只中に、 bodyとして生きているのではないということ
です。
このように理解すると、言っている事は簡単で、悟ればこの世に執着や未練はないよ
ということです。執着や未練がなければ、さっさとあの世に行きそうな気がしますが、
実際はそうではありません。逆になります。
せっかく頂いたbodyを粗末にしたり、ぞんざいに扱ったりすることは、逆にできなく
なってきます。そうではなくて、感謝してそれを使えるだけなるべく長く、丁寧に手
入れよく使っていくことになります。なぜなら、魂であることが実感されて分かって
いても、魂だけでは誰ともコンタクトを取れず、遊び戯れることもできません。です
から悟った人は、いままでにも増して、心身のケアが丁寧になってくるわけです。自
分の肉体を良く手入れして、調子良く長持ちさせようとするわけです。借り物である
自分のbodyに感謝して、最大限にケアしようと思うわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「そのように悟るためには、いろいろなプログラムを抜去していって」
「そうだね」
「そして最終的に全部消してしまえば、それが悟りですね」
「ああ、そうだね、悟りには、人によりいろいろ定義があるが、それを悟りと定義し
ても良いと思う。プログラムの一旦全部抜去だ。プログラムの一気抜きとも言う」
「悟るために、そんなにプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちからそんなプログ
ラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとしてもしっかり根付

かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になればなるほど抜く
のが大変になりますから」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたのだろうな。イエスが、丁寧にそれについて、次
の項で答えている」
「そうですか、では、さっそく、次に進みましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(57)Jesus said, "The kingdom of the father is like a man who had good seed. His enemy 
came by night and sowed weeds among the good seed. The man did not allow them to 
pull up the weeds; he said to them, 'I am afraid that you will go intending to pull up the 
weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the weeds 
will be plainly visible, and they will be pulled up and burned."
(57)Jesus said, "The Father's kingdom is like a person who has [good] seed. His enemy 
came during the night and sowed weeds among the good seed. The person did not let 
the workers pull up the weeds, but said to them, 'No, otherwise you might go to pull up 
the weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the 
weeds will be conspicuous, and will be pulled up and burned."
(57)イエスが言った、「父の国は、良い種を持っている人のようなものである。彼の敵
が夜来て、良い種の中に毒麦を蒔いた。その人は彼ら（僕たち）に毒麦を引き抜かせ
なかった。彼は彼らに言った、『お前たちが毒麦を引き抜きに行って、それと一緒に麦
を引き抜かないように。なぜなら、収穫の日に毒麦が現われ出るであろうから。それ
らは引き抜かれ、焼き尽くされるであろう』」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書に、並行箇所があります。

【マタイの福音書、13:24-30】
イエスは、別のたとえを持ち出して言われた。「天の国は次のようにたとえられる。あ
る人が良い種を畑に蒔いた。人々が眠っている間に、敵が来て、麦の中に毒麦を蒔い
て行った。芽が出て、実ってみると、毒麦も現れた。僕たちが主人のところに来て言っ
た。『だんなさま、畑には良い種をお蒔きになったではありませんか。どこから毒麦が
入ったのでしょう。』主人は、『敵の仕業だ』と言った。そこで、僕たちが、『では、行っ
て抜き集めておきましょうか』と言うと、主人は言った。『いや、毒麦を集めるとき、
麦まで一緒に抜くかもしれない。刈り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい。

刈り入れの時、“まず毒麦を集め、焼くために束にし、麦の方は集めて倉に入れなさい”
と、刈り取る者に言いつけよう。』」

ほぼ同じようなことを言っています。ポイントは、毒麦が混じってしまって困るのだ
けれどもどうしようかということについて、そのように毒麦が混じっていても、それ
をすぐには抜かないで刈り入れの時まで放っておきなさいという対応の仕方を話して
います。

先ほど小松茸が聞いたように、トマスがイエスに聞いたのかもしれません。
「イエス様、悟るためにそんなに不要なプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちか
らそんなプログラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとして
もしっかり根付かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になれ
ばなるほど抜くのが大変になりますから」
「なるほど、そうだね。トマス。将来毒になるのが分かっている毒麦も一緒に生えて
きたわけだ」
「そうですよ、イエス様。だから、毒麦に気が付いたら、まだ根がしっかりと根付く
前に抜いてしまった方がいいのではないですか」
「いやいやトマス、それは刈り入れの時まで、放っておきなさい。早く抜く事は無い」
「えっ、イエス様。早く抜いてはいけないのですか」
「そうだね、早く抜いてはいけない。大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば良い
のだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、説明しよう。毒麦も普通の麦も、まだ、実がなる前はあまり見分けがつか
ない。というか毒麦も、幼い頃はそれなりに意味があるプログラムなのだ。例えば子
供が夜一人で暗闇に出向いて行っては危ない」
「そうですね」
「だから親は、子供に暗闇にはオバケが出るから出てはいけないと教える。子供は暗
闇にはオバケが出ると覚えてしまう。しかし大人になって、夜更けに恋人が、狼の遠
吠えか何かを真似して呼び出している時に、暗闇はオバケがいるからと出てきてくれ
なかったら、恋人と会えない。そうだろトマス」
「えっ、私は、狼の遠吠えなんかしてませんよ。フクロウの真似はしましたが」
「あはははは、そうかい」

「はい」

「とにかくだ。それと同じように、親は子供に対して色々と子供のためを思って教育
する。『男の子は泣いてはいけない』とか『嘘をついてはいけない』とか『人に勝たな
ければならない』とか様々なことを教える」
「そうですね。イエス様」
「それは子供にとっては自分を成長させたり自分を守ったり、その時期にとってはと
ても有用な教えでありプログラムだ。しかしそれをそのまま持ち続けていては、いつ
の間にかそのプログラムの奴隷になる。それが行き過ぎたり、他のプログラムと矛盾
したりし始める。するとそれは毒になってくるわけだ。そうなった時に初めて不要な
プログラムということになる。だからそうなった時にそれを抜けば良い」
「なるほど」
「プログラムを抜くというのは自動反応さ
せないことだ。完全にそのプログラムを捨
てるわけでは本当はない。プログラムは持っ
ているが、プログラムを起動させることも
起動させない事も自分の意志で自由自在に
なるということだ。それがプログラムから
自由になるということだ。その修行を諸君
はしているわけだ」
「なるほど分かりました。将来毒麦になる
麦であっても覚えた当初はそれなりに意味があって、当面はそのプログラムも有用で
あるということですね」
「そうだね。トマス。麦が大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば、それで充分間
に合うということだ。それまでは役に立っていたということだ」
「なるほど」
とトマスは深く納得しました。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「トマスは納得したかもしれませんが、私はちょっと疑問です」
「なにが？」

「毒麦だと分かった時に抜けば良いといっても、毒麦だと分からないまま、そのプロ
グラムにそってずっと人生を推し進めている場合もあるのではないですか」
「例えば？」
「例えば、人に認められなければならないと思って一生懸命勉強して、良い大学に入っ
て、大きな会社に入って、さらにまた頑張って認められようと、ずっと頑張っている
場合です」
「なるほど、それで苦しくなければ、それは毒麦ではないし害はない」
「じゃ、苦しくなったりしなければ、毒麦だと気がつかないという事ですか」
「そうだね。苦しくなったら毒麦だと気づくことができる。だから苦しいのをごまか
していたり、苦しいのを我慢し続けていると、病気になったり身体を壊したりするこ
とになりかねない。苦しいということに気がついたらラッキーなわけだ。その毒麦を
抜いてしまえば済むことだ」
「それじゃ出世できなくなりますよ」
「それじゃ聞くけど、その人は何のために出世しようとしているの？」
「それは幸せになるためですよ」
「でも、さらに無理に出世しようとすると苦しいわけだろう。身体を壊すかもしれな
い。だったら何をしてるのかわからないよね。それが毒麦だというわけだ。自動反応
になっていてそれに気がつかないわけだ」
「なるほど。ちょうど次にそのようなイエスの言葉がありますね」
「そうかい、では次に行こう」

………………………………………………………………………………………………………………
(58)Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58)Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."
(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスは実は、(54)番によく似ています。
………………………………………………………………………………………………………………
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
しかし、ここでまた同じような文章が出てきたのには、それなりの理由があります。

つまり、毒麦の話の後に出てきたわけですから、ここでは、新たに、「毒麦に苦しんだ
人は幸いである」と言いたかったのだと思います。そしてさらにここでは、彼は命を
見出したと続いています。
毒麦に苦しんで毒麦を抜いた人は、命を見出した、つまり、悟れたということです。

「じゃあ、イエス様」
「なんだい、トマス」
「毒麦に苦しまなかったら、悟れないってことですか」
「毒麦に苦しむことになったら、それを抜こうという工夫や努力ができる。そしてそ
れができれば、毒麦も麦も単に農地の上に生い茂っていたものだと分かる。そしてそ
れが分かればその農地を返すことも簡単だ。また自分の服を脱いで返すことも容易に
なってくる。だから毒麦に苦しむことになるという事はラッキーなことだ」
「じゃあ、イエス様、毒麦に苦しまないで、どんどん領土を広げたり、どんどん支配
欲を増やしたり、財産を増やしたりしていると、どうなるのですか。それでもいいの
ですか」
「それは本人の自由だから、とやかくは言わない。でもいずれ誰でも死ぬ時は来る。
その時に、悟っていなければ慌てふためくことになる。それまでに悟っていなければ、
生きている間中、死はいつもずっと怖いものになる。それだけの違いだ」
「それだけの違いって、それってとても大きいですよ。イエス様。領土も財産もそん
なに欲しくはありませんが、その安心が欲しいです」
「そうかい。それは、修行すれば誰でも手に入る」
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「修行すれば、誰でも手に入ると言われても…」
「じゃあ、言い直そう。修行しなければ、誰も手にすることはできない」
「はい。それは分かりますが。修行しても手に入らない気がしますけど」
「そう思っているから、まともな修行になっていないのだ。生きているうちにもっと、
しっかり、修行せい。死んでからでは修行はできんぞ」
「ああ、なるほど。イエスが次にそう言ったのでしょうかね」
「おや、そうかい」

………………………………………………………………………………………………………………
(59)Jesus said, "Take heed of the living one while you are alive, lest you die and seek to 
see him and be unable to do so."
(59)Jesus said, "Look to the living one as long as you live, otherwise you might die and 
then try to see the living one, and you will be unable to see."
(59)イエスが言った、「あなたがたが生きている間に、生ける者を注視しなさい。あな
たがたが死なないように。そして、あなたがたが彼を見ようとしても、見ることがで
きないであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これだけを読むと何を言ってるのかはよく分かりませんね。
少し補って読むとよくわかります。全文を書くと次のようになります。
「あなたがたが生きている間に、しっかり修行して、本当の存在、本当に生きる者を、
発見し、それを注視しなさい。そうすると、あなたがたは、この宇宙に存在している
魂そのものであると理解できて、自分が圧倒的な存在であることが分かります。そう
すると、あなたがたは、自分が死ぬ時に自分が消滅するのではないかという恐怖を抱
く事はなくなります。しかし、よく言っておきますが、修行は生きてるうちにしてく
ださい。死んでしまってからでは修行ができません。修行もせずに、悟りもせずに、
死んでしまうと、もう二度と、あなたがたはあなたがた自身に会うこともできません。
ですから生きているうちにしっかり修行して、生きているうちに悟ってください」
これが、次第に省略されて、結局、この項のような文章として残っているのでしょう。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、修行しろ、修行しろとウルサイですね」
「あはははは、ウルサイ？　まぁ、そうだね。小松茸に言うことはこれしかない」
「なんですか？」
「修行しなさいだ。修行の仕組みも、修行のやり方も、修行の意義も、修行の大切さも、
みんな分かっているのに、修行をしないのであれば、言うことはこれしかない。修行
しなさいだ」
「イエスも、相当、手こずったようですね。死ぬ前までにとにかく、修行しろと言っ
てますね」
「そうだね。さらに、その例え話までして、弟子に修行を促している。まったく。言っ

ても言っても、修行しない弟子がいたんだなぁ、昔も」
「今も、ですか？」
………………………………………………………………………………………………………………
(60)They saw a Samaritan carrying a lamb on his way to Judea. He said to his disciples, 
"That man is round about the lamb."
They said to him, "So that he may kill it and eat it."
He said to them, "While it is alive, he will not eat it, but only when he has killed it and it 
has become a corpse."
They said to him, "He cannot do so otherwise."
He said to them, "You too, look for a place for yourself within repose, lest you become a 
corpse and be eaten."
(60) He saw a Samaritan carrying a lamb and going to Judea. He said to his disciples, 
"that person ... around the lamb." They said to him, "So that he may kill it and eat it." He 
said to them, "He will not eat it while it is alive, but only after he has killed it and it has 
become a carcass."
They said, "Otherwise he can't do it."
He said to them, "So also with you, seek for yourselves a place for rest, or you might 
become a carcass and be eaten."
(60)彼らが、子羊を伴ってユダヤへ向かう一人のサマリア人を見た。彼（イエス）が
彼の弟子たちに言った、「あの者は子羊の傍にいる」。彼らが彼に言った、「彼はそれを
殺して食べようとしているのです」。彼らが彼に言った、「それが生きている間は、彼
はそれを食べないであろう。しかし、彼がそれを殺し、それが屍になったときに、（彼
はそれを食べるであろう）」。
彼らが言った、「彼は他の仕方でそうすることはできないでしょう」。彼が彼らに言っ
た、「あなたがたが屍になって食われないように、あなたがたも自分のために安息のう
ちに場所を求めなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスが弟子達に口を酸っぱくして「修行しなければ悟れませんよ」と説いています
が、弟子達は何度も聞かされているので、慣れっこになってしまい、なかなか真剣に
修行に励まなかったのでしょう。その時、ちょうど子羊を連れたサマリア人の一行が
通ったので、イエスはそれを見て弟子達に言いました。

「あの者は子羊の傍にいるが、なぜだい、トマス」
「イエス様、彼はあの仔羊を殺して食べようとしているのです」
「そうか。で、いつ食べるのだ」
「ですから、彼がそれを殺し、それが屍になったときにです。仔羊が生きている間は
食べません」
「ほう、そうか。生きている間は食べないのか」
「そうです。食べられません。死んでからです。生きているうちに食べるのは無理です。
死んだら食べることができます。イエス様、当り前のことをわざわざ聞かないでくだ
さい」
「それと同じだ。トマス。いいかい、だから生きているうちに修行しなければ、死ん
でからでは食べられてしまうよ」
「えっ、あっ、はい。生きているうちに修行ですね。イエス様」
「生きているうちに悟って、安息の場所を確保しておかないと、死んでからでは無理
だよ。無理」
「はい。イエス様」
と、少しは、修行を真剣にする気持ちになったかもしれませんね。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「今も昔も、なかなか修行しない弟子がいると、苦労しますね」
「そうだね。でも、苦労と言っても、イエスのように自分が悟ってしまったら、人生
でそれしかする事は残っていない。だからそれができる間はそれを愛を持って、楽し
みながらただ単にひたすらにするということだ」
「でも笑雲先生、イエスはなんか弟子達を脅しているようですけど」
「そうではなくて、たぶん笑いながらユーモアを交えて話していたのだと思うよ。『ほ
らほら、だから、喰われちゃう前に、修行して早く悟った方がいいよ。あはははは』
とかね」
「そうですね。そんな感じですね。次の会話もきっと、笑いが溢れていたんでしょうね」
「おや、そうかい。では、次に行こう」
「はい」

（次号につづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけ
を記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あります
が、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが
多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」と仮
定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、その第
９回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
………………………………………………………………………………………………………………
(51) His disciples said to him, "When will the repose of the dead come about, and when 
will the new world come?"
He said to them, "What you look forward to has already come, but you do not recognize 
it."
(51) His disciples said to him, "When will the rest for the dead take place, and when will 
the new world come?"
He said to them, "What you are looking forward to has come, but you don't know it."
(51)彼の弟子たちが彼に言った、「どの日に死人の安息が入り来たり、どの日に新しい
世が来のでしょう」。彼が彼らに言った、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。
しかし、あなたがたはそれを知らない」
………………………………………………………………………………………………………………
この項は、前項の続きです。前項では、悟ると、言葉にはなりませんが感覚として「ああ、
私は宇宙だ」「私は、全てだ」「ああ、宇宙の果てまで私だ」というような感覚になる
と言いました。
「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がってしまった
状態の体験です。
「無我」とか、「無私」とか、言われるものです。とにかく、そのように、今までの普
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通の感覚とまったく違う感覚になります。無我とか無私は言葉を変えれば、それは「自
分」が居ない事ですから、「自分」は「死んでいる」のと、ある意味同じです。自分が
居ませんから、他と争うことも何もありませんし、恐れることも何もありません。全
くの平穏になります。つまり、死人の安息というのは、死んだほどの静かな安息とい
う意味です。

弟子達がイエスに、「そのようなものすごい平穏、安寧になるにはどうすればいいので
しょう。どうやったらそのような時が来るのでしょう。いつそうなるのでしょう」と
聞きました。
するとイエスは、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。しかし、あなたがた
はそれを知らない」と答えています。
どこか遠くにそのような世界があるのではなく、それはもう身近に来ている。もう、
すでに自分の中にそれを要素として持っている。つまり、もうすでにやって来ている。
でも、残念ながら諸君はそれを知らないだけだと言っています。やって来たわけでは
なく、そもそも元々自分は持っているということです。

それはそうです。「本来の自分」を覆っているものを取り去れば、それはそこにあるわ
けです。「本来の自分」を覆っているものとは、たくさんの記憶や学習から作成された
プログラム群です。プログラムというのは一種の行動指針です。もっと根源的には、
自我に対する概念や、肉体に対する概念も含みます。それらの蓋いを全部取り去れば、
「自分」も「自分の命」という概念も無くなるわけですから、そこはいわば、「生の無
い世界」、「死の世界」でもあります。でも、「本来の自分」はそこに存在している。消
えてなくなるわけではありません。ですから、完全なる平穏がそこにはあります。完
全なる安寧や至福がそこにはあります。マインドから見れば、死の世界のように思え
ますが、「死は無いこと」が分かる世界でもあります。死をも超えた世界です。「新し
い世界」とイエスの弟子達は言っています。その世界です。
「それはいつ来るのですか」と、弟子が聞いたので、イエスは「もう来ているけれども、
諸君が気がつかないだけだ」と言っているわけです。
イエスにとってみれば、「本来の自分」こそが、命のあるもので、マインドや肉体は、
単なる乗り物でしかありません。イエスにとってみれば、マインドや肉体を自分自身
だと思っている人は、まるで死んだ人のようなものです。獅子に喰われた人間は不幸
であるという言い方と同じで、獅子を自分だと思っていては、その世界に入れません。

いくら知識があっても、いくら悟り方を知っていても、それを語っているのが獅子で
あればそれは無意味です。そうではなくて「本来の自分」に向けて進むべきです。「本
来の自分」が、言葉ではない言葉で語っていることに耳を傾けるべきです。それは微
かに聞こえているはずです。ですから、それを覆っている蓋いをどんどん取り去って、
つまり、そこに進むのを邪魔している障害をどんどん取り去って、「本来の自分」に進
んでいくことが大切です。
………………………………………………………………………………………………………………
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets spoke in Israel, and all of them 
spoke in you."
He said to them, "You have omitted the one living in your presence and have spoken 
(only) of the dead."
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets have spoken in Israel, and they all 
spoke of you."
He said to them, "You have disregarded the living one who is in your presence, and have 
spoken of the dead."
(52)彼の弟子たちが彼に言った、「２４人の予言者たちがイスラエルで語りました。そ
して、彼らはみなあなたにあって語りました」。彼が彼らに言った、「あなたがたはあ
なたがたの面前で生きている者を捨て去り、死人たちを語った」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスと、イエスの弟子達は、イエスが教えを説き始めた最初の頃は、他の預言者や
指導者と面談したり、議論を闘わせたりしていたのだろうと思います。また他の預言
者や指導者も、イエスがどんなことを語っているのかを知りたくて、接触の機会も多々
あっただろうと思われます。２４人の預言者とありますが、１２や２４はその頃の１
２進法の区切りですから、ただ、単に「たくさんの」という意味です。２４人に意味
があるわけではありません。という事は、余談ですが、イエスの弟子は１２人と言わ
れていますけれど、それも深い意味があるわけではないのではないかと思います。
さて、そのように割と多くの人と、瞑想や修行についての議論を戦わせていたのだと
思います。それで弟子達も他の預言者や指導者に、質問などもしたことでしょう。そ
してイエスに対して、あの預言者はこんなことを言っていますが本当ですかとか、こ
の指導者はこのように指導していますが良い方法でしょうかなどと質問したのだと思
います。
それに対してイエスは、「あなたがたは、あなたがたの面前で生きている者を捨て去り、

死人たちを語った」と答えています。その意味は「せっかくあなたがたの面前に、悟っ
た私がいるのに、どうして悟ってない人にいろいろと話を聞くのだい」という意味で
す。「悟った人が面前にいるのに、死んだような人とあれこれ話して、いったいなんに
なる？」と言ったのかもしれません。

………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは悟っているから、自分が悟っていると、自分で分かるでしょうけど、弟子
は悟っていないのですから、面前のイエスが悟っているかどうか、分からないのじゃ
ないですか。ですから、あちこちの先生に、いろいろな質問をしたんじゃないですか」
「まぁ、そうだね。だから、ちょっとイエスが、イライラしているわけだ」
「えっ、どうして、イエスがイライラしていると分かるんですか。笑雲先生」
「『死んだような人と話して、なんになる』と、イエスが言ってるからね。まあ、本心
だと思う」
「ああ、じゃぁ、笑雲先生も、小松茸を見ているとイライラするでしょうね」
「そうだね。修行しないから、イライラする。でもそのイライラは、同じ行動エネルギー
だ。教えるためにそのエネルギーを使うように変更すれば良いわけだ」
「どう変更するのですか」
「ここではまず、弟子達が、２４人の預言者から聞いた迷信や、風習や思い込みから、
まずは、脱却させなければならない。その指導に向かう」
「なるほど」
「古い預言者が大切に守っているのは、古い掟やルールだ。迷信や言い伝えだ。まず
それらから自由になることだ。本来の意味や意図をしっかり理解して、もしそれが、
合理的、実際的に正しければそうするし、そうでなければ捨てることだ」
「そう言えば、次の項に、笑雲先生、古い掟を捨てる話が出てきます」
「そうかい。では、さっそく次に行ってみよう」

………………………………………………………………………………………………………………
(53) His disciples said to him, "Is circumcision beneficial or not?"
He said to them, "If it were beneficial, their father would beget them already 
circumcised from their mother."

(53) His disciples said to him, "Is circumcision useful or not?"
He said to them, "If it were useful, their father would produce children already 
circumcised from their mother."
(53)彼の弟子たちが彼に言った、「割礼は役に立つでしょうか。役に立たないでしょう
か」。彼らが彼に言った、「それが役に立つなら、彼ら（子供たち）の父が彼らを彼ら
の母（の胎）から割礼をして生んだであろうに」
………………………………………………………………………………………………………………
ユダヤの割礼の風習等については、私はよく知りませんが、ユダヤ教の習慣、決まり
のようです。イエスの弟子達は、他の預言者や指導者達の話を、イエスがことごとく
否定するので、「それでは、ユダヤ人のアイデンティティーでもある、例えば、割礼も
やめた方がいいのでしょうか」と、聞いたのでしょう。
それについてイエスは、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されてから、母親から
生まれるでしょうに」と、ウィットを交えて回答しています。自然に生まれ、自然に
育つのが一番良いのだと、現在では当たり前のことを、イエスはその時言っているわ
けです。
この割礼の話だけでなく、イエスは古い風習や迷信や宗教的な儀式について、とても
批判的であったと思われます。特に、ユダヤ教を守っているサドカイ派や、律法学者
について、批判をしています。
つまりイエスほど悟ってしまえば、迷信や風習は、宗教団体を守っている僧侶や神官
などを有利にするための人民へのまやかしだということを見抜いてしまいますから、
それに対しては必ず批判的にならざるを得ないと思います。ただ私が思うに、イエス
は争いを好んでいたわけではないと思うので、他の宗教団体に対するあからさまな批
判や、なにか行動に移すという事は、基本的には慎んでいたと思います。
ただし弟子に対しては、弟子達からの質問もありますから、迷信等についての考え方
は示していたと思います。

ついでに迷信について説明すると、マインドは自分と自分の主人を守るのが仕事です
から、危険な情報があるとそれを覚えて自分のものとします。例えば、「これは天狗茸
という毒キノコで、食べると死んでしまう」と教えられれば、それが本当に毒がある
のかどうかを確かめる事はなく、生涯、天狗茸を食べる事は、やめてしまいます。こ
れは合理的に自分の生命を守ろうとしていることで悪いことではありません。それと
同じように、「神様に捧げ物をしないと将来地獄に落ちる」と言われると、それを確か

めることもなく、生涯その呪縛から逃れる事は普通ありません。
マインドは実は、概念の世界にしか生きていませんから、実在の本当の事も、想像上
のまやかしも、マインドにとっては同じように危険な事なわけです。ですから、科学
的に考えるとそれは迷信であると分かっていても、なかなか、迷信だと断言できない
わけです。そのマインドの弱さをついて、悪徳商人や、悪徳宗教家や、悪徳預言者が
出てくるわけです。イエスはそれらに対して、自分の弟子達を守るために、それらは
迷信であるということを何度も話していたと思われます。
でもなかなか弟子達が納得しないので、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されて
から、母親から生まれるでしょうに」と笑いながら言ったのかもしれません。

さてこのあたりで、他の預言者や指導者達へ向いていた弟子達の意識が、やっとイエ
スの方に向いてきたので、イエスはまた、修行のポイントについて弟子達に話し始め
ます。

………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
これはよく似た言い回しが、共観福音書にも出てきます。 一番似ている並行箇所とし
ては、下記があります。これはイエスの根本の教えの一つですからどこにも出てくる
わけです。

【ルカ　6:20-21】
イエスは目を上げ弟子たちを見て言われた。「貧しい人々は、幸いである、神の国はあ
なたがたのものである。今飢えている人々は、幸いである、あなたがたは満たされる。
今泣いている人々は、幸いである、あなたがたは笑うようになる。」

共観福音書に出てくる言い回しは、どれも同じパターンです。言っていることは、今
不幸な気分があれば、それと真逆の方向の幸福になれますよということです。とても
変な言い回しに聞こえますが、これは短絡しているので変に聞こえるわけです。もっ

と丁寧に、説明を長くして言えば次のようになります。
「今は不幸だという気分に気が付いたのであれば、それはとてもラッキーなことだ。
なぜなら、不幸な気分に気が付いたので、それを解消する手立てさえ分かれば、その
不幸な気分を解消できる。そしてそれを解消できれば、その不幸な気分の逆方向の気
分、つまり、幸福な気分になれる」というわけです。
このように言える前提は、どのような不幸な気分も、それは単にマインドが作り出し
ているのであり、そのマインドの動き方を逆方向にすれば、即座にハッピーな気分に
なれる、しかも、それが容易に出来るというわけです。
イエスに言わせれば、その逆方向に向けるやり方は、とても簡単であり、それさえ習
得できれば良いわけですから、結局「不幸な気分に気が付いたら、すぐに幸福になれ
るよ」ということになります。
「貧しいなぁ。嫌だなぁ。と気が付いたら、ラッキーですよ。思い方を変えれば、すぐに、
ああ、そうだ。私はどんなに満たされ、どんなに恩恵にあずかっていて、どんなに豊
かなことだろうか。なんと、幸せなことか。素晴らしい。嬉しいなぁという気分にな
ることができますよ」ということです。
それを、短絡して言うと「貧しいものは幸いなり、天国は汝のものなり」となるわけ
です。

さて、これを「愛と欲の８要素表」で言えば、マインドは普通、get, hold, compare, 
more, という欲の方向に回転していますが、これを愛の方向give, drop, accept, 
enough, に回転させれば気分はすぐに幸福になるというわけです。
貧しい貧しいと思っている人が、お金持ちになって、そしてお金持ちになると幸福に
なれると普通の人は考えますが、イエスが言っているのはそうではありません。貧し
い貧しいと不幸な気持ちでいる自分に気が付いたらそれは、マインドが、そのように
他との比較をして、自分の基準で判断して、貧しいという不幸感を出しているのです
から、その不幸に思う考え方の仕組みさえ変えれば、貧しい、不幸だという気分は消
えます。すると途端に、ハッピーになりますよというわけです。
何かが不満だなどと悪い気分になっていることに気が付けば、そう考えているマイン
ドの向きを反対向きに変えるということです。すると、その悪い気分から、直ちに抜
けることができる。しかも悪い気分から抜けると人間はもともと、大幸福が根底にあ
りますから、すぐに良い気分になるということです。
イエスの言っているポイントをもう一度、一言で言えば「悪い気分に気が付いたらラッ

キーだ」ということです。
普通、悪い気分に浸って、それをどうしようこうしようとその悪い気分の原因になっ
た外部の諸事情を変更や修正しようとそちらばかり考えますが、そうではなくて、内
側に向かうということです。

イエスは多分このことを、何度も何度も言葉を変えて、場所を変えて弟子達に教えて
いたのだと思います。それでどの福音書にもこの言葉は残っています。
こうなれば幸せになれる、というのを人間は幼児の頃から、自分の経験や親の教育な
どによって学習して覚えていきます。それらが判断基準となっているわけです。その
判断基準を自分に押し当てて判断していますから、これはまだ満足できないから不満
だとか、これはまだ貧しいとか、これは心配だとか、色々なそのような思考になるわ
けです。欲が満たされていないから、不幸な気分になっているわけですから、欲を満
たせば幸福な気分になるだろうというのが普通の発想です。

イエスの言っているのは、そうではありません。欲から愛の方向に、マインドの向き
そのものを変える工夫です。判断基準を変えると言ってもいいです。「コップに水が半
分しかない」という思い方を、「コップに水が半分もあって、ありがたい」という思い
方に変えるわけです。
でも、多くの親は自分の子供の成長を願って、「コップに水が半分もあると思ってはい
けない、半分しかないのだから、頑張ってもう少し水を獲得しなければならないよ」
と教えます。
すなわち、「もっと認められなければならない」「もっと上位に上がらなくてはいけな
い」「もっと勉強しなくてはいけない」「もっとお金を稼がなければいけない」「もっと
我慢強くならなければならない」「もっと真剣にならなくてはいけない」等々と、親も
教えますし、先生も教えますし、自分も納得してそのように学習していきます。

でも、イエスのこの「切り返しの技」を使うには、それらの思い込みや行動指針を変
える必要があるわけですから、それがもし堅固に持たれていると、なかなかこの技が
使えません。なぜ、堅固に持たれているのかといえば、それは幼い時に、親から叱ら
れたとか、叱咤激励されたとか、折檻を受けたとか、そのようないわゆる「教育」が
深く染みついているからです。そのような否定型の教育だけでなく、何かが出来たら
誉められたとか、泣くのを我慢したらご褒美に飴を貰えたとか、肯定型の教育もあり

ますが、それも同じことです。つまり自分を守って育ててくれた、強い親がしっかりと、
それらのプログラムを守っているので、その心象の親の手を振り払わなければ、それ
らを抜くことがなかなか難しいわけです。
ですから、このイエスの技を使うには、親から受けたそのような「教育的」呪縛から、
逃れる必要が、まずあるというわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「親の教育的呪縛から、逃れられなければ、判断基準はなかなか変わりませんね」
「そうだね。親は子供によかれと思って、そのような教育を普通する。そして、それ
はある程度は良いことだ。でも、子供は、それによって、自分を縛ってしまう。呪縛
してしまう。特に幼い時に覚えたことは、大人になると、まるで、サイズが小さくなっ
た鎧兜のようなものだ」
「なるほど。小さい時はそれで自分を守れたけれど、今となっては、窮屈で逆に、自
分を苦しめているようなものですね」
「そうだ。だから、その不要になった鎧兜を脱ぐ必要がある。でも、それは、親が子
供に対して、外は危険がいっぱいだ。外は危険な敵ばかりだ。だから、ちゃんと着て
おきなさいと命じたものだ。だから、なかなか脱ぐ勇気がでない」
「じゃぁ、どうすればいいんですか。笑雲先生」
「そう、聞いた弟子がいたのだろうな。イエスの次の言葉は、その説明になっている」
「そうですか、では、次に行きましょう」

………………………………………………………………………………………………………………
(55) Jesus said, "Whoever does not hate his father and his mother cannot become a 
disciple to me. And whoever does not hate his brothers and sisters and take up his cross 
in my way will not be worthy of me."
(55) Jesus said, "Whoever does not hate father and mother cannot be my disciple, and 
whoever does not hate brothers and sisters, and carry the cross as I do, will not be 
worthy of me."
(55)イエスが言った、「その父とその母を憎まない者は、私の弟子であることができな
いであろう。私のように、その兄弟とその姉妹を憎まない者、その十字架を負わない
者は、私にふさわしくないであろう」

………………………………………………………………………………………………………………
イエスは磔になって死ぬことになりましたから、キリスト教は十字架をシンボルにし
ています。十字架を背負うという事は大変なことだ、苦しいことだという事は誰でも
よくわかりますが、イエスが生前に十字架をその譬（たと）えとして使って話をして
いたとは考えられません。ですからこのような言葉が残っているとしても、この部分
はイエスが語った言葉ではないという気がします。
その部分を除いてもう一度読んでみても、これはなかなか難しい文章です。普通常識
的には、親兄弟と仲良くしなさいと言います。しかしイエスは、親兄弟を憎めと言っ
ています。そうでなければ私の弟子ではないと言っています。
イエスのように悟った人が、そして、隣人を愛せよと常々言っている人が、親兄弟を
憎むことができなければ弟子にはなれないよというのは、とても矛盾した話のように
思えます。
ここで言う「私の弟子」という意味は、修行を進めて悟りに向かうということを教え
ていたわけですから、その修行がちゃんとできる人のことでしょう。
つまり、これは修行者に対して言っている言葉で、先程の幼児期から積み重ねてきた
様々なプログラムを見直して抜去するためには、それを守っている「心象の親」を倒
さなければ抜去ができないということです。

インディアンの子供は、小さい時に親から地面に輪を描かれて、その輪の中で遊ぶよ
うに躾られます。なぜなら、親が少し目を離した隙に、子供がどこかに行ってしまっ
ては、獰猛なコヨーテや野獣にやられてしまうからです。最初は子供もその輪を超え
て出て遊びに行くこともあったでしょうが、何度も厳しく躾られると、もう出てはい
けないのだと、しっかりプログラム化されてしまいます。つまり、親が輪を描いて、
この輪から出るなと言えば子供はもう出られないわけです。その子供が成長し、筋骨
隆々の壮年になって、その親がまだ健在で、よぼよぼのおじいさんであっても、その
おじいさんが輪を描いて息子に出るなと言えば、大の大人がやはり輪から出られない
のだそうです。

このように親の影響が分かりやすいものもありますが、「認められなくてはいけない」
とか「お金持ちでなければ馬鹿にされる」とか様々な、自分はそういう考えを持って
いることが間違いだとはちっとも思っていないようなことまで、実は親の躾や教育が、
深く影響しています。

そのようなプログラムを抜去するためには、そのプログラムを据え付けさせた親をま
ず先に除去しなければならないわけです。しかし、普通子供は親を尊敬していますし、
恐れ敬ってもいます。ですからまずそこを変えなければプログラムは抜去できません。
それでイエスはまず、親を尊敬するのをやめなさいと言ったわけです。尊敬するのを
やめるくらいではプログラムは抜去できませんから、こんな親の言うことなんかもう
聞くもんかというくらいにならなければなりません。つまり親を憎むというところぐ
らいまで、親と自分との位置取りを変化させないといけないわけです。
またその頃は今と違って兄弟の数も多く、一番年長の兄などは親と同じような影響力
を持っていたのだろうと思います。そのような兄からも、たくさんのプログラムを作
ることになっていると思いますので、イエスは親だけでなく兄弟についても、その位
置取りを変えなければ、それらのプログラムを抜く事はできないと言っているわけで
す。

さて位置取りを変えると言っても具体的には、一体どうするのかを、ついでにお話し
します。
「自分は弱くて守って欲しい」という状況でプログラムが出来ていますから、「自分は
強くて守ってもらう必要がない」という認識になれば抜きやすいわけです。子供から
見ると親は圧倒的に強いですが、その親と同等、ないしはそれ以上に自分が今強くなっ
ているということを、はっきりと認識する必要があるわけです。そしてそれを心象の
親に当てはめることが必要です。心の中で昔の親と戦う必要があるということです。
ここでよく間違うのが、実際に今、生きている親に対して、反抗的態度を取ったり文
句を言ったりして、自分が強くなっていることを確認しようとする人がいますが、そ
うする必要はありませんし、そうしても無意味です。また、場合によっては、実際の
親はすでに他界して、いないかもしれません。しかし、心の中ではイメージとして残っ
ているわけです。心象の親として、プログラムを守っているわけです。ですから、実
際の親ではなく、戦う相手は「心象の親」です。心の中にいる自分がイメージしてい
る親です。その親に打ち勝てば良いわけです。すると修行は一気に進みます。親の描
いた地面の輪っかから、自在に飛び出すこともできるようになるわけです。自分を締
め付けていた、幼児の時に入手した小さく固い鎧兜を、やっと脱ぎ捨てることができ
るわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「もしもそのように、多くのプログラムをどんどん抜去していくと、そして最後まで
抜去してしまうと、一体自分とは何になるのですか」
「自分とは、そうだな。肉体と肉体の一部であるマインドを使っている、本来の自分
のことか」
「肉体と肉体の一部であるマインドは本来の自分では無いということですよね」
「そうだね、それはイエスが何度も言っている。死ぬ時には農地をオーナーに返し、
着ている服もオーナーに返す。それは生まれ出た時に借りたものだからだ」
「肉体やマインドは、自分自身だと思っていて、なかなか借りているとは思えません
けど」
「それはそうだ。修行しなければそれはなかなか実感として分からない。でも修行が
進むと、これが実感として分かるようになる。肉体もマインドも借りたものだ。自分
のものではない。自分はその中に仮住まいをしているにすぎない」
「何かイエスが、次でそのようなことを言ってますね」
「そうかい、では次に行こう」
「はい。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(56)Jesus said, "Whoever has come to understand the world has found (only) a corpse, 
and whoever has found a corpse is superior to the world."
(56)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered a carcass, and 
whoever has discovered a carcass, of that person the world is not worthy."
(56)イエスが言った、「この世を知った者は、屍を見出した。そして、屍を見出した者に、
この世はふさわしくない」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、トマス福音書の中に、次のような並行箇所があります。
(80)Jesus said, "He who has recognized the world has found the body, but he who has 
found the body is superior to the world."
(80)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered the body, and 
whoever has discovered the body, of that one the world is not worthy."
(80)イエスが言った、「この世を知った者は、身体を見出した。しかし、身体を見出し
た者に、この世はふさわしくない」

………………………………………………………………………………………………………………
英語では、 body という言葉は、身体という意味もありますが、死体という意味もあり
ます。西洋の言葉は、もともとそうなのでしょう。ですからここは同じことを言って
いると思います。日本語に訳して屍と書くと訳が分からなくなりますが、単にbodyの
ことです。
この世を知った者とは、悟った人というほどの意味でしょう。悟った人は、身体を見
出したというわけです。なんだ、今まで自分と思っていたけどこれは単に「身体」な
んだ、という意味です。次の「身体を見出した者に、この世はふさわしくない」とい
うのは、とても深い意味のある言葉です。
身体を見出した者というのは、悟った人のことです。この世はふさわしくないという
意味は、悟った人は、この世の只中に、 bodyとして生きているのではないということ
です。
このように理解すると、言っている事は簡単で、悟ればこの世に執着や未練はないよ
ということです。執着や未練がなければ、さっさとあの世に行きそうな気がしますが、
実際はそうではありません。逆になります。
せっかく頂いたbodyを粗末にしたり、ぞんざいに扱ったりすることは、逆にできなく
なってきます。そうではなくて、感謝してそれを使えるだけなるべく長く、丁寧に手
入れよく使っていくことになります。なぜなら、魂であることが実感されて分かって
いても、魂だけでは誰ともコンタクトを取れず、遊び戯れることもできません。です
から悟った人は、いままでにも増して、心身のケアが丁寧になってくるわけです。自
分の肉体を良く手入れして、調子良く長持ちさせようとするわけです。借り物である
自分のbodyに感謝して、最大限にケアしようと思うわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「そのように悟るためには、いろいろなプログラムを抜去していって」
「そうだね」
「そして最終的に全部消してしまえば、それが悟りですね」
「ああ、そうだね、悟りには、人によりいろいろ定義があるが、それを悟りと定義し
ても良いと思う。プログラムの一旦全部抜去だ。プログラムの一気抜きとも言う」
「悟るために、そんなにプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちからそんなプログ
ラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとしてもしっかり根付

かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になればなるほど抜く
のが大変になりますから」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたのだろうな。イエスが、丁寧にそれについて、次
の項で答えている」
「そうですか、では、さっそく、次に進みましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(57)Jesus said, "The kingdom of the father is like a man who had good seed. His enemy 
came by night and sowed weeds among the good seed. The man did not allow them to 
pull up the weeds; he said to them, 'I am afraid that you will go intending to pull up the 
weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the weeds 
will be plainly visible, and they will be pulled up and burned."
(57)Jesus said, "The Father's kingdom is like a person who has [good] seed. His enemy 
came during the night and sowed weeds among the good seed. The person did not let 
the workers pull up the weeds, but said to them, 'No, otherwise you might go to pull up 
the weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the 
weeds will be conspicuous, and will be pulled up and burned."
(57)イエスが言った、「父の国は、良い種を持っている人のようなものである。彼の敵
が夜来て、良い種の中に毒麦を蒔いた。その人は彼ら（僕たち）に毒麦を引き抜かせ
なかった。彼は彼らに言った、『お前たちが毒麦を引き抜きに行って、それと一緒に麦
を引き抜かないように。なぜなら、収穫の日に毒麦が現われ出るであろうから。それ
らは引き抜かれ、焼き尽くされるであろう』」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書に、並行箇所があります。

【マタイの福音書、13:24-30】
イエスは、別のたとえを持ち出して言われた。「天の国は次のようにたとえられる。あ
る人が良い種を畑に蒔いた。人々が眠っている間に、敵が来て、麦の中に毒麦を蒔い
て行った。芽が出て、実ってみると、毒麦も現れた。僕たちが主人のところに来て言っ
た。『だんなさま、畑には良い種をお蒔きになったではありませんか。どこから毒麦が
入ったのでしょう。』主人は、『敵の仕業だ』と言った。そこで、僕たちが、『では、行っ
て抜き集めておきましょうか』と言うと、主人は言った。『いや、毒麦を集めるとき、
麦まで一緒に抜くかもしれない。刈り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい。

刈り入れの時、“まず毒麦を集め、焼くために束にし、麦の方は集めて倉に入れなさい”
と、刈り取る者に言いつけよう。』」

ほぼ同じようなことを言っています。ポイントは、毒麦が混じってしまって困るのだ
けれどもどうしようかということについて、そのように毒麦が混じっていても、それ
をすぐには抜かないで刈り入れの時まで放っておきなさいという対応の仕方を話して
います。

先ほど小松茸が聞いたように、トマスがイエスに聞いたのかもしれません。
「イエス様、悟るためにそんなに不要なプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちか
らそんなプログラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとして
もしっかり根付かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になれ
ばなるほど抜くのが大変になりますから」
「なるほど、そうだね。トマス。将来毒になるのが分かっている毒麦も一緒に生えて
きたわけだ」
「そうですよ、イエス様。だから、毒麦に気が付いたら、まだ根がしっかりと根付く
前に抜いてしまった方がいいのではないですか」
「いやいやトマス、それは刈り入れの時まで、放っておきなさい。早く抜く事は無い」
「えっ、イエス様。早く抜いてはいけないのですか」
「そうだね、早く抜いてはいけない。大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば良い
のだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、説明しよう。毒麦も普通の麦も、まだ、実がなる前はあまり見分けがつか
ない。というか毒麦も、幼い頃はそれなりに意味があるプログラムなのだ。例えば子
供が夜一人で暗闇に出向いて行っては危ない」
「そうですね」
「だから親は、子供に暗闇にはオバケが出るから出てはいけないと教える。子供は暗
闇にはオバケが出ると覚えてしまう。しかし大人になって、夜更けに恋人が、狼の遠
吠えか何かを真似して呼び出している時に、暗闇はオバケがいるからと出てきてくれ
なかったら、恋人と会えない。そうだろトマス」
「えっ、私は、狼の遠吠えなんかしてませんよ。フクロウの真似はしましたが」
「あはははは、そうかい」

「はい」

「とにかくだ。それと同じように、親は子供に対して色々と子供のためを思って教育
する。『男の子は泣いてはいけない』とか『嘘をついてはいけない』とか『人に勝たな
ければならない』とか様々なことを教える」
「そうですね。イエス様」
「それは子供にとっては自分を成長させたり自分を守ったり、その時期にとってはと
ても有用な教えでありプログラムだ。しかしそれをそのまま持ち続けていては、いつ
の間にかそのプログラムの奴隷になる。それが行き過ぎたり、他のプログラムと矛盾
したりし始める。するとそれは毒になってくるわけだ。そうなった時に初めて不要な
プログラムということになる。だからそうなった時にそれを抜けば良い」
「なるほど」
「プログラムを抜くというのは自動反応さ
せないことだ。完全にそのプログラムを捨
てるわけでは本当はない。プログラムは持っ
ているが、プログラムを起動させることも
起動させない事も自分の意志で自由自在に
なるということだ。それがプログラムから
自由になるということだ。その修行を諸君
はしているわけだ」
「なるほど分かりました。将来毒麦になる
麦であっても覚えた当初はそれなりに意味があって、当面はそのプログラムも有用で
あるということですね」
「そうだね。トマス。麦が大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば、それで充分間
に合うということだ。それまでは役に立っていたということだ」
「なるほど」
とトマスは深く納得しました。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「トマスは納得したかもしれませんが、私はちょっと疑問です」
「なにが？」

「毒麦だと分かった時に抜けば良いといっても、毒麦だと分からないまま、そのプロ
グラムにそってずっと人生を推し進めている場合もあるのではないですか」
「例えば？」
「例えば、人に認められなければならないと思って一生懸命勉強して、良い大学に入っ
て、大きな会社に入って、さらにまた頑張って認められようと、ずっと頑張っている
場合です」
「なるほど、それで苦しくなければ、それは毒麦ではないし害はない」
「じゃ、苦しくなったりしなければ、毒麦だと気がつかないという事ですか」
「そうだね。苦しくなったら毒麦だと気づくことができる。だから苦しいのをごまか
していたり、苦しいのを我慢し続けていると、病気になったり身体を壊したりするこ
とになりかねない。苦しいということに気がついたらラッキーなわけだ。その毒麦を
抜いてしまえば済むことだ」
「それじゃ出世できなくなりますよ」
「それじゃ聞くけど、その人は何のために出世しようとしているの？」
「それは幸せになるためですよ」
「でも、さらに無理に出世しようとすると苦しいわけだろう。身体を壊すかもしれな
い。だったら何をしてるのかわからないよね。それが毒麦だというわけだ。自動反応
になっていてそれに気がつかないわけだ」
「なるほど。ちょうど次にそのようなイエスの言葉がありますね」
「そうかい、では次に行こう」

………………………………………………………………………………………………………………
(58)Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58)Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."
(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスは実は、(54)番によく似ています。
………………………………………………………………………………………………………………
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
しかし、ここでまた同じような文章が出てきたのには、それなりの理由があります。

つまり、毒麦の話の後に出てきたわけですから、ここでは、新たに、「毒麦に苦しんだ
人は幸いである」と言いたかったのだと思います。そしてさらにここでは、彼は命を
見出したと続いています。
毒麦に苦しんで毒麦を抜いた人は、命を見出した、つまり、悟れたということです。

「じゃあ、イエス様」
「なんだい、トマス」
「毒麦に苦しまなかったら、悟れないってことですか」
「毒麦に苦しむことになったら、それを抜こうという工夫や努力ができる。そしてそ
れができれば、毒麦も麦も単に農地の上に生い茂っていたものだと分かる。そしてそ
れが分かればその農地を返すことも簡単だ。また自分の服を脱いで返すことも容易に
なってくる。だから毒麦に苦しむことになるという事はラッキーなことだ」
「じゃあ、イエス様、毒麦に苦しまないで、どんどん領土を広げたり、どんどん支配
欲を増やしたり、財産を増やしたりしていると、どうなるのですか。それでもいいの
ですか」
「それは本人の自由だから、とやかくは言わない。でもいずれ誰でも死ぬ時は来る。
その時に、悟っていなければ慌てふためくことになる。それまでに悟っていなければ、
生きている間中、死はいつもずっと怖いものになる。それだけの違いだ」
「それだけの違いって、それってとても大きいですよ。イエス様。領土も財産もそん
なに欲しくはありませんが、その安心が欲しいです」
「そうかい。それは、修行すれば誰でも手に入る」
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「修行すれば、誰でも手に入ると言われても…」
「じゃあ、言い直そう。修行しなければ、誰も手にすることはできない」
「はい。それは分かりますが。修行しても手に入らない気がしますけど」
「そう思っているから、まともな修行になっていないのだ。生きているうちにもっと、
しっかり、修行せい。死んでからでは修行はできんぞ」
「ああ、なるほど。イエスが次にそう言ったのでしょうかね」
「おや、そうかい」

………………………………………………………………………………………………………………
(59)Jesus said, "Take heed of the living one while you are alive, lest you die and seek to 
see him and be unable to do so."
(59)Jesus said, "Look to the living one as long as you live, otherwise you might die and 
then try to see the living one, and you will be unable to see."
(59)イエスが言った、「あなたがたが生きている間に、生ける者を注視しなさい。あな
たがたが死なないように。そして、あなたがたが彼を見ようとしても、見ることがで
きないであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これだけを読むと何を言ってるのかはよく分かりませんね。
少し補って読むとよくわかります。全文を書くと次のようになります。
「あなたがたが生きている間に、しっかり修行して、本当の存在、本当に生きる者を、
発見し、それを注視しなさい。そうすると、あなたがたは、この宇宙に存在している
魂そのものであると理解できて、自分が圧倒的な存在であることが分かります。そう
すると、あなたがたは、自分が死ぬ時に自分が消滅するのではないかという恐怖を抱
く事はなくなります。しかし、よく言っておきますが、修行は生きてるうちにしてく
ださい。死んでしまってからでは修行ができません。修行もせずに、悟りもせずに、
死んでしまうと、もう二度と、あなたがたはあなたがた自身に会うこともできません。
ですから生きているうちにしっかり修行して、生きているうちに悟ってください」
これが、次第に省略されて、結局、この項のような文章として残っているのでしょう。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、修行しろ、修行しろとウルサイですね」
「あはははは、ウルサイ？　まぁ、そうだね。小松茸に言うことはこれしかない」
「なんですか？」
「修行しなさいだ。修行の仕組みも、修行のやり方も、修行の意義も、修行の大切さも、
みんな分かっているのに、修行をしないのであれば、言うことはこれしかない。修行
しなさいだ」
「イエスも、相当、手こずったようですね。死ぬ前までにとにかく、修行しろと言っ
てますね」
「そうだね。さらに、その例え話までして、弟子に修行を促している。まったく。言っ

ても言っても、修行しない弟子がいたんだなぁ、昔も」
「今も、ですか？」
………………………………………………………………………………………………………………
(60)They saw a Samaritan carrying a lamb on his way to Judea. He said to his disciples, 
"That man is round about the lamb."
They said to him, "So that he may kill it and eat it."
He said to them, "While it is alive, he will not eat it, but only when he has killed it and it 
has become a corpse."
They said to him, "He cannot do so otherwise."
He said to them, "You too, look for a place for yourself within repose, lest you become a 
corpse and be eaten."
(60) He saw a Samaritan carrying a lamb and going to Judea. He said to his disciples, 
"that person ... around the lamb." They said to him, "So that he may kill it and eat it." He 
said to them, "He will not eat it while it is alive, but only after he has killed it and it has 
become a carcass."
They said, "Otherwise he can't do it."
He said to them, "So also with you, seek for yourselves a place for rest, or you might 
become a carcass and be eaten."
(60)彼らが、子羊を伴ってユダヤへ向かう一人のサマリア人を見た。彼（イエス）が
彼の弟子たちに言った、「あの者は子羊の傍にいる」。彼らが彼に言った、「彼はそれを
殺して食べようとしているのです」。彼らが彼に言った、「それが生きている間は、彼
はそれを食べないであろう。しかし、彼がそれを殺し、それが屍になったときに、（彼
はそれを食べるであろう）」。
彼らが言った、「彼は他の仕方でそうすることはできないでしょう」。彼が彼らに言っ
た、「あなたがたが屍になって食われないように、あなたがたも自分のために安息のう
ちに場所を求めなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスが弟子達に口を酸っぱくして「修行しなければ悟れませんよ」と説いています
が、弟子達は何度も聞かされているので、慣れっこになってしまい、なかなか真剣に
修行に励まなかったのでしょう。その時、ちょうど子羊を連れたサマリア人の一行が
通ったので、イエスはそれを見て弟子達に言いました。

「あの者は子羊の傍にいるが、なぜだい、トマス」
「イエス様、彼はあの仔羊を殺して食べようとしているのです」
「そうか。で、いつ食べるのだ」
「ですから、彼がそれを殺し、それが屍になったときにです。仔羊が生きている間は
食べません」
「ほう、そうか。生きている間は食べないのか」
「そうです。食べられません。死んでからです。生きているうちに食べるのは無理です。
死んだら食べることができます。イエス様、当り前のことをわざわざ聞かないでくだ
さい」
「それと同じだ。トマス。いいかい、だから生きているうちに修行しなければ、死ん
でからでは食べられてしまうよ」
「えっ、あっ、はい。生きているうちに修行ですね。イエス様」
「生きているうちに悟って、安息の場所を確保しておかないと、死んでからでは無理
だよ。無理」
「はい。イエス様」
と、少しは、修行を真剣にする気持ちになったかもしれませんね。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「今も昔も、なかなか修行しない弟子がいると、苦労しますね」
「そうだね。でも、苦労と言っても、イエスのように自分が悟ってしまったら、人生
でそれしかする事は残っていない。だからそれができる間はそれを愛を持って、楽し
みながらただ単にひたすらにするということだ」
「でも笑雲先生、イエスはなんか弟子達を脅しているようですけど」
「そうではなくて、たぶん笑いながらユーモアを交えて話していたのだと思うよ。『ほ
らほら、だから、喰われちゃう前に、修行して早く悟った方がいいよ。あはははは』
とかね」
「そうですね。そんな感じですね。次の会話もきっと、笑いが溢れていたんでしょうね」
「おや、そうかい。では、次に行こう」
「はい」

（次号につづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけ
を記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あります
が、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが
多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」と仮
定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、その第
９回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
………………………………………………………………………………………………………………
(51) His disciples said to him, "When will the repose of the dead come about, and when 
will the new world come?"
He said to them, "What you look forward to has already come, but you do not recognize 
it."
(51) His disciples said to him, "When will the rest for the dead take place, and when will 
the new world come?"
He said to them, "What you are looking forward to has come, but you don't know it."
(51)彼の弟子たちが彼に言った、「どの日に死人の安息が入り来たり、どの日に新しい
世が来のでしょう」。彼が彼らに言った、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。
しかし、あなたがたはそれを知らない」
………………………………………………………………………………………………………………
この項は、前項の続きです。前項では、悟ると、言葉にはなりませんが感覚として「ああ、
私は宇宙だ」「私は、全てだ」「ああ、宇宙の果てまで私だ」というような感覚になる
と言いました。
「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がってしまった
状態の体験です。
「無我」とか、「無私」とか、言われるものです。とにかく、そのように、今までの普
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通の感覚とまったく違う感覚になります。無我とか無私は言葉を変えれば、それは「自
分」が居ない事ですから、「自分」は「死んでいる」のと、ある意味同じです。自分が
居ませんから、他と争うことも何もありませんし、恐れることも何もありません。全
くの平穏になります。つまり、死人の安息というのは、死んだほどの静かな安息とい
う意味です。

弟子達がイエスに、「そのようなものすごい平穏、安寧になるにはどうすればいいので
しょう。どうやったらそのような時が来るのでしょう。いつそうなるのでしょう」と
聞きました。
するとイエスは、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。しかし、あなたがた
はそれを知らない」と答えています。
どこか遠くにそのような世界があるのではなく、それはもう身近に来ている。もう、
すでに自分の中にそれを要素として持っている。つまり、もうすでにやって来ている。
でも、残念ながら諸君はそれを知らないだけだと言っています。やって来たわけでは
なく、そもそも元々自分は持っているということです。

それはそうです。「本来の自分」を覆っているものを取り去れば、それはそこにあるわ
けです。「本来の自分」を覆っているものとは、たくさんの記憶や学習から作成された
プログラム群です。プログラムというのは一種の行動指針です。もっと根源的には、
自我に対する概念や、肉体に対する概念も含みます。それらの蓋いを全部取り去れば、
「自分」も「自分の命」という概念も無くなるわけですから、そこはいわば、「生の無
い世界」、「死の世界」でもあります。でも、「本来の自分」はそこに存在している。消
えてなくなるわけではありません。ですから、完全なる平穏がそこにはあります。完
全なる安寧や至福がそこにはあります。マインドから見れば、死の世界のように思え
ますが、「死は無いこと」が分かる世界でもあります。死をも超えた世界です。「新し
い世界」とイエスの弟子達は言っています。その世界です。
「それはいつ来るのですか」と、弟子が聞いたので、イエスは「もう来ているけれども、
諸君が気がつかないだけだ」と言っているわけです。
イエスにとってみれば、「本来の自分」こそが、命のあるもので、マインドや肉体は、
単なる乗り物でしかありません。イエスにとってみれば、マインドや肉体を自分自身
だと思っている人は、まるで死んだ人のようなものです。獅子に喰われた人間は不幸
であるという言い方と同じで、獅子を自分だと思っていては、その世界に入れません。

いくら知識があっても、いくら悟り方を知っていても、それを語っているのが獅子で
あればそれは無意味です。そうではなくて「本来の自分」に向けて進むべきです。「本
来の自分」が、言葉ではない言葉で語っていることに耳を傾けるべきです。それは微
かに聞こえているはずです。ですから、それを覆っている蓋いをどんどん取り去って、
つまり、そこに進むのを邪魔している障害をどんどん取り去って、「本来の自分」に進
んでいくことが大切です。
………………………………………………………………………………………………………………
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets spoke in Israel, and all of them 
spoke in you."
He said to them, "You have omitted the one living in your presence and have spoken 
(only) of the dead."
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets have spoken in Israel, and they all 
spoke of you."
He said to them, "You have disregarded the living one who is in your presence, and have 
spoken of the dead."
(52)彼の弟子たちが彼に言った、「２４人の予言者たちがイスラエルで語りました。そ
して、彼らはみなあなたにあって語りました」。彼が彼らに言った、「あなたがたはあ
なたがたの面前で生きている者を捨て去り、死人たちを語った」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスと、イエスの弟子達は、イエスが教えを説き始めた最初の頃は、他の預言者や
指導者と面談したり、議論を闘わせたりしていたのだろうと思います。また他の預言
者や指導者も、イエスがどんなことを語っているのかを知りたくて、接触の機会も多々
あっただろうと思われます。２４人の預言者とありますが、１２や２４はその頃の１
２進法の区切りですから、ただ、単に「たくさんの」という意味です。２４人に意味
があるわけではありません。という事は、余談ですが、イエスの弟子は１２人と言わ
れていますけれど、それも深い意味があるわけではないのではないかと思います。
さて、そのように割と多くの人と、瞑想や修行についての議論を戦わせていたのだと
思います。それで弟子達も他の預言者や指導者に、質問などもしたことでしょう。そ
してイエスに対して、あの預言者はこんなことを言っていますが本当ですかとか、こ
の指導者はこのように指導していますが良い方法でしょうかなどと質問したのだと思
います。
それに対してイエスは、「あなたがたは、あなたがたの面前で生きている者を捨て去り、

死人たちを語った」と答えています。その意味は「せっかくあなたがたの面前に、悟っ
た私がいるのに、どうして悟ってない人にいろいろと話を聞くのだい」という意味で
す。「悟った人が面前にいるのに、死んだような人とあれこれ話して、いったいなんに
なる？」と言ったのかもしれません。

………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは悟っているから、自分が悟っていると、自分で分かるでしょうけど、弟子
は悟っていないのですから、面前のイエスが悟っているかどうか、分からないのじゃ
ないですか。ですから、あちこちの先生に、いろいろな質問をしたんじゃないですか」
「まぁ、そうだね。だから、ちょっとイエスが、イライラしているわけだ」
「えっ、どうして、イエスがイライラしていると分かるんですか。笑雲先生」
「『死んだような人と話して、なんになる』と、イエスが言ってるからね。まあ、本心
だと思う」
「ああ、じゃぁ、笑雲先生も、小松茸を見ているとイライラするでしょうね」
「そうだね。修行しないから、イライラする。でもそのイライラは、同じ行動エネルギー
だ。教えるためにそのエネルギーを使うように変更すれば良いわけだ」
「どう変更するのですか」
「ここではまず、弟子達が、２４人の預言者から聞いた迷信や、風習や思い込みから、
まずは、脱却させなければならない。その指導に向かう」
「なるほど」
「古い預言者が大切に守っているのは、古い掟やルールだ。迷信や言い伝えだ。まず
それらから自由になることだ。本来の意味や意図をしっかり理解して、もしそれが、
合理的、実際的に正しければそうするし、そうでなければ捨てることだ」
「そう言えば、次の項に、笑雲先生、古い掟を捨てる話が出てきます」
「そうかい。では、さっそく次に行ってみよう」

………………………………………………………………………………………………………………
(53) His disciples said to him, "Is circumcision beneficial or not?"
He said to them, "If it were beneficial, their father would beget them already 
circumcised from their mother."

(53) His disciples said to him, "Is circumcision useful or not?"
He said to them, "If it were useful, their father would produce children already 
circumcised from their mother."
(53)彼の弟子たちが彼に言った、「割礼は役に立つでしょうか。役に立たないでしょう
か」。彼らが彼に言った、「それが役に立つなら、彼ら（子供たち）の父が彼らを彼ら
の母（の胎）から割礼をして生んだであろうに」
………………………………………………………………………………………………………………
ユダヤの割礼の風習等については、私はよく知りませんが、ユダヤ教の習慣、決まり
のようです。イエスの弟子達は、他の預言者や指導者達の話を、イエスがことごとく
否定するので、「それでは、ユダヤ人のアイデンティティーでもある、例えば、割礼も
やめた方がいいのでしょうか」と、聞いたのでしょう。
それについてイエスは、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されてから、母親から
生まれるでしょうに」と、ウィットを交えて回答しています。自然に生まれ、自然に
育つのが一番良いのだと、現在では当たり前のことを、イエスはその時言っているわ
けです。
この割礼の話だけでなく、イエスは古い風習や迷信や宗教的な儀式について、とても
批判的であったと思われます。特に、ユダヤ教を守っているサドカイ派や、律法学者
について、批判をしています。
つまりイエスほど悟ってしまえば、迷信や風習は、宗教団体を守っている僧侶や神官
などを有利にするための人民へのまやかしだということを見抜いてしまいますから、
それに対しては必ず批判的にならざるを得ないと思います。ただ私が思うに、イエス
は争いを好んでいたわけではないと思うので、他の宗教団体に対するあからさまな批
判や、なにか行動に移すという事は、基本的には慎んでいたと思います。
ただし弟子に対しては、弟子達からの質問もありますから、迷信等についての考え方
は示していたと思います。

ついでに迷信について説明すると、マインドは自分と自分の主人を守るのが仕事です
から、危険な情報があるとそれを覚えて自分のものとします。例えば、「これは天狗茸
という毒キノコで、食べると死んでしまう」と教えられれば、それが本当に毒がある
のかどうかを確かめる事はなく、生涯、天狗茸を食べる事は、やめてしまいます。こ
れは合理的に自分の生命を守ろうとしていることで悪いことではありません。それと
同じように、「神様に捧げ物をしないと将来地獄に落ちる」と言われると、それを確か

めることもなく、生涯その呪縛から逃れる事は普通ありません。
マインドは実は、概念の世界にしか生きていませんから、実在の本当の事も、想像上
のまやかしも、マインドにとっては同じように危険な事なわけです。ですから、科学
的に考えるとそれは迷信であると分かっていても、なかなか、迷信だと断言できない
わけです。そのマインドの弱さをついて、悪徳商人や、悪徳宗教家や、悪徳預言者が
出てくるわけです。イエスはそれらに対して、自分の弟子達を守るために、それらは
迷信であるということを何度も話していたと思われます。
でもなかなか弟子達が納得しないので、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されて
から、母親から生まれるでしょうに」と笑いながら言ったのかもしれません。

さてこのあたりで、他の預言者や指導者達へ向いていた弟子達の意識が、やっとイエ
スの方に向いてきたので、イエスはまた、修行のポイントについて弟子達に話し始め
ます。

………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
これはよく似た言い回しが、共観福音書にも出てきます。 一番似ている並行箇所とし
ては、下記があります。これはイエスの根本の教えの一つですからどこにも出てくる
わけです。

【ルカ　6:20-21】
イエスは目を上げ弟子たちを見て言われた。「貧しい人々は、幸いである、神の国はあ
なたがたのものである。今飢えている人々は、幸いである、あなたがたは満たされる。
今泣いている人々は、幸いである、あなたがたは笑うようになる。」

共観福音書に出てくる言い回しは、どれも同じパターンです。言っていることは、今
不幸な気分があれば、それと真逆の方向の幸福になれますよということです。とても
変な言い回しに聞こえますが、これは短絡しているので変に聞こえるわけです。もっ

と丁寧に、説明を長くして言えば次のようになります。
「今は不幸だという気分に気が付いたのであれば、それはとてもラッキーなことだ。
なぜなら、不幸な気分に気が付いたので、それを解消する手立てさえ分かれば、その
不幸な気分を解消できる。そしてそれを解消できれば、その不幸な気分の逆方向の気
分、つまり、幸福な気分になれる」というわけです。
このように言える前提は、どのような不幸な気分も、それは単にマインドが作り出し
ているのであり、そのマインドの動き方を逆方向にすれば、即座にハッピーな気分に
なれる、しかも、それが容易に出来るというわけです。
イエスに言わせれば、その逆方向に向けるやり方は、とても簡単であり、それさえ習
得できれば良いわけですから、結局「不幸な気分に気が付いたら、すぐに幸福になれ
るよ」ということになります。
「貧しいなぁ。嫌だなぁ。と気が付いたら、ラッキーですよ。思い方を変えれば、すぐに、
ああ、そうだ。私はどんなに満たされ、どんなに恩恵にあずかっていて、どんなに豊
かなことだろうか。なんと、幸せなことか。素晴らしい。嬉しいなぁという気分にな
ることができますよ」ということです。
それを、短絡して言うと「貧しいものは幸いなり、天国は汝のものなり」となるわけ
です。

さて、これを「愛と欲の８要素表」で言えば、マインドは普通、get, hold, compare, 
more, という欲の方向に回転していますが、これを愛の方向give, drop, accept, 
enough, に回転させれば気分はすぐに幸福になるというわけです。
貧しい貧しいと思っている人が、お金持ちになって、そしてお金持ちになると幸福に
なれると普通の人は考えますが、イエスが言っているのはそうではありません。貧し
い貧しいと不幸な気持ちでいる自分に気が付いたらそれは、マインドが、そのように
他との比較をして、自分の基準で判断して、貧しいという不幸感を出しているのです
から、その不幸に思う考え方の仕組みさえ変えれば、貧しい、不幸だという気分は消
えます。すると途端に、ハッピーになりますよというわけです。
何かが不満だなどと悪い気分になっていることに気が付けば、そう考えているマイン
ドの向きを反対向きに変えるということです。すると、その悪い気分から、直ちに抜
けることができる。しかも悪い気分から抜けると人間はもともと、大幸福が根底にあ
りますから、すぐに良い気分になるということです。
イエスの言っているポイントをもう一度、一言で言えば「悪い気分に気が付いたらラッ

キーだ」ということです。
普通、悪い気分に浸って、それをどうしようこうしようとその悪い気分の原因になっ
た外部の諸事情を変更や修正しようとそちらばかり考えますが、そうではなくて、内
側に向かうということです。

イエスは多分このことを、何度も何度も言葉を変えて、場所を変えて弟子達に教えて
いたのだと思います。それでどの福音書にもこの言葉は残っています。
こうなれば幸せになれる、というのを人間は幼児の頃から、自分の経験や親の教育な
どによって学習して覚えていきます。それらが判断基準となっているわけです。その
判断基準を自分に押し当てて判断していますから、これはまだ満足できないから不満
だとか、これはまだ貧しいとか、これは心配だとか、色々なそのような思考になるわ
けです。欲が満たされていないから、不幸な気分になっているわけですから、欲を満
たせば幸福な気分になるだろうというのが普通の発想です。

イエスの言っているのは、そうではありません。欲から愛の方向に、マインドの向き
そのものを変える工夫です。判断基準を変えると言ってもいいです。「コップに水が半
分しかない」という思い方を、「コップに水が半分もあって、ありがたい」という思い
方に変えるわけです。
でも、多くの親は自分の子供の成長を願って、「コップに水が半分もあると思ってはい
けない、半分しかないのだから、頑張ってもう少し水を獲得しなければならないよ」
と教えます。
すなわち、「もっと認められなければならない」「もっと上位に上がらなくてはいけな
い」「もっと勉強しなくてはいけない」「もっとお金を稼がなければいけない」「もっと
我慢強くならなければならない」「もっと真剣にならなくてはいけない」等々と、親も
教えますし、先生も教えますし、自分も納得してそのように学習していきます。

でも、イエスのこの「切り返しの技」を使うには、それらの思い込みや行動指針を変
える必要があるわけですから、それがもし堅固に持たれていると、なかなかこの技が
使えません。なぜ、堅固に持たれているのかといえば、それは幼い時に、親から叱ら
れたとか、叱咤激励されたとか、折檻を受けたとか、そのようないわゆる「教育」が
深く染みついているからです。そのような否定型の教育だけでなく、何かが出来たら
誉められたとか、泣くのを我慢したらご褒美に飴を貰えたとか、肯定型の教育もあり

ますが、それも同じことです。つまり自分を守って育ててくれた、強い親がしっかりと、
それらのプログラムを守っているので、その心象の親の手を振り払わなければ、それ
らを抜くことがなかなか難しいわけです。
ですから、このイエスの技を使うには、親から受けたそのような「教育的」呪縛から、
逃れる必要が、まずあるというわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「親の教育的呪縛から、逃れられなければ、判断基準はなかなか変わりませんね」
「そうだね。親は子供によかれと思って、そのような教育を普通する。そして、それ
はある程度は良いことだ。でも、子供は、それによって、自分を縛ってしまう。呪縛
してしまう。特に幼い時に覚えたことは、大人になると、まるで、サイズが小さくなっ
た鎧兜のようなものだ」
「なるほど。小さい時はそれで自分を守れたけれど、今となっては、窮屈で逆に、自
分を苦しめているようなものですね」
「そうだ。だから、その不要になった鎧兜を脱ぐ必要がある。でも、それは、親が子
供に対して、外は危険がいっぱいだ。外は危険な敵ばかりだ。だから、ちゃんと着て
おきなさいと命じたものだ。だから、なかなか脱ぐ勇気がでない」
「じゃぁ、どうすればいいんですか。笑雲先生」
「そう、聞いた弟子がいたのだろうな。イエスの次の言葉は、その説明になっている」
「そうですか、では、次に行きましょう」

………………………………………………………………………………………………………………
(55) Jesus said, "Whoever does not hate his father and his mother cannot become a 
disciple to me. And whoever does not hate his brothers and sisters and take up his cross 
in my way will not be worthy of me."
(55) Jesus said, "Whoever does not hate father and mother cannot be my disciple, and 
whoever does not hate brothers and sisters, and carry the cross as I do, will not be 
worthy of me."
(55)イエスが言った、「その父とその母を憎まない者は、私の弟子であることができな
いであろう。私のように、その兄弟とその姉妹を憎まない者、その十字架を負わない
者は、私にふさわしくないであろう」

………………………………………………………………………………………………………………
イエスは磔になって死ぬことになりましたから、キリスト教は十字架をシンボルにし
ています。十字架を背負うという事は大変なことだ、苦しいことだという事は誰でも
よくわかりますが、イエスが生前に十字架をその譬（たと）えとして使って話をして
いたとは考えられません。ですからこのような言葉が残っているとしても、この部分
はイエスが語った言葉ではないという気がします。
その部分を除いてもう一度読んでみても、これはなかなか難しい文章です。普通常識
的には、親兄弟と仲良くしなさいと言います。しかしイエスは、親兄弟を憎めと言っ
ています。そうでなければ私の弟子ではないと言っています。
イエスのように悟った人が、そして、隣人を愛せよと常々言っている人が、親兄弟を
憎むことができなければ弟子にはなれないよというのは、とても矛盾した話のように
思えます。
ここで言う「私の弟子」という意味は、修行を進めて悟りに向かうということを教え
ていたわけですから、その修行がちゃんとできる人のことでしょう。
つまり、これは修行者に対して言っている言葉で、先程の幼児期から積み重ねてきた
様々なプログラムを見直して抜去するためには、それを守っている「心象の親」を倒
さなければ抜去ができないということです。

インディアンの子供は、小さい時に親から地面に輪を描かれて、その輪の中で遊ぶよ
うに躾られます。なぜなら、親が少し目を離した隙に、子供がどこかに行ってしまっ
ては、獰猛なコヨーテや野獣にやられてしまうからです。最初は子供もその輪を超え
て出て遊びに行くこともあったでしょうが、何度も厳しく躾られると、もう出てはい
けないのだと、しっかりプログラム化されてしまいます。つまり、親が輪を描いて、
この輪から出るなと言えば子供はもう出られないわけです。その子供が成長し、筋骨
隆々の壮年になって、その親がまだ健在で、よぼよぼのおじいさんであっても、その
おじいさんが輪を描いて息子に出るなと言えば、大の大人がやはり輪から出られない
のだそうです。

このように親の影響が分かりやすいものもありますが、「認められなくてはいけない」
とか「お金持ちでなければ馬鹿にされる」とか様々な、自分はそういう考えを持って
いることが間違いだとはちっとも思っていないようなことまで、実は親の躾や教育が、
深く影響しています。

そのようなプログラムを抜去するためには、そのプログラムを据え付けさせた親をま
ず先に除去しなければならないわけです。しかし、普通子供は親を尊敬していますし、
恐れ敬ってもいます。ですからまずそこを変えなければプログラムは抜去できません。
それでイエスはまず、親を尊敬するのをやめなさいと言ったわけです。尊敬するのを
やめるくらいではプログラムは抜去できませんから、こんな親の言うことなんかもう
聞くもんかというくらいにならなければなりません。つまり親を憎むというところぐ
らいまで、親と自分との位置取りを変化させないといけないわけです。
またその頃は今と違って兄弟の数も多く、一番年長の兄などは親と同じような影響力
を持っていたのだろうと思います。そのような兄からも、たくさんのプログラムを作
ることになっていると思いますので、イエスは親だけでなく兄弟についても、その位
置取りを変えなければ、それらのプログラムを抜く事はできないと言っているわけで
す。

さて位置取りを変えると言っても具体的には、一体どうするのかを、ついでにお話し
します。
「自分は弱くて守って欲しい」という状況でプログラムが出来ていますから、「自分は
強くて守ってもらう必要がない」という認識になれば抜きやすいわけです。子供から
見ると親は圧倒的に強いですが、その親と同等、ないしはそれ以上に自分が今強くなっ
ているということを、はっきりと認識する必要があるわけです。そしてそれを心象の
親に当てはめることが必要です。心の中で昔の親と戦う必要があるということです。
ここでよく間違うのが、実際に今、生きている親に対して、反抗的態度を取ったり文
句を言ったりして、自分が強くなっていることを確認しようとする人がいますが、そ
うする必要はありませんし、そうしても無意味です。また、場合によっては、実際の
親はすでに他界して、いないかもしれません。しかし、心の中ではイメージとして残っ
ているわけです。心象の親として、プログラムを守っているわけです。ですから、実
際の親ではなく、戦う相手は「心象の親」です。心の中にいる自分がイメージしてい
る親です。その親に打ち勝てば良いわけです。すると修行は一気に進みます。親の描
いた地面の輪っかから、自在に飛び出すこともできるようになるわけです。自分を締
め付けていた、幼児の時に入手した小さく固い鎧兜を、やっと脱ぎ捨てることができ
るわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「もしもそのように、多くのプログラムをどんどん抜去していくと、そして最後まで
抜去してしまうと、一体自分とは何になるのですか」
「自分とは、そうだな。肉体と肉体の一部であるマインドを使っている、本来の自分
のことか」
「肉体と肉体の一部であるマインドは本来の自分では無いということですよね」
「そうだね、それはイエスが何度も言っている。死ぬ時には農地をオーナーに返し、
着ている服もオーナーに返す。それは生まれ出た時に借りたものだからだ」
「肉体やマインドは、自分自身だと思っていて、なかなか借りているとは思えません
けど」
「それはそうだ。修行しなければそれはなかなか実感として分からない。でも修行が
進むと、これが実感として分かるようになる。肉体もマインドも借りたものだ。自分
のものではない。自分はその中に仮住まいをしているにすぎない」
「何かイエスが、次でそのようなことを言ってますね」
「そうかい、では次に行こう」
「はい。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(56)Jesus said, "Whoever has come to understand the world has found (only) a corpse, 
and whoever has found a corpse is superior to the world."
(56)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered a carcass, and 
whoever has discovered a carcass, of that person the world is not worthy."
(56)イエスが言った、「この世を知った者は、屍を見出した。そして、屍を見出した者に、
この世はふさわしくない」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、トマス福音書の中に、次のような並行箇所があります。
(80)Jesus said, "He who has recognized the world has found the body, but he who has 
found the body is superior to the world."
(80)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered the body, and 
whoever has discovered the body, of that one the world is not worthy."
(80)イエスが言った、「この世を知った者は、身体を見出した。しかし、身体を見出し
た者に、この世はふさわしくない」

………………………………………………………………………………………………………………
英語では、 body という言葉は、身体という意味もありますが、死体という意味もあり
ます。西洋の言葉は、もともとそうなのでしょう。ですからここは同じことを言って
いると思います。日本語に訳して屍と書くと訳が分からなくなりますが、単にbodyの
ことです。
この世を知った者とは、悟った人というほどの意味でしょう。悟った人は、身体を見
出したというわけです。なんだ、今まで自分と思っていたけどこれは単に「身体」な
んだ、という意味です。次の「身体を見出した者に、この世はふさわしくない」とい
うのは、とても深い意味のある言葉です。
身体を見出した者というのは、悟った人のことです。この世はふさわしくないという
意味は、悟った人は、この世の只中に、 bodyとして生きているのではないということ
です。
このように理解すると、言っている事は簡単で、悟ればこの世に執着や未練はないよ
ということです。執着や未練がなければ、さっさとあの世に行きそうな気がしますが、
実際はそうではありません。逆になります。
せっかく頂いたbodyを粗末にしたり、ぞんざいに扱ったりすることは、逆にできなく
なってきます。そうではなくて、感謝してそれを使えるだけなるべく長く、丁寧に手
入れよく使っていくことになります。なぜなら、魂であることが実感されて分かって
いても、魂だけでは誰ともコンタクトを取れず、遊び戯れることもできません。です
から悟った人は、いままでにも増して、心身のケアが丁寧になってくるわけです。自
分の肉体を良く手入れして、調子良く長持ちさせようとするわけです。借り物である
自分のbodyに感謝して、最大限にケアしようと思うわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「そのように悟るためには、いろいろなプログラムを抜去していって」
「そうだね」
「そして最終的に全部消してしまえば、それが悟りですね」
「ああ、そうだね、悟りには、人によりいろいろ定義があるが、それを悟りと定義し
ても良いと思う。プログラムの一旦全部抜去だ。プログラムの一気抜きとも言う」
「悟るために、そんなにプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちからそんなプログ
ラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとしてもしっかり根付

かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になればなるほど抜く
のが大変になりますから」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたのだろうな。イエスが、丁寧にそれについて、次
の項で答えている」
「そうですか、では、さっそく、次に進みましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(57)Jesus said, "The kingdom of the father is like a man who had good seed. His enemy 
came by night and sowed weeds among the good seed. The man did not allow them to 
pull up the weeds; he said to them, 'I am afraid that you will go intending to pull up the 
weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the weeds 
will be plainly visible, and they will be pulled up and burned."
(57)Jesus said, "The Father's kingdom is like a person who has [good] seed. His enemy 
came during the night and sowed weeds among the good seed. The person did not let 
the workers pull up the weeds, but said to them, 'No, otherwise you might go to pull up 
the weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the 
weeds will be conspicuous, and will be pulled up and burned."
(57)イエスが言った、「父の国は、良い種を持っている人のようなものである。彼の敵
が夜来て、良い種の中に毒麦を蒔いた。その人は彼ら（僕たち）に毒麦を引き抜かせ
なかった。彼は彼らに言った、『お前たちが毒麦を引き抜きに行って、それと一緒に麦
を引き抜かないように。なぜなら、収穫の日に毒麦が現われ出るであろうから。それ
らは引き抜かれ、焼き尽くされるであろう』」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書に、並行箇所があります。

【マタイの福音書、13:24-30】
イエスは、別のたとえを持ち出して言われた。「天の国は次のようにたとえられる。あ
る人が良い種を畑に蒔いた。人々が眠っている間に、敵が来て、麦の中に毒麦を蒔い
て行った。芽が出て、実ってみると、毒麦も現れた。僕たちが主人のところに来て言っ
た。『だんなさま、畑には良い種をお蒔きになったではありませんか。どこから毒麦が
入ったのでしょう。』主人は、『敵の仕業だ』と言った。そこで、僕たちが、『では、行っ
て抜き集めておきましょうか』と言うと、主人は言った。『いや、毒麦を集めるとき、
麦まで一緒に抜くかもしれない。刈り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい。

刈り入れの時、“まず毒麦を集め、焼くために束にし、麦の方は集めて倉に入れなさい”
と、刈り取る者に言いつけよう。』」

ほぼ同じようなことを言っています。ポイントは、毒麦が混じってしまって困るのだ
けれどもどうしようかということについて、そのように毒麦が混じっていても、それ
をすぐには抜かないで刈り入れの時まで放っておきなさいという対応の仕方を話して
います。

先ほど小松茸が聞いたように、トマスがイエスに聞いたのかもしれません。
「イエス様、悟るためにそんなに不要なプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちか
らそんなプログラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとして
もしっかり根付かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になれ
ばなるほど抜くのが大変になりますから」
「なるほど、そうだね。トマス。将来毒になるのが分かっている毒麦も一緒に生えて
きたわけだ」
「そうですよ、イエス様。だから、毒麦に気が付いたら、まだ根がしっかりと根付く
前に抜いてしまった方がいいのではないですか」
「いやいやトマス、それは刈り入れの時まで、放っておきなさい。早く抜く事は無い」
「えっ、イエス様。早く抜いてはいけないのですか」
「そうだね、早く抜いてはいけない。大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば良い
のだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、説明しよう。毒麦も普通の麦も、まだ、実がなる前はあまり見分けがつか
ない。というか毒麦も、幼い頃はそれなりに意味があるプログラムなのだ。例えば子
供が夜一人で暗闇に出向いて行っては危ない」
「そうですね」
「だから親は、子供に暗闇にはオバケが出るから出てはいけないと教える。子供は暗
闇にはオバケが出ると覚えてしまう。しかし大人になって、夜更けに恋人が、狼の遠
吠えか何かを真似して呼び出している時に、暗闇はオバケがいるからと出てきてくれ
なかったら、恋人と会えない。そうだろトマス」
「えっ、私は、狼の遠吠えなんかしてませんよ。フクロウの真似はしましたが」
「あはははは、そうかい」

「はい」

「とにかくだ。それと同じように、親は子供に対して色々と子供のためを思って教育
する。『男の子は泣いてはいけない』とか『嘘をついてはいけない』とか『人に勝たな
ければならない』とか様々なことを教える」
「そうですね。イエス様」
「それは子供にとっては自分を成長させたり自分を守ったり、その時期にとってはと
ても有用な教えでありプログラムだ。しかしそれをそのまま持ち続けていては、いつ
の間にかそのプログラムの奴隷になる。それが行き過ぎたり、他のプログラムと矛盾
したりし始める。するとそれは毒になってくるわけだ。そうなった時に初めて不要な
プログラムということになる。だからそうなった時にそれを抜けば良い」
「なるほど」
「プログラムを抜くというのは自動反応さ
せないことだ。完全にそのプログラムを捨
てるわけでは本当はない。プログラムは持っ
ているが、プログラムを起動させることも
起動させない事も自分の意志で自由自在に
なるということだ。それがプログラムから
自由になるということだ。その修行を諸君
はしているわけだ」
「なるほど分かりました。将来毒麦になる
麦であっても覚えた当初はそれなりに意味があって、当面はそのプログラムも有用で
あるということですね」
「そうだね。トマス。麦が大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば、それで充分間
に合うということだ。それまでは役に立っていたということだ」
「なるほど」
とトマスは深く納得しました。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「トマスは納得したかもしれませんが、私はちょっと疑問です」
「なにが？」

「毒麦だと分かった時に抜けば良いといっても、毒麦だと分からないまま、そのプロ
グラムにそってずっと人生を推し進めている場合もあるのではないですか」
「例えば？」
「例えば、人に認められなければならないと思って一生懸命勉強して、良い大学に入っ
て、大きな会社に入って、さらにまた頑張って認められようと、ずっと頑張っている
場合です」
「なるほど、それで苦しくなければ、それは毒麦ではないし害はない」
「じゃ、苦しくなったりしなければ、毒麦だと気がつかないという事ですか」
「そうだね。苦しくなったら毒麦だと気づくことができる。だから苦しいのをごまか
していたり、苦しいのを我慢し続けていると、病気になったり身体を壊したりするこ
とになりかねない。苦しいということに気がついたらラッキーなわけだ。その毒麦を
抜いてしまえば済むことだ」
「それじゃ出世できなくなりますよ」
「それじゃ聞くけど、その人は何のために出世しようとしているの？」
「それは幸せになるためですよ」
「でも、さらに無理に出世しようとすると苦しいわけだろう。身体を壊すかもしれな
い。だったら何をしてるのかわからないよね。それが毒麦だというわけだ。自動反応
になっていてそれに気がつかないわけだ」
「なるほど。ちょうど次にそのようなイエスの言葉がありますね」
「そうかい、では次に行こう」

………………………………………………………………………………………………………………
(58)Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58)Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."
(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスは実は、(54)番によく似ています。
………………………………………………………………………………………………………………
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
しかし、ここでまた同じような文章が出てきたのには、それなりの理由があります。

つまり、毒麦の話の後に出てきたわけですから、ここでは、新たに、「毒麦に苦しんだ
人は幸いである」と言いたかったのだと思います。そしてさらにここでは、彼は命を
見出したと続いています。
毒麦に苦しんで毒麦を抜いた人は、命を見出した、つまり、悟れたということです。

「じゃあ、イエス様」
「なんだい、トマス」
「毒麦に苦しまなかったら、悟れないってことですか」
「毒麦に苦しむことになったら、それを抜こうという工夫や努力ができる。そしてそ
れができれば、毒麦も麦も単に農地の上に生い茂っていたものだと分かる。そしてそ
れが分かればその農地を返すことも簡単だ。また自分の服を脱いで返すことも容易に
なってくる。だから毒麦に苦しむことになるという事はラッキーなことだ」
「じゃあ、イエス様、毒麦に苦しまないで、どんどん領土を広げたり、どんどん支配
欲を増やしたり、財産を増やしたりしていると、どうなるのですか。それでもいいの
ですか」
「それは本人の自由だから、とやかくは言わない。でもいずれ誰でも死ぬ時は来る。
その時に、悟っていなければ慌てふためくことになる。それまでに悟っていなければ、
生きている間中、死はいつもずっと怖いものになる。それだけの違いだ」
「それだけの違いって、それってとても大きいですよ。イエス様。領土も財産もそん
なに欲しくはありませんが、その安心が欲しいです」
「そうかい。それは、修行すれば誰でも手に入る」
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「修行すれば、誰でも手に入ると言われても…」
「じゃあ、言い直そう。修行しなければ、誰も手にすることはできない」
「はい。それは分かりますが。修行しても手に入らない気がしますけど」
「そう思っているから、まともな修行になっていないのだ。生きているうちにもっと、
しっかり、修行せい。死んでからでは修行はできんぞ」
「ああ、なるほど。イエスが次にそう言ったのでしょうかね」
「おや、そうかい」

………………………………………………………………………………………………………………
(59)Jesus said, "Take heed of the living one while you are alive, lest you die and seek to 
see him and be unable to do so."
(59)Jesus said, "Look to the living one as long as you live, otherwise you might die and 
then try to see the living one, and you will be unable to see."
(59)イエスが言った、「あなたがたが生きている間に、生ける者を注視しなさい。あな
たがたが死なないように。そして、あなたがたが彼を見ようとしても、見ることがで
きないであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これだけを読むと何を言ってるのかはよく分かりませんね。
少し補って読むとよくわかります。全文を書くと次のようになります。
「あなたがたが生きている間に、しっかり修行して、本当の存在、本当に生きる者を、
発見し、それを注視しなさい。そうすると、あなたがたは、この宇宙に存在している
魂そのものであると理解できて、自分が圧倒的な存在であることが分かります。そう
すると、あなたがたは、自分が死ぬ時に自分が消滅するのではないかという恐怖を抱
く事はなくなります。しかし、よく言っておきますが、修行は生きてるうちにしてく
ださい。死んでしまってからでは修行ができません。修行もせずに、悟りもせずに、
死んでしまうと、もう二度と、あなたがたはあなたがた自身に会うこともできません。
ですから生きているうちにしっかり修行して、生きているうちに悟ってください」
これが、次第に省略されて、結局、この項のような文章として残っているのでしょう。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、修行しろ、修行しろとウルサイですね」
「あはははは、ウルサイ？　まぁ、そうだね。小松茸に言うことはこれしかない」
「なんですか？」
「修行しなさいだ。修行の仕組みも、修行のやり方も、修行の意義も、修行の大切さも、
みんな分かっているのに、修行をしないのであれば、言うことはこれしかない。修行
しなさいだ」
「イエスも、相当、手こずったようですね。死ぬ前までにとにかく、修行しろと言っ
てますね」
「そうだね。さらに、その例え話までして、弟子に修行を促している。まったく。言っ

ても言っても、修行しない弟子がいたんだなぁ、昔も」
「今も、ですか？」
………………………………………………………………………………………………………………
(60)They saw a Samaritan carrying a lamb on his way to Judea. He said to his disciples, 
"That man is round about the lamb."
They said to him, "So that he may kill it and eat it."
He said to them, "While it is alive, he will not eat it, but only when he has killed it and it 
has become a corpse."
They said to him, "He cannot do so otherwise."
He said to them, "You too, look for a place for yourself within repose, lest you become a 
corpse and be eaten."
(60) He saw a Samaritan carrying a lamb and going to Judea. He said to his disciples, 
"that person ... around the lamb." They said to him, "So that he may kill it and eat it." He 
said to them, "He will not eat it while it is alive, but only after he has killed it and it has 
become a carcass."
They said, "Otherwise he can't do it."
He said to them, "So also with you, seek for yourselves a place for rest, or you might 
become a carcass and be eaten."
(60)彼らが、子羊を伴ってユダヤへ向かう一人のサマリア人を見た。彼（イエス）が
彼の弟子たちに言った、「あの者は子羊の傍にいる」。彼らが彼に言った、「彼はそれを
殺して食べようとしているのです」。彼らが彼に言った、「それが生きている間は、彼
はそれを食べないであろう。しかし、彼がそれを殺し、それが屍になったときに、（彼
はそれを食べるであろう）」。
彼らが言った、「彼は他の仕方でそうすることはできないでしょう」。彼が彼らに言っ
た、「あなたがたが屍になって食われないように、あなたがたも自分のために安息のう
ちに場所を求めなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスが弟子達に口を酸っぱくして「修行しなければ悟れませんよ」と説いています
が、弟子達は何度も聞かされているので、慣れっこになってしまい、なかなか真剣に
修行に励まなかったのでしょう。その時、ちょうど子羊を連れたサマリア人の一行が
通ったので、イエスはそれを見て弟子達に言いました。

「あの者は子羊の傍にいるが、なぜだい、トマス」
「イエス様、彼はあの仔羊を殺して食べようとしているのです」
「そうか。で、いつ食べるのだ」
「ですから、彼がそれを殺し、それが屍になったときにです。仔羊が生きている間は
食べません」
「ほう、そうか。生きている間は食べないのか」
「そうです。食べられません。死んでからです。生きているうちに食べるのは無理です。
死んだら食べることができます。イエス様、当り前のことをわざわざ聞かないでくだ
さい」
「それと同じだ。トマス。いいかい、だから生きているうちに修行しなければ、死ん
でからでは食べられてしまうよ」
「えっ、あっ、はい。生きているうちに修行ですね。イエス様」
「生きているうちに悟って、安息の場所を確保しておかないと、死んでからでは無理
だよ。無理」
「はい。イエス様」
と、少しは、修行を真剣にする気持ちになったかもしれませんね。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「今も昔も、なかなか修行しない弟子がいると、苦労しますね」
「そうだね。でも、苦労と言っても、イエスのように自分が悟ってしまったら、人生
でそれしかする事は残っていない。だからそれができる間はそれを愛を持って、楽し
みながらただ単にひたすらにするということだ」
「でも笑雲先生、イエスはなんか弟子達を脅しているようですけど」
「そうではなくて、たぶん笑いながらユーモアを交えて話していたのだと思うよ。『ほ
らほら、だから、喰われちゃう前に、修行して早く悟った方がいいよ。あはははは』
とかね」
「そうですね。そんな感じですね。次の会話もきっと、笑いが溢れていたんでしょうね」
「おや、そうかい。では、次に行こう」
「はい」

（次号につづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけ
を記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あります
が、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが
多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」と仮
定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、その第
９回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
………………………………………………………………………………………………………………
(51) His disciples said to him, "When will the repose of the dead come about, and when 
will the new world come?"
He said to them, "What you look forward to has already come, but you do not recognize 
it."
(51) His disciples said to him, "When will the rest for the dead take place, and when will 
the new world come?"
He said to them, "What you are looking forward to has come, but you don't know it."
(51)彼の弟子たちが彼に言った、「どの日に死人の安息が入り来たり、どの日に新しい
世が来のでしょう」。彼が彼らに言った、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。
しかし、あなたがたはそれを知らない」
………………………………………………………………………………………………………………
この項は、前項の続きです。前項では、悟ると、言葉にはなりませんが感覚として「ああ、
私は宇宙だ」「私は、全てだ」「ああ、宇宙の果てまで私だ」というような感覚になる
と言いました。
「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がってしまった
状態の体験です。
「無我」とか、「無私」とか、言われるものです。とにかく、そのように、今までの普

34

｜イエスと弟子トマス｜  第９回  毒麦も麦も麦の内｜

通の感覚とまったく違う感覚になります。無我とか無私は言葉を変えれば、それは「自
分」が居ない事ですから、「自分」は「死んでいる」のと、ある意味同じです。自分が
居ませんから、他と争うことも何もありませんし、恐れることも何もありません。全
くの平穏になります。つまり、死人の安息というのは、死んだほどの静かな安息とい
う意味です。

弟子達がイエスに、「そのようなものすごい平穏、安寧になるにはどうすればいいので
しょう。どうやったらそのような時が来るのでしょう。いつそうなるのでしょう」と
聞きました。
するとイエスは、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。しかし、あなたがた
はそれを知らない」と答えています。
どこか遠くにそのような世界があるのではなく、それはもう身近に来ている。もう、
すでに自分の中にそれを要素として持っている。つまり、もうすでにやって来ている。
でも、残念ながら諸君はそれを知らないだけだと言っています。やって来たわけでは
なく、そもそも元々自分は持っているということです。

それはそうです。「本来の自分」を覆っているものを取り去れば、それはそこにあるわ
けです。「本来の自分」を覆っているものとは、たくさんの記憶や学習から作成された
プログラム群です。プログラムというのは一種の行動指針です。もっと根源的には、
自我に対する概念や、肉体に対する概念も含みます。それらの蓋いを全部取り去れば、
「自分」も「自分の命」という概念も無くなるわけですから、そこはいわば、「生の無
い世界」、「死の世界」でもあります。でも、「本来の自分」はそこに存在している。消
えてなくなるわけではありません。ですから、完全なる平穏がそこにはあります。完
全なる安寧や至福がそこにはあります。マインドから見れば、死の世界のように思え
ますが、「死は無いこと」が分かる世界でもあります。死をも超えた世界です。「新し
い世界」とイエスの弟子達は言っています。その世界です。
「それはいつ来るのですか」と、弟子が聞いたので、イエスは「もう来ているけれども、
諸君が気がつかないだけだ」と言っているわけです。
イエスにとってみれば、「本来の自分」こそが、命のあるもので、マインドや肉体は、
単なる乗り物でしかありません。イエスにとってみれば、マインドや肉体を自分自身
だと思っている人は、まるで死んだ人のようなものです。獅子に喰われた人間は不幸
であるという言い方と同じで、獅子を自分だと思っていては、その世界に入れません。

いくら知識があっても、いくら悟り方を知っていても、それを語っているのが獅子で
あればそれは無意味です。そうではなくて「本来の自分」に向けて進むべきです。「本
来の自分」が、言葉ではない言葉で語っていることに耳を傾けるべきです。それは微
かに聞こえているはずです。ですから、それを覆っている蓋いをどんどん取り去って、
つまり、そこに進むのを邪魔している障害をどんどん取り去って、「本来の自分」に進
んでいくことが大切です。
………………………………………………………………………………………………………………
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets spoke in Israel, and all of them 
spoke in you."
He said to them, "You have omitted the one living in your presence and have spoken 
(only) of the dead."
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets have spoken in Israel, and they all 
spoke of you."
He said to them, "You have disregarded the living one who is in your presence, and have 
spoken of the dead."
(52)彼の弟子たちが彼に言った、「２４人の予言者たちがイスラエルで語りました。そ
して、彼らはみなあなたにあって語りました」。彼が彼らに言った、「あなたがたはあ
なたがたの面前で生きている者を捨て去り、死人たちを語った」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスと、イエスの弟子達は、イエスが教えを説き始めた最初の頃は、他の預言者や
指導者と面談したり、議論を闘わせたりしていたのだろうと思います。また他の預言
者や指導者も、イエスがどんなことを語っているのかを知りたくて、接触の機会も多々
あっただろうと思われます。２４人の預言者とありますが、１２や２４はその頃の１
２進法の区切りですから、ただ、単に「たくさんの」という意味です。２４人に意味
があるわけではありません。という事は、余談ですが、イエスの弟子は１２人と言わ
れていますけれど、それも深い意味があるわけではないのではないかと思います。
さて、そのように割と多くの人と、瞑想や修行についての議論を戦わせていたのだと
思います。それで弟子達も他の預言者や指導者に、質問などもしたことでしょう。そ
してイエスに対して、あの預言者はこんなことを言っていますが本当ですかとか、こ
の指導者はこのように指導していますが良い方法でしょうかなどと質問したのだと思
います。
それに対してイエスは、「あなたがたは、あなたがたの面前で生きている者を捨て去り、

死人たちを語った」と答えています。その意味は「せっかくあなたがたの面前に、悟っ
た私がいるのに、どうして悟ってない人にいろいろと話を聞くのだい」という意味で
す。「悟った人が面前にいるのに、死んだような人とあれこれ話して、いったいなんに
なる？」と言ったのかもしれません。

………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは悟っているから、自分が悟っていると、自分で分かるでしょうけど、弟子
は悟っていないのですから、面前のイエスが悟っているかどうか、分からないのじゃ
ないですか。ですから、あちこちの先生に、いろいろな質問をしたんじゃないですか」
「まぁ、そうだね。だから、ちょっとイエスが、イライラしているわけだ」
「えっ、どうして、イエスがイライラしていると分かるんですか。笑雲先生」
「『死んだような人と話して、なんになる』と、イエスが言ってるからね。まあ、本心
だと思う」
「ああ、じゃぁ、笑雲先生も、小松茸を見ているとイライラするでしょうね」
「そうだね。修行しないから、イライラする。でもそのイライラは、同じ行動エネルギー
だ。教えるためにそのエネルギーを使うように変更すれば良いわけだ」
「どう変更するのですか」
「ここではまず、弟子達が、２４人の預言者から聞いた迷信や、風習や思い込みから、
まずは、脱却させなければならない。その指導に向かう」
「なるほど」
「古い預言者が大切に守っているのは、古い掟やルールだ。迷信や言い伝えだ。まず
それらから自由になることだ。本来の意味や意図をしっかり理解して、もしそれが、
合理的、実際的に正しければそうするし、そうでなければ捨てることだ」
「そう言えば、次の項に、笑雲先生、古い掟を捨てる話が出てきます」
「そうかい。では、さっそく次に行ってみよう」

………………………………………………………………………………………………………………
(53) His disciples said to him, "Is circumcision beneficial or not?"
He said to them, "If it were beneficial, their father would beget them already 
circumcised from their mother."

(53) His disciples said to him, "Is circumcision useful or not?"
He said to them, "If it were useful, their father would produce children already 
circumcised from their mother."
(53)彼の弟子たちが彼に言った、「割礼は役に立つでしょうか。役に立たないでしょう
か」。彼らが彼に言った、「それが役に立つなら、彼ら（子供たち）の父が彼らを彼ら
の母（の胎）から割礼をして生んだであろうに」
………………………………………………………………………………………………………………
ユダヤの割礼の風習等については、私はよく知りませんが、ユダヤ教の習慣、決まり
のようです。イエスの弟子達は、他の預言者や指導者達の話を、イエスがことごとく
否定するので、「それでは、ユダヤ人のアイデンティティーでもある、例えば、割礼も
やめた方がいいのでしょうか」と、聞いたのでしょう。
それについてイエスは、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されてから、母親から
生まれるでしょうに」と、ウィットを交えて回答しています。自然に生まれ、自然に
育つのが一番良いのだと、現在では当たり前のことを、イエスはその時言っているわ
けです。
この割礼の話だけでなく、イエスは古い風習や迷信や宗教的な儀式について、とても
批判的であったと思われます。特に、ユダヤ教を守っているサドカイ派や、律法学者
について、批判をしています。
つまりイエスほど悟ってしまえば、迷信や風習は、宗教団体を守っている僧侶や神官
などを有利にするための人民へのまやかしだということを見抜いてしまいますから、
それに対しては必ず批判的にならざるを得ないと思います。ただ私が思うに、イエス
は争いを好んでいたわけではないと思うので、他の宗教団体に対するあからさまな批
判や、なにか行動に移すという事は、基本的には慎んでいたと思います。
ただし弟子に対しては、弟子達からの質問もありますから、迷信等についての考え方
は示していたと思います。

ついでに迷信について説明すると、マインドは自分と自分の主人を守るのが仕事です
から、危険な情報があるとそれを覚えて自分のものとします。例えば、「これは天狗茸
という毒キノコで、食べると死んでしまう」と教えられれば、それが本当に毒がある
のかどうかを確かめる事はなく、生涯、天狗茸を食べる事は、やめてしまいます。こ
れは合理的に自分の生命を守ろうとしていることで悪いことではありません。それと
同じように、「神様に捧げ物をしないと将来地獄に落ちる」と言われると、それを確か

めることもなく、生涯その呪縛から逃れる事は普通ありません。
マインドは実は、概念の世界にしか生きていませんから、実在の本当の事も、想像上
のまやかしも、マインドにとっては同じように危険な事なわけです。ですから、科学
的に考えるとそれは迷信であると分かっていても、なかなか、迷信だと断言できない
わけです。そのマインドの弱さをついて、悪徳商人や、悪徳宗教家や、悪徳預言者が
出てくるわけです。イエスはそれらに対して、自分の弟子達を守るために、それらは
迷信であるということを何度も話していたと思われます。
でもなかなか弟子達が納得しないので、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されて
から、母親から生まれるでしょうに」と笑いながら言ったのかもしれません。

さてこのあたりで、他の預言者や指導者達へ向いていた弟子達の意識が、やっとイエ
スの方に向いてきたので、イエスはまた、修行のポイントについて弟子達に話し始め
ます。

………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
これはよく似た言い回しが、共観福音書にも出てきます。 一番似ている並行箇所とし
ては、下記があります。これはイエスの根本の教えの一つですからどこにも出てくる
わけです。

【ルカ　6:20-21】
イエスは目を上げ弟子たちを見て言われた。「貧しい人々は、幸いである、神の国はあ
なたがたのものである。今飢えている人々は、幸いである、あなたがたは満たされる。
今泣いている人々は、幸いである、あなたがたは笑うようになる。」

共観福音書に出てくる言い回しは、どれも同じパターンです。言っていることは、今
不幸な気分があれば、それと真逆の方向の幸福になれますよということです。とても
変な言い回しに聞こえますが、これは短絡しているので変に聞こえるわけです。もっ

と丁寧に、説明を長くして言えば次のようになります。
「今は不幸だという気分に気が付いたのであれば、それはとてもラッキーなことだ。
なぜなら、不幸な気分に気が付いたので、それを解消する手立てさえ分かれば、その
不幸な気分を解消できる。そしてそれを解消できれば、その不幸な気分の逆方向の気
分、つまり、幸福な気分になれる」というわけです。
このように言える前提は、どのような不幸な気分も、それは単にマインドが作り出し
ているのであり、そのマインドの動き方を逆方向にすれば、即座にハッピーな気分に
なれる、しかも、それが容易に出来るというわけです。
イエスに言わせれば、その逆方向に向けるやり方は、とても簡単であり、それさえ習
得できれば良いわけですから、結局「不幸な気分に気が付いたら、すぐに幸福になれ
るよ」ということになります。
「貧しいなぁ。嫌だなぁ。と気が付いたら、ラッキーですよ。思い方を変えれば、すぐに、
ああ、そうだ。私はどんなに満たされ、どんなに恩恵にあずかっていて、どんなに豊
かなことだろうか。なんと、幸せなことか。素晴らしい。嬉しいなぁという気分にな
ることができますよ」ということです。
それを、短絡して言うと「貧しいものは幸いなり、天国は汝のものなり」となるわけ
です。

さて、これを「愛と欲の８要素表」で言えば、マインドは普通、get, hold, compare, 
more, という欲の方向に回転していますが、これを愛の方向give, drop, accept, 
enough, に回転させれば気分はすぐに幸福になるというわけです。
貧しい貧しいと思っている人が、お金持ちになって、そしてお金持ちになると幸福に
なれると普通の人は考えますが、イエスが言っているのはそうではありません。貧し
い貧しいと不幸な気持ちでいる自分に気が付いたらそれは、マインドが、そのように
他との比較をして、自分の基準で判断して、貧しいという不幸感を出しているのです
から、その不幸に思う考え方の仕組みさえ変えれば、貧しい、不幸だという気分は消
えます。すると途端に、ハッピーになりますよというわけです。
何かが不満だなどと悪い気分になっていることに気が付けば、そう考えているマイン
ドの向きを反対向きに変えるということです。すると、その悪い気分から、直ちに抜
けることができる。しかも悪い気分から抜けると人間はもともと、大幸福が根底にあ
りますから、すぐに良い気分になるということです。
イエスの言っているポイントをもう一度、一言で言えば「悪い気分に気が付いたらラッ

キーだ」ということです。
普通、悪い気分に浸って、それをどうしようこうしようとその悪い気分の原因になっ
た外部の諸事情を変更や修正しようとそちらばかり考えますが、そうではなくて、内
側に向かうということです。

イエスは多分このことを、何度も何度も言葉を変えて、場所を変えて弟子達に教えて
いたのだと思います。それでどの福音書にもこの言葉は残っています。
こうなれば幸せになれる、というのを人間は幼児の頃から、自分の経験や親の教育な
どによって学習して覚えていきます。それらが判断基準となっているわけです。その
判断基準を自分に押し当てて判断していますから、これはまだ満足できないから不満
だとか、これはまだ貧しいとか、これは心配だとか、色々なそのような思考になるわ
けです。欲が満たされていないから、不幸な気分になっているわけですから、欲を満
たせば幸福な気分になるだろうというのが普通の発想です。

イエスの言っているのは、そうではありません。欲から愛の方向に、マインドの向き
そのものを変える工夫です。判断基準を変えると言ってもいいです。「コップに水が半
分しかない」という思い方を、「コップに水が半分もあって、ありがたい」という思い
方に変えるわけです。
でも、多くの親は自分の子供の成長を願って、「コップに水が半分もあると思ってはい
けない、半分しかないのだから、頑張ってもう少し水を獲得しなければならないよ」
と教えます。
すなわち、「もっと認められなければならない」「もっと上位に上がらなくてはいけな
い」「もっと勉強しなくてはいけない」「もっとお金を稼がなければいけない」「もっと
我慢強くならなければならない」「もっと真剣にならなくてはいけない」等々と、親も
教えますし、先生も教えますし、自分も納得してそのように学習していきます。

でも、イエスのこの「切り返しの技」を使うには、それらの思い込みや行動指針を変
える必要があるわけですから、それがもし堅固に持たれていると、なかなかこの技が
使えません。なぜ、堅固に持たれているのかといえば、それは幼い時に、親から叱ら
れたとか、叱咤激励されたとか、折檻を受けたとか、そのようないわゆる「教育」が
深く染みついているからです。そのような否定型の教育だけでなく、何かが出来たら
誉められたとか、泣くのを我慢したらご褒美に飴を貰えたとか、肯定型の教育もあり

ますが、それも同じことです。つまり自分を守って育ててくれた、強い親がしっかりと、
それらのプログラムを守っているので、その心象の親の手を振り払わなければ、それ
らを抜くことがなかなか難しいわけです。
ですから、このイエスの技を使うには、親から受けたそのような「教育的」呪縛から、
逃れる必要が、まずあるというわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「親の教育的呪縛から、逃れられなければ、判断基準はなかなか変わりませんね」
「そうだね。親は子供によかれと思って、そのような教育を普通する。そして、それ
はある程度は良いことだ。でも、子供は、それによって、自分を縛ってしまう。呪縛
してしまう。特に幼い時に覚えたことは、大人になると、まるで、サイズが小さくなっ
た鎧兜のようなものだ」
「なるほど。小さい時はそれで自分を守れたけれど、今となっては、窮屈で逆に、自
分を苦しめているようなものですね」
「そうだ。だから、その不要になった鎧兜を脱ぐ必要がある。でも、それは、親が子
供に対して、外は危険がいっぱいだ。外は危険な敵ばかりだ。だから、ちゃんと着て
おきなさいと命じたものだ。だから、なかなか脱ぐ勇気がでない」
「じゃぁ、どうすればいいんですか。笑雲先生」
「そう、聞いた弟子がいたのだろうな。イエスの次の言葉は、その説明になっている」
「そうですか、では、次に行きましょう」

………………………………………………………………………………………………………………
(55) Jesus said, "Whoever does not hate his father and his mother cannot become a 
disciple to me. And whoever does not hate his brothers and sisters and take up his cross 
in my way will not be worthy of me."
(55) Jesus said, "Whoever does not hate father and mother cannot be my disciple, and 
whoever does not hate brothers and sisters, and carry the cross as I do, will not be 
worthy of me."
(55)イエスが言った、「その父とその母を憎まない者は、私の弟子であることができな
いであろう。私のように、その兄弟とその姉妹を憎まない者、その十字架を負わない
者は、私にふさわしくないであろう」

………………………………………………………………………………………………………………
イエスは磔になって死ぬことになりましたから、キリスト教は十字架をシンボルにし
ています。十字架を背負うという事は大変なことだ、苦しいことだという事は誰でも
よくわかりますが、イエスが生前に十字架をその譬（たと）えとして使って話をして
いたとは考えられません。ですからこのような言葉が残っているとしても、この部分
はイエスが語った言葉ではないという気がします。
その部分を除いてもう一度読んでみても、これはなかなか難しい文章です。普通常識
的には、親兄弟と仲良くしなさいと言います。しかしイエスは、親兄弟を憎めと言っ
ています。そうでなければ私の弟子ではないと言っています。
イエスのように悟った人が、そして、隣人を愛せよと常々言っている人が、親兄弟を
憎むことができなければ弟子にはなれないよというのは、とても矛盾した話のように
思えます。
ここで言う「私の弟子」という意味は、修行を進めて悟りに向かうということを教え
ていたわけですから、その修行がちゃんとできる人のことでしょう。
つまり、これは修行者に対して言っている言葉で、先程の幼児期から積み重ねてきた
様々なプログラムを見直して抜去するためには、それを守っている「心象の親」を倒
さなければ抜去ができないということです。

インディアンの子供は、小さい時に親から地面に輪を描かれて、その輪の中で遊ぶよ
うに躾られます。なぜなら、親が少し目を離した隙に、子供がどこかに行ってしまっ
ては、獰猛なコヨーテや野獣にやられてしまうからです。最初は子供もその輪を超え
て出て遊びに行くこともあったでしょうが、何度も厳しく躾られると、もう出てはい
けないのだと、しっかりプログラム化されてしまいます。つまり、親が輪を描いて、
この輪から出るなと言えば子供はもう出られないわけです。その子供が成長し、筋骨
隆々の壮年になって、その親がまだ健在で、よぼよぼのおじいさんであっても、その
おじいさんが輪を描いて息子に出るなと言えば、大の大人がやはり輪から出られない
のだそうです。

このように親の影響が分かりやすいものもありますが、「認められなくてはいけない」
とか「お金持ちでなければ馬鹿にされる」とか様々な、自分はそういう考えを持って
いることが間違いだとはちっとも思っていないようなことまで、実は親の躾や教育が、
深く影響しています。

そのようなプログラムを抜去するためには、そのプログラムを据え付けさせた親をま
ず先に除去しなければならないわけです。しかし、普通子供は親を尊敬していますし、
恐れ敬ってもいます。ですからまずそこを変えなければプログラムは抜去できません。
それでイエスはまず、親を尊敬するのをやめなさいと言ったわけです。尊敬するのを
やめるくらいではプログラムは抜去できませんから、こんな親の言うことなんかもう
聞くもんかというくらいにならなければなりません。つまり親を憎むというところぐ
らいまで、親と自分との位置取りを変化させないといけないわけです。
またその頃は今と違って兄弟の数も多く、一番年長の兄などは親と同じような影響力
を持っていたのだろうと思います。そのような兄からも、たくさんのプログラムを作
ることになっていると思いますので、イエスは親だけでなく兄弟についても、その位
置取りを変えなければ、それらのプログラムを抜く事はできないと言っているわけで
す。

さて位置取りを変えると言っても具体的には、一体どうするのかを、ついでにお話し
します。
「自分は弱くて守って欲しい」という状況でプログラムが出来ていますから、「自分は
強くて守ってもらう必要がない」という認識になれば抜きやすいわけです。子供から
見ると親は圧倒的に強いですが、その親と同等、ないしはそれ以上に自分が今強くなっ
ているということを、はっきりと認識する必要があるわけです。そしてそれを心象の
親に当てはめることが必要です。心の中で昔の親と戦う必要があるということです。
ここでよく間違うのが、実際に今、生きている親に対して、反抗的態度を取ったり文
句を言ったりして、自分が強くなっていることを確認しようとする人がいますが、そ
うする必要はありませんし、そうしても無意味です。また、場合によっては、実際の
親はすでに他界して、いないかもしれません。しかし、心の中ではイメージとして残っ
ているわけです。心象の親として、プログラムを守っているわけです。ですから、実
際の親ではなく、戦う相手は「心象の親」です。心の中にいる自分がイメージしてい
る親です。その親に打ち勝てば良いわけです。すると修行は一気に進みます。親の描
いた地面の輪っかから、自在に飛び出すこともできるようになるわけです。自分を締
め付けていた、幼児の時に入手した小さく固い鎧兜を、やっと脱ぎ捨てることができ
るわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「もしもそのように、多くのプログラムをどんどん抜去していくと、そして最後まで
抜去してしまうと、一体自分とは何になるのですか」
「自分とは、そうだな。肉体と肉体の一部であるマインドを使っている、本来の自分
のことか」
「肉体と肉体の一部であるマインドは本来の自分では無いということですよね」
「そうだね、それはイエスが何度も言っている。死ぬ時には農地をオーナーに返し、
着ている服もオーナーに返す。それは生まれ出た時に借りたものだからだ」
「肉体やマインドは、自分自身だと思っていて、なかなか借りているとは思えません
けど」
「それはそうだ。修行しなければそれはなかなか実感として分からない。でも修行が
進むと、これが実感として分かるようになる。肉体もマインドも借りたものだ。自分
のものではない。自分はその中に仮住まいをしているにすぎない」
「何かイエスが、次でそのようなことを言ってますね」
「そうかい、では次に行こう」
「はい。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(56)Jesus said, "Whoever has come to understand the world has found (only) a corpse, 
and whoever has found a corpse is superior to the world."
(56)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered a carcass, and 
whoever has discovered a carcass, of that person the world is not worthy."
(56)イエスが言った、「この世を知った者は、屍を見出した。そして、屍を見出した者に、
この世はふさわしくない」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、トマス福音書の中に、次のような並行箇所があります。
(80)Jesus said, "He who has recognized the world has found the body, but he who has 
found the body is superior to the world."
(80)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered the body, and 
whoever has discovered the body, of that one the world is not worthy."
(80)イエスが言った、「この世を知った者は、身体を見出した。しかし、身体を見出し
た者に、この世はふさわしくない」

………………………………………………………………………………………………………………
英語では、 body という言葉は、身体という意味もありますが、死体という意味もあり
ます。西洋の言葉は、もともとそうなのでしょう。ですからここは同じことを言って
いると思います。日本語に訳して屍と書くと訳が分からなくなりますが、単にbodyの
ことです。
この世を知った者とは、悟った人というほどの意味でしょう。悟った人は、身体を見
出したというわけです。なんだ、今まで自分と思っていたけどこれは単に「身体」な
んだ、という意味です。次の「身体を見出した者に、この世はふさわしくない」とい
うのは、とても深い意味のある言葉です。
身体を見出した者というのは、悟った人のことです。この世はふさわしくないという
意味は、悟った人は、この世の只中に、 bodyとして生きているのではないということ
です。
このように理解すると、言っている事は簡単で、悟ればこの世に執着や未練はないよ
ということです。執着や未練がなければ、さっさとあの世に行きそうな気がしますが、
実際はそうではありません。逆になります。
せっかく頂いたbodyを粗末にしたり、ぞんざいに扱ったりすることは、逆にできなく
なってきます。そうではなくて、感謝してそれを使えるだけなるべく長く、丁寧に手
入れよく使っていくことになります。なぜなら、魂であることが実感されて分かって
いても、魂だけでは誰ともコンタクトを取れず、遊び戯れることもできません。です
から悟った人は、いままでにも増して、心身のケアが丁寧になってくるわけです。自
分の肉体を良く手入れして、調子良く長持ちさせようとするわけです。借り物である
自分のbodyに感謝して、最大限にケアしようと思うわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「そのように悟るためには、いろいろなプログラムを抜去していって」
「そうだね」
「そして最終的に全部消してしまえば、それが悟りですね」
「ああ、そうだね、悟りには、人によりいろいろ定義があるが、それを悟りと定義し
ても良いと思う。プログラムの一旦全部抜去だ。プログラムの一気抜きとも言う」
「悟るために、そんなにプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちからそんなプログ
ラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとしてもしっかり根付

かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になればなるほど抜く
のが大変になりますから」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたのだろうな。イエスが、丁寧にそれについて、次
の項で答えている」
「そうですか、では、さっそく、次に進みましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(57)Jesus said, "The kingdom of the father is like a man who had good seed. His enemy 
came by night and sowed weeds among the good seed. The man did not allow them to 
pull up the weeds; he said to them, 'I am afraid that you will go intending to pull up the 
weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the weeds 
will be plainly visible, and they will be pulled up and burned."
(57)Jesus said, "The Father's kingdom is like a person who has [good] seed. His enemy 
came during the night and sowed weeds among the good seed. The person did not let 
the workers pull up the weeds, but said to them, 'No, otherwise you might go to pull up 
the weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the 
weeds will be conspicuous, and will be pulled up and burned."
(57)イエスが言った、「父の国は、良い種を持っている人のようなものである。彼の敵
が夜来て、良い種の中に毒麦を蒔いた。その人は彼ら（僕たち）に毒麦を引き抜かせ
なかった。彼は彼らに言った、『お前たちが毒麦を引き抜きに行って、それと一緒に麦
を引き抜かないように。なぜなら、収穫の日に毒麦が現われ出るであろうから。それ
らは引き抜かれ、焼き尽くされるであろう』」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書に、並行箇所があります。

【マタイの福音書、13:24-30】
イエスは、別のたとえを持ち出して言われた。「天の国は次のようにたとえられる。あ
る人が良い種を畑に蒔いた。人々が眠っている間に、敵が来て、麦の中に毒麦を蒔い
て行った。芽が出て、実ってみると、毒麦も現れた。僕たちが主人のところに来て言っ
た。『だんなさま、畑には良い種をお蒔きになったではありませんか。どこから毒麦が
入ったのでしょう。』主人は、『敵の仕業だ』と言った。そこで、僕たちが、『では、行っ
て抜き集めておきましょうか』と言うと、主人は言った。『いや、毒麦を集めるとき、
麦まで一緒に抜くかもしれない。刈り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい。

刈り入れの時、“まず毒麦を集め、焼くために束にし、麦の方は集めて倉に入れなさい”
と、刈り取る者に言いつけよう。』」

ほぼ同じようなことを言っています。ポイントは、毒麦が混じってしまって困るのだ
けれどもどうしようかということについて、そのように毒麦が混じっていても、それ
をすぐには抜かないで刈り入れの時まで放っておきなさいという対応の仕方を話して
います。

先ほど小松茸が聞いたように、トマスがイエスに聞いたのかもしれません。
「イエス様、悟るためにそんなに不要なプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちか
らそんなプログラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとして
もしっかり根付かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になれ
ばなるほど抜くのが大変になりますから」
「なるほど、そうだね。トマス。将来毒になるのが分かっている毒麦も一緒に生えて
きたわけだ」
「そうですよ、イエス様。だから、毒麦に気が付いたら、まだ根がしっかりと根付く
前に抜いてしまった方がいいのではないですか」
「いやいやトマス、それは刈り入れの時まで、放っておきなさい。早く抜く事は無い」
「えっ、イエス様。早く抜いてはいけないのですか」
「そうだね、早く抜いてはいけない。大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば良い
のだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、説明しよう。毒麦も普通の麦も、まだ、実がなる前はあまり見分けがつか
ない。というか毒麦も、幼い頃はそれなりに意味があるプログラムなのだ。例えば子
供が夜一人で暗闇に出向いて行っては危ない」
「そうですね」
「だから親は、子供に暗闇にはオバケが出るから出てはいけないと教える。子供は暗
闇にはオバケが出ると覚えてしまう。しかし大人になって、夜更けに恋人が、狼の遠
吠えか何かを真似して呼び出している時に、暗闇はオバケがいるからと出てきてくれ
なかったら、恋人と会えない。そうだろトマス」
「えっ、私は、狼の遠吠えなんかしてませんよ。フクロウの真似はしましたが」
「あはははは、そうかい」

「はい」

「とにかくだ。それと同じように、親は子供に対して色々と子供のためを思って教育
する。『男の子は泣いてはいけない』とか『嘘をついてはいけない』とか『人に勝たな
ければならない』とか様々なことを教える」
「そうですね。イエス様」
「それは子供にとっては自分を成長させたり自分を守ったり、その時期にとってはと
ても有用な教えでありプログラムだ。しかしそれをそのまま持ち続けていては、いつ
の間にかそのプログラムの奴隷になる。それが行き過ぎたり、他のプログラムと矛盾
したりし始める。するとそれは毒になってくるわけだ。そうなった時に初めて不要な
プログラムということになる。だからそうなった時にそれを抜けば良い」
「なるほど」
「プログラムを抜くというのは自動反応さ
せないことだ。完全にそのプログラムを捨
てるわけでは本当はない。プログラムは持っ
ているが、プログラムを起動させることも
起動させない事も自分の意志で自由自在に
なるということだ。それがプログラムから
自由になるということだ。その修行を諸君
はしているわけだ」
「なるほど分かりました。将来毒麦になる
麦であっても覚えた当初はそれなりに意味があって、当面はそのプログラムも有用で
あるということですね」
「そうだね。トマス。麦が大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば、それで充分間
に合うということだ。それまでは役に立っていたということだ」
「なるほど」
とトマスは深く納得しました。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「トマスは納得したかもしれませんが、私はちょっと疑問です」
「なにが？」

「毒麦だと分かった時に抜けば良いといっても、毒麦だと分からないまま、そのプロ
グラムにそってずっと人生を推し進めている場合もあるのではないですか」
「例えば？」
「例えば、人に認められなければならないと思って一生懸命勉強して、良い大学に入っ
て、大きな会社に入って、さらにまた頑張って認められようと、ずっと頑張っている
場合です」
「なるほど、それで苦しくなければ、それは毒麦ではないし害はない」
「じゃ、苦しくなったりしなければ、毒麦だと気がつかないという事ですか」
「そうだね。苦しくなったら毒麦だと気づくことができる。だから苦しいのをごまか
していたり、苦しいのを我慢し続けていると、病気になったり身体を壊したりするこ
とになりかねない。苦しいということに気がついたらラッキーなわけだ。その毒麦を
抜いてしまえば済むことだ」
「それじゃ出世できなくなりますよ」
「それじゃ聞くけど、その人は何のために出世しようとしているの？」
「それは幸せになるためですよ」
「でも、さらに無理に出世しようとすると苦しいわけだろう。身体を壊すかもしれな
い。だったら何をしてるのかわからないよね。それが毒麦だというわけだ。自動反応
になっていてそれに気がつかないわけだ」
「なるほど。ちょうど次にそのようなイエスの言葉がありますね」
「そうかい、では次に行こう」

………………………………………………………………………………………………………………
(58)Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58)Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."
(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスは実は、(54)番によく似ています。
………………………………………………………………………………………………………………
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
しかし、ここでまた同じような文章が出てきたのには、それなりの理由があります。

つまり、毒麦の話の後に出てきたわけですから、ここでは、新たに、「毒麦に苦しんだ
人は幸いである」と言いたかったのだと思います。そしてさらにここでは、彼は命を
見出したと続いています。
毒麦に苦しんで毒麦を抜いた人は、命を見出した、つまり、悟れたということです。

「じゃあ、イエス様」
「なんだい、トマス」
「毒麦に苦しまなかったら、悟れないってことですか」
「毒麦に苦しむことになったら、それを抜こうという工夫や努力ができる。そしてそ
れができれば、毒麦も麦も単に農地の上に生い茂っていたものだと分かる。そしてそ
れが分かればその農地を返すことも簡単だ。また自分の服を脱いで返すことも容易に
なってくる。だから毒麦に苦しむことになるという事はラッキーなことだ」
「じゃあ、イエス様、毒麦に苦しまないで、どんどん領土を広げたり、どんどん支配
欲を増やしたり、財産を増やしたりしていると、どうなるのですか。それでもいいの
ですか」
「それは本人の自由だから、とやかくは言わない。でもいずれ誰でも死ぬ時は来る。
その時に、悟っていなければ慌てふためくことになる。それまでに悟っていなければ、
生きている間中、死はいつもずっと怖いものになる。それだけの違いだ」
「それだけの違いって、それってとても大きいですよ。イエス様。領土も財産もそん
なに欲しくはありませんが、その安心が欲しいです」
「そうかい。それは、修行すれば誰でも手に入る」
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「修行すれば、誰でも手に入ると言われても…」
「じゃあ、言い直そう。修行しなければ、誰も手にすることはできない」
「はい。それは分かりますが。修行しても手に入らない気がしますけど」
「そう思っているから、まともな修行になっていないのだ。生きているうちにもっと、
しっかり、修行せい。死んでからでは修行はできんぞ」
「ああ、なるほど。イエスが次にそう言ったのでしょうかね」
「おや、そうかい」

………………………………………………………………………………………………………………
(59)Jesus said, "Take heed of the living one while you are alive, lest you die and seek to 
see him and be unable to do so."
(59)Jesus said, "Look to the living one as long as you live, otherwise you might die and 
then try to see the living one, and you will be unable to see."
(59)イエスが言った、「あなたがたが生きている間に、生ける者を注視しなさい。あな
たがたが死なないように。そして、あなたがたが彼を見ようとしても、見ることがで
きないであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これだけを読むと何を言ってるのかはよく分かりませんね。
少し補って読むとよくわかります。全文を書くと次のようになります。
「あなたがたが生きている間に、しっかり修行して、本当の存在、本当に生きる者を、
発見し、それを注視しなさい。そうすると、あなたがたは、この宇宙に存在している
魂そのものであると理解できて、自分が圧倒的な存在であることが分かります。そう
すると、あなたがたは、自分が死ぬ時に自分が消滅するのではないかという恐怖を抱
く事はなくなります。しかし、よく言っておきますが、修行は生きてるうちにしてく
ださい。死んでしまってからでは修行ができません。修行もせずに、悟りもせずに、
死んでしまうと、もう二度と、あなたがたはあなたがた自身に会うこともできません。
ですから生きているうちにしっかり修行して、生きているうちに悟ってください」
これが、次第に省略されて、結局、この項のような文章として残っているのでしょう。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、修行しろ、修行しろとウルサイですね」
「あはははは、ウルサイ？　まぁ、そうだね。小松茸に言うことはこれしかない」
「なんですか？」
「修行しなさいだ。修行の仕組みも、修行のやり方も、修行の意義も、修行の大切さも、
みんな分かっているのに、修行をしないのであれば、言うことはこれしかない。修行
しなさいだ」
「イエスも、相当、手こずったようですね。死ぬ前までにとにかく、修行しろと言っ
てますね」
「そうだね。さらに、その例え話までして、弟子に修行を促している。まったく。言っ

ても言っても、修行しない弟子がいたんだなぁ、昔も」
「今も、ですか？」
………………………………………………………………………………………………………………
(60)They saw a Samaritan carrying a lamb on his way to Judea. He said to his disciples, 
"That man is round about the lamb."
They said to him, "So that he may kill it and eat it."
He said to them, "While it is alive, he will not eat it, but only when he has killed it and it 
has become a corpse."
They said to him, "He cannot do so otherwise."
He said to them, "You too, look for a place for yourself within repose, lest you become a 
corpse and be eaten."
(60) He saw a Samaritan carrying a lamb and going to Judea. He said to his disciples, 
"that person ... around the lamb." They said to him, "So that he may kill it and eat it." He 
said to them, "He will not eat it while it is alive, but only after he has killed it and it has 
become a carcass."
They said, "Otherwise he can't do it."
He said to them, "So also with you, seek for yourselves a place for rest, or you might 
become a carcass and be eaten."
(60)彼らが、子羊を伴ってユダヤへ向かう一人のサマリア人を見た。彼（イエス）が
彼の弟子たちに言った、「あの者は子羊の傍にいる」。彼らが彼に言った、「彼はそれを
殺して食べようとしているのです」。彼らが彼に言った、「それが生きている間は、彼
はそれを食べないであろう。しかし、彼がそれを殺し、それが屍になったときに、（彼
はそれを食べるであろう）」。
彼らが言った、「彼は他の仕方でそうすることはできないでしょう」。彼が彼らに言っ
た、「あなたがたが屍になって食われないように、あなたがたも自分のために安息のう
ちに場所を求めなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスが弟子達に口を酸っぱくして「修行しなければ悟れませんよ」と説いています
が、弟子達は何度も聞かされているので、慣れっこになってしまい、なかなか真剣に
修行に励まなかったのでしょう。その時、ちょうど子羊を連れたサマリア人の一行が
通ったので、イエスはそれを見て弟子達に言いました。

「あの者は子羊の傍にいるが、なぜだい、トマス」
「イエス様、彼はあの仔羊を殺して食べようとしているのです」
「そうか。で、いつ食べるのだ」
「ですから、彼がそれを殺し、それが屍になったときにです。仔羊が生きている間は
食べません」
「ほう、そうか。生きている間は食べないのか」
「そうです。食べられません。死んでからです。生きているうちに食べるのは無理です。
死んだら食べることができます。イエス様、当り前のことをわざわざ聞かないでくだ
さい」
「それと同じだ。トマス。いいかい、だから生きているうちに修行しなければ、死ん
でからでは食べられてしまうよ」
「えっ、あっ、はい。生きているうちに修行ですね。イエス様」
「生きているうちに悟って、安息の場所を確保しておかないと、死んでからでは無理
だよ。無理」
「はい。イエス様」
と、少しは、修行を真剣にする気持ちになったかもしれませんね。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「今も昔も、なかなか修行しない弟子がいると、苦労しますね」
「そうだね。でも、苦労と言っても、イエスのように自分が悟ってしまったら、人生
でそれしかする事は残っていない。だからそれができる間はそれを愛を持って、楽し
みながらただ単にひたすらにするということだ」
「でも笑雲先生、イエスはなんか弟子達を脅しているようですけど」
「そうではなくて、たぶん笑いながらユーモアを交えて話していたのだと思うよ。『ほ
らほら、だから、喰われちゃう前に、修行して早く悟った方がいいよ。あはははは』
とかね」
「そうですね。そんな感じですね。次の会話もきっと、笑いが溢れていたんでしょうね」
「おや、そうかい。では、次に行こう」
「はい」

（次号につづく）



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけ
を記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あります
が、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが
多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」と仮
定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、その第
９回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
………………………………………………………………………………………………………………
(51) His disciples said to him, "When will the repose of the dead come about, and when 
will the new world come?"
He said to them, "What you look forward to has already come, but you do not recognize 
it."
(51) His disciples said to him, "When will the rest for the dead take place, and when will 
the new world come?"
He said to them, "What you are looking forward to has come, but you don't know it."
(51)彼の弟子たちが彼に言った、「どの日に死人の安息が入り来たり、どの日に新しい
世が来のでしょう」。彼が彼らに言った、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。
しかし、あなたがたはそれを知らない」
………………………………………………………………………………………………………………
この項は、前項の続きです。前項では、悟ると、言葉にはなりませんが感覚として「ああ、
私は宇宙だ」「私は、全てだ」「ああ、宇宙の果てまで私だ」というような感覚になる
と言いました。
「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がってしまった
状態の体験です。
「無我」とか、「無私」とか、言われるものです。とにかく、そのように、今までの普
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通の感覚とまったく違う感覚になります。無我とか無私は言葉を変えれば、それは「自
分」が居ない事ですから、「自分」は「死んでいる」のと、ある意味同じです。自分が
居ませんから、他と争うことも何もありませんし、恐れることも何もありません。全
くの平穏になります。つまり、死人の安息というのは、死んだほどの静かな安息とい
う意味です。

弟子達がイエスに、「そのようなものすごい平穏、安寧になるにはどうすればいいので
しょう。どうやったらそのような時が来るのでしょう。いつそうなるのでしょう」と
聞きました。
するとイエスは、「あなたがたが待っているものは、すでに来た。しかし、あなたがた
はそれを知らない」と答えています。
どこか遠くにそのような世界があるのではなく、それはもう身近に来ている。もう、
すでに自分の中にそれを要素として持っている。つまり、もうすでにやって来ている。
でも、残念ながら諸君はそれを知らないだけだと言っています。やって来たわけでは
なく、そもそも元々自分は持っているということです。

それはそうです。「本来の自分」を覆っているものを取り去れば、それはそこにあるわ
けです。「本来の自分」を覆っているものとは、たくさんの記憶や学習から作成された
プログラム群です。プログラムというのは一種の行動指針です。もっと根源的には、
自我に対する概念や、肉体に対する概念も含みます。それらの蓋いを全部取り去れば、
「自分」も「自分の命」という概念も無くなるわけですから、そこはいわば、「生の無
い世界」、「死の世界」でもあります。でも、「本来の自分」はそこに存在している。消
えてなくなるわけではありません。ですから、完全なる平穏がそこにはあります。完
全なる安寧や至福がそこにはあります。マインドから見れば、死の世界のように思え
ますが、「死は無いこと」が分かる世界でもあります。死をも超えた世界です。「新し
い世界」とイエスの弟子達は言っています。その世界です。
「それはいつ来るのですか」と、弟子が聞いたので、イエスは「もう来ているけれども、
諸君が気がつかないだけだ」と言っているわけです。
イエスにとってみれば、「本来の自分」こそが、命のあるもので、マインドや肉体は、
単なる乗り物でしかありません。イエスにとってみれば、マインドや肉体を自分自身
だと思っている人は、まるで死んだ人のようなものです。獅子に喰われた人間は不幸
であるという言い方と同じで、獅子を自分だと思っていては、その世界に入れません。

いくら知識があっても、いくら悟り方を知っていても、それを語っているのが獅子で
あればそれは無意味です。そうではなくて「本来の自分」に向けて進むべきです。「本
来の自分」が、言葉ではない言葉で語っていることに耳を傾けるべきです。それは微
かに聞こえているはずです。ですから、それを覆っている蓋いをどんどん取り去って、
つまり、そこに進むのを邪魔している障害をどんどん取り去って、「本来の自分」に進
んでいくことが大切です。
………………………………………………………………………………………………………………
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets spoke in Israel, and all of them 
spoke in you."
He said to them, "You have omitted the one living in your presence and have spoken 
(only) of the dead."
(52) His disciples said to him, "Twenty-four prophets have spoken in Israel, and they all 
spoke of you."
He said to them, "You have disregarded the living one who is in your presence, and have 
spoken of the dead."
(52)彼の弟子たちが彼に言った、「２４人の予言者たちがイスラエルで語りました。そ
して、彼らはみなあなたにあって語りました」。彼が彼らに言った、「あなたがたはあ
なたがたの面前で生きている者を捨て去り、死人たちを語った」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスと、イエスの弟子達は、イエスが教えを説き始めた最初の頃は、他の預言者や
指導者と面談したり、議論を闘わせたりしていたのだろうと思います。また他の預言
者や指導者も、イエスがどんなことを語っているのかを知りたくて、接触の機会も多々
あっただろうと思われます。２４人の預言者とありますが、１２や２４はその頃の１
２進法の区切りですから、ただ、単に「たくさんの」という意味です。２４人に意味
があるわけではありません。という事は、余談ですが、イエスの弟子は１２人と言わ
れていますけれど、それも深い意味があるわけではないのではないかと思います。
さて、そのように割と多くの人と、瞑想や修行についての議論を戦わせていたのだと
思います。それで弟子達も他の預言者や指導者に、質問などもしたことでしょう。そ
してイエスに対して、あの預言者はこんなことを言っていますが本当ですかとか、こ
の指導者はこのように指導していますが良い方法でしょうかなどと質問したのだと思
います。
それに対してイエスは、「あなたがたは、あなたがたの面前で生きている者を捨て去り、

死人たちを語った」と答えています。その意味は「せっかくあなたがたの面前に、悟っ
た私がいるのに、どうして悟ってない人にいろいろと話を聞くのだい」という意味で
す。「悟った人が面前にいるのに、死んだような人とあれこれ話して、いったいなんに
なる？」と言ったのかもしれません。

………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは悟っているから、自分が悟っていると、自分で分かるでしょうけど、弟子
は悟っていないのですから、面前のイエスが悟っているかどうか、分からないのじゃ
ないですか。ですから、あちこちの先生に、いろいろな質問をしたんじゃないですか」
「まぁ、そうだね。だから、ちょっとイエスが、イライラしているわけだ」
「えっ、どうして、イエスがイライラしていると分かるんですか。笑雲先生」
「『死んだような人と話して、なんになる』と、イエスが言ってるからね。まあ、本心
だと思う」
「ああ、じゃぁ、笑雲先生も、小松茸を見ているとイライラするでしょうね」
「そうだね。修行しないから、イライラする。でもそのイライラは、同じ行動エネルギー
だ。教えるためにそのエネルギーを使うように変更すれば良いわけだ」
「どう変更するのですか」
「ここではまず、弟子達が、２４人の預言者から聞いた迷信や、風習や思い込みから、
まずは、脱却させなければならない。その指導に向かう」
「なるほど」
「古い預言者が大切に守っているのは、古い掟やルールだ。迷信や言い伝えだ。まず
それらから自由になることだ。本来の意味や意図をしっかり理解して、もしそれが、
合理的、実際的に正しければそうするし、そうでなければ捨てることだ」
「そう言えば、次の項に、笑雲先生、古い掟を捨てる話が出てきます」
「そうかい。では、さっそく次に行ってみよう」

………………………………………………………………………………………………………………
(53) His disciples said to him, "Is circumcision beneficial or not?"
He said to them, "If it were beneficial, their father would beget them already 
circumcised from their mother."

(53) His disciples said to him, "Is circumcision useful or not?"
He said to them, "If it were useful, their father would produce children already 
circumcised from their mother."
(53)彼の弟子たちが彼に言った、「割礼は役に立つでしょうか。役に立たないでしょう
か」。彼らが彼に言った、「それが役に立つなら、彼ら（子供たち）の父が彼らを彼ら
の母（の胎）から割礼をして生んだであろうに」
………………………………………………………………………………………………………………
ユダヤの割礼の風習等については、私はよく知りませんが、ユダヤ教の習慣、決まり
のようです。イエスの弟子達は、他の預言者や指導者達の話を、イエスがことごとく
否定するので、「それでは、ユダヤ人のアイデンティティーでもある、例えば、割礼も
やめた方がいいのでしょうか」と、聞いたのでしょう。
それについてイエスは、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されてから、母親から
生まれるでしょうに」と、ウィットを交えて回答しています。自然に生まれ、自然に
育つのが一番良いのだと、現在では当たり前のことを、イエスはその時言っているわ
けです。
この割礼の話だけでなく、イエスは古い風習や迷信や宗教的な儀式について、とても
批判的であったと思われます。特に、ユダヤ教を守っているサドカイ派や、律法学者
について、批判をしています。
つまりイエスほど悟ってしまえば、迷信や風習は、宗教団体を守っている僧侶や神官
などを有利にするための人民へのまやかしだということを見抜いてしまいますから、
それに対しては必ず批判的にならざるを得ないと思います。ただ私が思うに、イエス
は争いを好んでいたわけではないと思うので、他の宗教団体に対するあからさまな批
判や、なにか行動に移すという事は、基本的には慎んでいたと思います。
ただし弟子に対しては、弟子達からの質問もありますから、迷信等についての考え方
は示していたと思います。

ついでに迷信について説明すると、マインドは自分と自分の主人を守るのが仕事です
から、危険な情報があるとそれを覚えて自分のものとします。例えば、「これは天狗茸
という毒キノコで、食べると死んでしまう」と教えられれば、それが本当に毒がある
のかどうかを確かめる事はなく、生涯、天狗茸を食べる事は、やめてしまいます。こ
れは合理的に自分の生命を守ろうとしていることで悪いことではありません。それと
同じように、「神様に捧げ物をしないと将来地獄に落ちる」と言われると、それを確か

めることもなく、生涯その呪縛から逃れる事は普通ありません。
マインドは実は、概念の世界にしか生きていませんから、実在の本当の事も、想像上
のまやかしも、マインドにとっては同じように危険な事なわけです。ですから、科学
的に考えるとそれは迷信であると分かっていても、なかなか、迷信だと断言できない
わけです。そのマインドの弱さをついて、悪徳商人や、悪徳宗教家や、悪徳預言者が
出てくるわけです。イエスはそれらに対して、自分の弟子達を守るために、それらは
迷信であるということを何度も話していたと思われます。
でもなかなか弟子達が納得しないので、「それが役に立つなら、赤ちゃんは割礼されて
から、母親から生まれるでしょうに」と笑いながら言ったのかもしれません。

さてこのあたりで、他の預言者や指導者達へ向いていた弟子達の意識が、やっとイエ
スの方に向いてきたので、イエスはまた、修行のポイントについて弟子達に話し始め
ます。

………………………………………………………………………………………………………………
(54) Jesus said, "Blessed are the poor, for yours is the kingdom of heaven."
(54) Jesus said, "Congratulations to the poor, for to you belongs Heaven's kingdom."
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
これはよく似た言い回しが、共観福音書にも出てきます。 一番似ている並行箇所とし
ては、下記があります。これはイエスの根本の教えの一つですからどこにも出てくる
わけです。

【ルカ　6:20-21】
イエスは目を上げ弟子たちを見て言われた。「貧しい人々は、幸いである、神の国はあ
なたがたのものである。今飢えている人々は、幸いである、あなたがたは満たされる。
今泣いている人々は、幸いである、あなたがたは笑うようになる。」

共観福音書に出てくる言い回しは、どれも同じパターンです。言っていることは、今
不幸な気分があれば、それと真逆の方向の幸福になれますよということです。とても
変な言い回しに聞こえますが、これは短絡しているので変に聞こえるわけです。もっ

と丁寧に、説明を長くして言えば次のようになります。
「今は不幸だという気分に気が付いたのであれば、それはとてもラッキーなことだ。
なぜなら、不幸な気分に気が付いたので、それを解消する手立てさえ分かれば、その
不幸な気分を解消できる。そしてそれを解消できれば、その不幸な気分の逆方向の気
分、つまり、幸福な気分になれる」というわけです。
このように言える前提は、どのような不幸な気分も、それは単にマインドが作り出し
ているのであり、そのマインドの動き方を逆方向にすれば、即座にハッピーな気分に
なれる、しかも、それが容易に出来るというわけです。
イエスに言わせれば、その逆方向に向けるやり方は、とても簡単であり、それさえ習
得できれば良いわけですから、結局「不幸な気分に気が付いたら、すぐに幸福になれ
るよ」ということになります。
「貧しいなぁ。嫌だなぁ。と気が付いたら、ラッキーですよ。思い方を変えれば、すぐに、
ああ、そうだ。私はどんなに満たされ、どんなに恩恵にあずかっていて、どんなに豊
かなことだろうか。なんと、幸せなことか。素晴らしい。嬉しいなぁという気分にな
ることができますよ」ということです。
それを、短絡して言うと「貧しいものは幸いなり、天国は汝のものなり」となるわけ
です。

さて、これを「愛と欲の８要素表」で言えば、マインドは普通、get, hold, compare, 
more, という欲の方向に回転していますが、これを愛の方向give, drop, accept, 
enough, に回転させれば気分はすぐに幸福になるというわけです。
貧しい貧しいと思っている人が、お金持ちになって、そしてお金持ちになると幸福に
なれると普通の人は考えますが、イエスが言っているのはそうではありません。貧し
い貧しいと不幸な気持ちでいる自分に気が付いたらそれは、マインドが、そのように
他との比較をして、自分の基準で判断して、貧しいという不幸感を出しているのです
から、その不幸に思う考え方の仕組みさえ変えれば、貧しい、不幸だという気分は消
えます。すると途端に、ハッピーになりますよというわけです。
何かが不満だなどと悪い気分になっていることに気が付けば、そう考えているマイン
ドの向きを反対向きに変えるということです。すると、その悪い気分から、直ちに抜
けることができる。しかも悪い気分から抜けると人間はもともと、大幸福が根底にあ
りますから、すぐに良い気分になるということです。
イエスの言っているポイントをもう一度、一言で言えば「悪い気分に気が付いたらラッ

キーだ」ということです。
普通、悪い気分に浸って、それをどうしようこうしようとその悪い気分の原因になっ
た外部の諸事情を変更や修正しようとそちらばかり考えますが、そうではなくて、内
側に向かうということです。

イエスは多分このことを、何度も何度も言葉を変えて、場所を変えて弟子達に教えて
いたのだと思います。それでどの福音書にもこの言葉は残っています。
こうなれば幸せになれる、というのを人間は幼児の頃から、自分の経験や親の教育な
どによって学習して覚えていきます。それらが判断基準となっているわけです。その
判断基準を自分に押し当てて判断していますから、これはまだ満足できないから不満
だとか、これはまだ貧しいとか、これは心配だとか、色々なそのような思考になるわ
けです。欲が満たされていないから、不幸な気分になっているわけですから、欲を満
たせば幸福な気分になるだろうというのが普通の発想です。

イエスの言っているのは、そうではありません。欲から愛の方向に、マインドの向き
そのものを変える工夫です。判断基準を変えると言ってもいいです。「コップに水が半
分しかない」という思い方を、「コップに水が半分もあって、ありがたい」という思い
方に変えるわけです。
でも、多くの親は自分の子供の成長を願って、「コップに水が半分もあると思ってはい
けない、半分しかないのだから、頑張ってもう少し水を獲得しなければならないよ」
と教えます。
すなわち、「もっと認められなければならない」「もっと上位に上がらなくてはいけな
い」「もっと勉強しなくてはいけない」「もっとお金を稼がなければいけない」「もっと
我慢強くならなければならない」「もっと真剣にならなくてはいけない」等々と、親も
教えますし、先生も教えますし、自分も納得してそのように学習していきます。

でも、イエスのこの「切り返しの技」を使うには、それらの思い込みや行動指針を変
える必要があるわけですから、それがもし堅固に持たれていると、なかなかこの技が
使えません。なぜ、堅固に持たれているのかといえば、それは幼い時に、親から叱ら
れたとか、叱咤激励されたとか、折檻を受けたとか、そのようないわゆる「教育」が
深く染みついているからです。そのような否定型の教育だけでなく、何かが出来たら
誉められたとか、泣くのを我慢したらご褒美に飴を貰えたとか、肯定型の教育もあり

ますが、それも同じことです。つまり自分を守って育ててくれた、強い親がしっかりと、
それらのプログラムを守っているので、その心象の親の手を振り払わなければ、それ
らを抜くことがなかなか難しいわけです。
ですから、このイエスの技を使うには、親から受けたそのような「教育的」呪縛から、
逃れる必要が、まずあるというわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「親の教育的呪縛から、逃れられなければ、判断基準はなかなか変わりませんね」
「そうだね。親は子供によかれと思って、そのような教育を普通する。そして、それ
はある程度は良いことだ。でも、子供は、それによって、自分を縛ってしまう。呪縛
してしまう。特に幼い時に覚えたことは、大人になると、まるで、サイズが小さくなっ
た鎧兜のようなものだ」
「なるほど。小さい時はそれで自分を守れたけれど、今となっては、窮屈で逆に、自
分を苦しめているようなものですね」
「そうだ。だから、その不要になった鎧兜を脱ぐ必要がある。でも、それは、親が子
供に対して、外は危険がいっぱいだ。外は危険な敵ばかりだ。だから、ちゃんと着て
おきなさいと命じたものだ。だから、なかなか脱ぐ勇気がでない」
「じゃぁ、どうすればいいんですか。笑雲先生」
「そう、聞いた弟子がいたのだろうな。イエスの次の言葉は、その説明になっている」
「そうですか、では、次に行きましょう」

………………………………………………………………………………………………………………
(55) Jesus said, "Whoever does not hate his father and his mother cannot become a 
disciple to me. And whoever does not hate his brothers and sisters and take up his cross 
in my way will not be worthy of me."
(55) Jesus said, "Whoever does not hate father and mother cannot be my disciple, and 
whoever does not hate brothers and sisters, and carry the cross as I do, will not be 
worthy of me."
(55)イエスが言った、「その父とその母を憎まない者は、私の弟子であることができな
いであろう。私のように、その兄弟とその姉妹を憎まない者、その十字架を負わない
者は、私にふさわしくないであろう」

………………………………………………………………………………………………………………
イエスは磔になって死ぬことになりましたから、キリスト教は十字架をシンボルにし
ています。十字架を背負うという事は大変なことだ、苦しいことだという事は誰でも
よくわかりますが、イエスが生前に十字架をその譬（たと）えとして使って話をして
いたとは考えられません。ですからこのような言葉が残っているとしても、この部分
はイエスが語った言葉ではないという気がします。
その部分を除いてもう一度読んでみても、これはなかなか難しい文章です。普通常識
的には、親兄弟と仲良くしなさいと言います。しかしイエスは、親兄弟を憎めと言っ
ています。そうでなければ私の弟子ではないと言っています。
イエスのように悟った人が、そして、隣人を愛せよと常々言っている人が、親兄弟を
憎むことができなければ弟子にはなれないよというのは、とても矛盾した話のように
思えます。
ここで言う「私の弟子」という意味は、修行を進めて悟りに向かうということを教え
ていたわけですから、その修行がちゃんとできる人のことでしょう。
つまり、これは修行者に対して言っている言葉で、先程の幼児期から積み重ねてきた
様々なプログラムを見直して抜去するためには、それを守っている「心象の親」を倒
さなければ抜去ができないということです。

インディアンの子供は、小さい時に親から地面に輪を描かれて、その輪の中で遊ぶよ
うに躾られます。なぜなら、親が少し目を離した隙に、子供がどこかに行ってしまっ
ては、獰猛なコヨーテや野獣にやられてしまうからです。最初は子供もその輪を超え
て出て遊びに行くこともあったでしょうが、何度も厳しく躾られると、もう出てはい
けないのだと、しっかりプログラム化されてしまいます。つまり、親が輪を描いて、
この輪から出るなと言えば子供はもう出られないわけです。その子供が成長し、筋骨
隆々の壮年になって、その親がまだ健在で、よぼよぼのおじいさんであっても、その
おじいさんが輪を描いて息子に出るなと言えば、大の大人がやはり輪から出られない
のだそうです。

このように親の影響が分かりやすいものもありますが、「認められなくてはいけない」
とか「お金持ちでなければ馬鹿にされる」とか様々な、自分はそういう考えを持って
いることが間違いだとはちっとも思っていないようなことまで、実は親の躾や教育が、
深く影響しています。

そのようなプログラムを抜去するためには、そのプログラムを据え付けさせた親をま
ず先に除去しなければならないわけです。しかし、普通子供は親を尊敬していますし、
恐れ敬ってもいます。ですからまずそこを変えなければプログラムは抜去できません。
それでイエスはまず、親を尊敬するのをやめなさいと言ったわけです。尊敬するのを
やめるくらいではプログラムは抜去できませんから、こんな親の言うことなんかもう
聞くもんかというくらいにならなければなりません。つまり親を憎むというところぐ
らいまで、親と自分との位置取りを変化させないといけないわけです。
またその頃は今と違って兄弟の数も多く、一番年長の兄などは親と同じような影響力
を持っていたのだろうと思います。そのような兄からも、たくさんのプログラムを作
ることになっていると思いますので、イエスは親だけでなく兄弟についても、その位
置取りを変えなければ、それらのプログラムを抜く事はできないと言っているわけで
す。

さて位置取りを変えると言っても具体的には、一体どうするのかを、ついでにお話し
します。
「自分は弱くて守って欲しい」という状況でプログラムが出来ていますから、「自分は
強くて守ってもらう必要がない」という認識になれば抜きやすいわけです。子供から
見ると親は圧倒的に強いですが、その親と同等、ないしはそれ以上に自分が今強くなっ
ているということを、はっきりと認識する必要があるわけです。そしてそれを心象の
親に当てはめることが必要です。心の中で昔の親と戦う必要があるということです。
ここでよく間違うのが、実際に今、生きている親に対して、反抗的態度を取ったり文
句を言ったりして、自分が強くなっていることを確認しようとする人がいますが、そ
うする必要はありませんし、そうしても無意味です。また、場合によっては、実際の
親はすでに他界して、いないかもしれません。しかし、心の中ではイメージとして残っ
ているわけです。心象の親として、プログラムを守っているわけです。ですから、実
際の親ではなく、戦う相手は「心象の親」です。心の中にいる自分がイメージしてい
る親です。その親に打ち勝てば良いわけです。すると修行は一気に進みます。親の描
いた地面の輪っかから、自在に飛び出すこともできるようになるわけです。自分を締
め付けていた、幼児の時に入手した小さく固い鎧兜を、やっと脱ぎ捨てることができ
るわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「もしもそのように、多くのプログラムをどんどん抜去していくと、そして最後まで
抜去してしまうと、一体自分とは何になるのですか」
「自分とは、そうだな。肉体と肉体の一部であるマインドを使っている、本来の自分
のことか」
「肉体と肉体の一部であるマインドは本来の自分では無いということですよね」
「そうだね、それはイエスが何度も言っている。死ぬ時には農地をオーナーに返し、
着ている服もオーナーに返す。それは生まれ出た時に借りたものだからだ」
「肉体やマインドは、自分自身だと思っていて、なかなか借りているとは思えません
けど」
「それはそうだ。修行しなければそれはなかなか実感として分からない。でも修行が
進むと、これが実感として分かるようになる。肉体もマインドも借りたものだ。自分
のものではない。自分はその中に仮住まいをしているにすぎない」
「何かイエスが、次でそのようなことを言ってますね」
「そうかい、では次に行こう」
「はい。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(56)Jesus said, "Whoever has come to understand the world has found (only) a corpse, 
and whoever has found a corpse is superior to the world."
(56)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered a carcass, and 
whoever has discovered a carcass, of that person the world is not worthy."
(56)イエスが言った、「この世を知った者は、屍を見出した。そして、屍を見出した者に、
この世はふさわしくない」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、トマス福音書の中に、次のような並行箇所があります。
(80)Jesus said, "He who has recognized the world has found the body, but he who has 
found the body is superior to the world."
(80)Jesus said, "Whoever has come to know the world has discovered the body, and 
whoever has discovered the body, of that one the world is not worthy."
(80)イエスが言った、「この世を知った者は、身体を見出した。しかし、身体を見出し
た者に、この世はふさわしくない」

………………………………………………………………………………………………………………
英語では、 body という言葉は、身体という意味もありますが、死体という意味もあり
ます。西洋の言葉は、もともとそうなのでしょう。ですからここは同じことを言って
いると思います。日本語に訳して屍と書くと訳が分からなくなりますが、単にbodyの
ことです。
この世を知った者とは、悟った人というほどの意味でしょう。悟った人は、身体を見
出したというわけです。なんだ、今まで自分と思っていたけどこれは単に「身体」な
んだ、という意味です。次の「身体を見出した者に、この世はふさわしくない」とい
うのは、とても深い意味のある言葉です。
身体を見出した者というのは、悟った人のことです。この世はふさわしくないという
意味は、悟った人は、この世の只中に、 bodyとして生きているのではないということ
です。
このように理解すると、言っている事は簡単で、悟ればこの世に執着や未練はないよ
ということです。執着や未練がなければ、さっさとあの世に行きそうな気がしますが、
実際はそうではありません。逆になります。
せっかく頂いたbodyを粗末にしたり、ぞんざいに扱ったりすることは、逆にできなく
なってきます。そうではなくて、感謝してそれを使えるだけなるべく長く、丁寧に手
入れよく使っていくことになります。なぜなら、魂であることが実感されて分かって
いても、魂だけでは誰ともコンタクトを取れず、遊び戯れることもできません。です
から悟った人は、いままでにも増して、心身のケアが丁寧になってくるわけです。自
分の肉体を良く手入れして、調子良く長持ちさせようとするわけです。借り物である
自分のbodyに感謝して、最大限にケアしようと思うわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「そのように悟るためには、いろいろなプログラムを抜去していって」
「そうだね」
「そして最終的に全部消してしまえば、それが悟りですね」
「ああ、そうだね、悟りには、人によりいろいろ定義があるが、それを悟りと定義し
ても良いと思う。プログラムの一旦全部抜去だ。プログラムの一気抜きとも言う」
「悟るために、そんなにプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちからそんなプログ
ラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとしてもしっかり根付

かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になればなるほど抜く
のが大変になりますから」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたのだろうな。イエスが、丁寧にそれについて、次
の項で答えている」
「そうですか、では、さっそく、次に進みましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(57)Jesus said, "The kingdom of the father is like a man who had good seed. His enemy 
came by night and sowed weeds among the good seed. The man did not allow them to 
pull up the weeds; he said to them, 'I am afraid that you will go intending to pull up the 
weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the weeds 
will be plainly visible, and they will be pulled up and burned."
(57)Jesus said, "The Father's kingdom is like a person who has [good] seed. His enemy 
came during the night and sowed weeds among the good seed. The person did not let 
the workers pull up the weeds, but said to them, 'No, otherwise you might go to pull up 
the weeds and pull up the wheat along with them.' For on the day of the harvest the 
weeds will be conspicuous, and will be pulled up and burned."
(57)イエスが言った、「父の国は、良い種を持っている人のようなものである。彼の敵
が夜来て、良い種の中に毒麦を蒔いた。その人は彼ら（僕たち）に毒麦を引き抜かせ
なかった。彼は彼らに言った、『お前たちが毒麦を引き抜きに行って、それと一緒に麦
を引き抜かないように。なぜなら、収穫の日に毒麦が現われ出るであろうから。それ
らは引き抜かれ、焼き尽くされるであろう』」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書に、並行箇所があります。

【マタイの福音書、13:24-30】
イエスは、別のたとえを持ち出して言われた。「天の国は次のようにたとえられる。あ
る人が良い種を畑に蒔いた。人々が眠っている間に、敵が来て、麦の中に毒麦を蒔い
て行った。芽が出て、実ってみると、毒麦も現れた。僕たちが主人のところに来て言っ
た。『だんなさま、畑には良い種をお蒔きになったではありませんか。どこから毒麦が
入ったのでしょう。』主人は、『敵の仕業だ』と言った。そこで、僕たちが、『では、行っ
て抜き集めておきましょうか』と言うと、主人は言った。『いや、毒麦を集めるとき、
麦まで一緒に抜くかもしれない。刈り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい。

刈り入れの時、“まず毒麦を集め、焼くために束にし、麦の方は集めて倉に入れなさい”
と、刈り取る者に言いつけよう。』」

ほぼ同じようなことを言っています。ポイントは、毒麦が混じってしまって困るのだ
けれどもどうしようかということについて、そのように毒麦が混じっていても、それ
をすぐには抜かないで刈り入れの時まで放っておきなさいという対応の仕方を話して
います。

先ほど小松茸が聞いたように、トマスがイエスに聞いたのかもしれません。
「イエス様、悟るためにそんなに不要なプログラムが邪魔になるのなら、幼いうちか
らそんなプログラムを作らない方がいいじゃないですか。それに、もし作ったとして
もしっかり根付かないうちに抜いてしまった方がいいのではないですか。大人になれ
ばなるほど抜くのが大変になりますから」
「なるほど、そうだね。トマス。将来毒になるのが分かっている毒麦も一緒に生えて
きたわけだ」
「そうですよ、イエス様。だから、毒麦に気が付いたら、まだ根がしっかりと根付く
前に抜いてしまった方がいいのではないですか」
「いやいやトマス、それは刈り入れの時まで、放っておきなさい。早く抜く事は無い」
「えっ、イエス様。早く抜いてはいけないのですか」
「そうだね、早く抜いてはいけない。大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば良い
のだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、説明しよう。毒麦も普通の麦も、まだ、実がなる前はあまり見分けがつか
ない。というか毒麦も、幼い頃はそれなりに意味があるプログラムなのだ。例えば子
供が夜一人で暗闇に出向いて行っては危ない」
「そうですね」
「だから親は、子供に暗闇にはオバケが出るから出てはいけないと教える。子供は暗
闇にはオバケが出ると覚えてしまう。しかし大人になって、夜更けに恋人が、狼の遠
吠えか何かを真似して呼び出している時に、暗闇はオバケがいるからと出てきてくれ
なかったら、恋人と会えない。そうだろトマス」
「えっ、私は、狼の遠吠えなんかしてませんよ。フクロウの真似はしましたが」
「あはははは、そうかい」

「はい」

「とにかくだ。それと同じように、親は子供に対して色々と子供のためを思って教育
する。『男の子は泣いてはいけない』とか『嘘をついてはいけない』とか『人に勝たな
ければならない』とか様々なことを教える」
「そうですね。イエス様」
「それは子供にとっては自分を成長させたり自分を守ったり、その時期にとってはと
ても有用な教えでありプログラムだ。しかしそれをそのまま持ち続けていては、いつ
の間にかそのプログラムの奴隷になる。それが行き過ぎたり、他のプログラムと矛盾
したりし始める。するとそれは毒になってくるわけだ。そうなった時に初めて不要な
プログラムということになる。だからそうなった時にそれを抜けば良い」
「なるほど」
「プログラムを抜くというのは自動反応さ
せないことだ。完全にそのプログラムを捨
てるわけでは本当はない。プログラムは持っ
ているが、プログラムを起動させることも
起動させない事も自分の意志で自由自在に
なるということだ。それがプログラムから
自由になるということだ。その修行を諸君
はしているわけだ」
「なるほど分かりました。将来毒麦になる
麦であっても覚えた当初はそれなりに意味があって、当面はそのプログラムも有用で
あるということですね」
「そうだね。トマス。麦が大きくなって毒麦だと分かった時に抜けば、それで充分間
に合うということだ。それまでは役に立っていたということだ」
「なるほど」
とトマスは深く納得しました。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「トマスは納得したかもしれませんが、私はちょっと疑問です」
「なにが？」

「毒麦だと分かった時に抜けば良いといっても、毒麦だと分からないまま、そのプロ
グラムにそってずっと人生を推し進めている場合もあるのではないですか」
「例えば？」
「例えば、人に認められなければならないと思って一生懸命勉強して、良い大学に入っ
て、大きな会社に入って、さらにまた頑張って認められようと、ずっと頑張っている
場合です」
「なるほど、それで苦しくなければ、それは毒麦ではないし害はない」
「じゃ、苦しくなったりしなければ、毒麦だと気がつかないという事ですか」
「そうだね。苦しくなったら毒麦だと気づくことができる。だから苦しいのをごまか
していたり、苦しいのを我慢し続けていると、病気になったり身体を壊したりするこ
とになりかねない。苦しいということに気がついたらラッキーなわけだ。その毒麦を
抜いてしまえば済むことだ」
「それじゃ出世できなくなりますよ」
「それじゃ聞くけど、その人は何のために出世しようとしているの？」
「それは幸せになるためですよ」
「でも、さらに無理に出世しようとすると苦しいわけだろう。身体を壊すかもしれな
い。だったら何をしてるのかわからないよね。それが毒麦だというわけだ。自動反応
になっていてそれに気がつかないわけだ」
「なるほど。ちょうど次にそのようなイエスの言葉がありますね」
「そうかい、では次に行こう」

………………………………………………………………………………………………………………
(58)Jesus said, "Blessed is the man who has suffered and found life."
(58)Jesus said, "Congratulations to the person who has toiled and has found life."
(58)イエスが言った、「苦しんだ者は、幸いである。彼は命を見出した」
………………………………………………………………………………………………………………
このセンテンスは実は、(54)番によく似ています。
………………………………………………………………………………………………………………
(54)イエスが言った、「あなたがた貧しい人たちは、幸いである。天国はあなたがたの
ものだから」
………………………………………………………………………………………………………………
しかし、ここでまた同じような文章が出てきたのには、それなりの理由があります。

つまり、毒麦の話の後に出てきたわけですから、ここでは、新たに、「毒麦に苦しんだ
人は幸いである」と言いたかったのだと思います。そしてさらにここでは、彼は命を
見出したと続いています。
毒麦に苦しんで毒麦を抜いた人は、命を見出した、つまり、悟れたということです。

「じゃあ、イエス様」
「なんだい、トマス」
「毒麦に苦しまなかったら、悟れないってことですか」
「毒麦に苦しむことになったら、それを抜こうという工夫や努力ができる。そしてそ
れができれば、毒麦も麦も単に農地の上に生い茂っていたものだと分かる。そしてそ
れが分かればその農地を返すことも簡単だ。また自分の服を脱いで返すことも容易に
なってくる。だから毒麦に苦しむことになるという事はラッキーなことだ」
「じゃあ、イエス様、毒麦に苦しまないで、どんどん領土を広げたり、どんどん支配
欲を増やしたり、財産を増やしたりしていると、どうなるのですか。それでもいいの
ですか」
「それは本人の自由だから、とやかくは言わない。でもいずれ誰でも死ぬ時は来る。
その時に、悟っていなければ慌てふためくことになる。それまでに悟っていなければ、
生きている間中、死はいつもずっと怖いものになる。それだけの違いだ」
「それだけの違いって、それってとても大きいですよ。イエス様。領土も財産もそん
なに欲しくはありませんが、その安心が欲しいです」
「そうかい。それは、修行すれば誰でも手に入る」
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「修行すれば、誰でも手に入ると言われても…」
「じゃあ、言い直そう。修行しなければ、誰も手にすることはできない」
「はい。それは分かりますが。修行しても手に入らない気がしますけど」
「そう思っているから、まともな修行になっていないのだ。生きているうちにもっと、
しっかり、修行せい。死んでからでは修行はできんぞ」
「ああ、なるほど。イエスが次にそう言ったのでしょうかね」
「おや、そうかい」

………………………………………………………………………………………………………………
(59)Jesus said, "Take heed of the living one while you are alive, lest you die and seek to 
see him and be unable to do so."
(59)Jesus said, "Look to the living one as long as you live, otherwise you might die and 
then try to see the living one, and you will be unable to see."
(59)イエスが言った、「あなたがたが生きている間に、生ける者を注視しなさい。あな
たがたが死なないように。そして、あなたがたが彼を見ようとしても、見ることがで
きないであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これだけを読むと何を言ってるのかはよく分かりませんね。
少し補って読むとよくわかります。全文を書くと次のようになります。
「あなたがたが生きている間に、しっかり修行して、本当の存在、本当に生きる者を、
発見し、それを注視しなさい。そうすると、あなたがたは、この宇宙に存在している
魂そのものであると理解できて、自分が圧倒的な存在であることが分かります。そう
すると、あなたがたは、自分が死ぬ時に自分が消滅するのではないかという恐怖を抱
く事はなくなります。しかし、よく言っておきますが、修行は生きてるうちにしてく
ださい。死んでしまってからでは修行ができません。修行もせずに、悟りもせずに、
死んでしまうと、もう二度と、あなたがたはあなたがた自身に会うこともできません。
ですから生きているうちにしっかり修行して、生きているうちに悟ってください」
これが、次第に省略されて、結局、この項のような文章として残っているのでしょう。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「イエスは、修行しろ、修行しろとウルサイですね」
「あはははは、ウルサイ？　まぁ、そうだね。小松茸に言うことはこれしかない」
「なんですか？」
「修行しなさいだ。修行の仕組みも、修行のやり方も、修行の意義も、修行の大切さも、
みんな分かっているのに、修行をしないのであれば、言うことはこれしかない。修行
しなさいだ」
「イエスも、相当、手こずったようですね。死ぬ前までにとにかく、修行しろと言っ
てますね」
「そうだね。さらに、その例え話までして、弟子に修行を促している。まったく。言っ

ても言っても、修行しない弟子がいたんだなぁ、昔も」
「今も、ですか？」
………………………………………………………………………………………………………………
(60)They saw a Samaritan carrying a lamb on his way to Judea. He said to his disciples, 
"That man is round about the lamb."
They said to him, "So that he may kill it and eat it."
He said to them, "While it is alive, he will not eat it, but only when he has killed it and it 
has become a corpse."
They said to him, "He cannot do so otherwise."
He said to them, "You too, look for a place for yourself within repose, lest you become a 
corpse and be eaten."
(60) He saw a Samaritan carrying a lamb and going to Judea. He said to his disciples, 
"that person ... around the lamb." They said to him, "So that he may kill it and eat it." He 
said to them, "He will not eat it while it is alive, but only after he has killed it and it has 
become a carcass."
They said, "Otherwise he can't do it."
He said to them, "So also with you, seek for yourselves a place for rest, or you might 
become a carcass and be eaten."
(60)彼らが、子羊を伴ってユダヤへ向かう一人のサマリア人を見た。彼（イエス）が
彼の弟子たちに言った、「あの者は子羊の傍にいる」。彼らが彼に言った、「彼はそれを
殺して食べようとしているのです」。彼らが彼に言った、「それが生きている間は、彼
はそれを食べないであろう。しかし、彼がそれを殺し、それが屍になったときに、（彼
はそれを食べるであろう）」。
彼らが言った、「彼は他の仕方でそうすることはできないでしょう」。彼が彼らに言っ
た、「あなたがたが屍になって食われないように、あなたがたも自分のために安息のう
ちに場所を求めなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
イエスが弟子達に口を酸っぱくして「修行しなければ悟れませんよ」と説いています
が、弟子達は何度も聞かされているので、慣れっこになってしまい、なかなか真剣に
修行に励まなかったのでしょう。その時、ちょうど子羊を連れたサマリア人の一行が
通ったので、イエスはそれを見て弟子達に言いました。

「あの者は子羊の傍にいるが、なぜだい、トマス」
「イエス様、彼はあの仔羊を殺して食べようとしているのです」
「そうか。で、いつ食べるのだ」
「ですから、彼がそれを殺し、それが屍になったときにです。仔羊が生きている間は
食べません」
「ほう、そうか。生きている間は食べないのか」
「そうです。食べられません。死んでからです。生きているうちに食べるのは無理です。
死んだら食べることができます。イエス様、当り前のことをわざわざ聞かないでくだ
さい」
「それと同じだ。トマス。いいかい、だから生きているうちに修行しなければ、死ん
でからでは食べられてしまうよ」
「えっ、あっ、はい。生きているうちに修行ですね。イエス様」
「生きているうちに悟って、安息の場所を確保しておかないと、死んでからでは無理
だよ。無理」
「はい。イエス様」
と、少しは、修行を真剣にする気持ちになったかもしれませんね。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「今も昔も、なかなか修行しない弟子がいると、苦労しますね」
「そうだね。でも、苦労と言っても、イエスのように自分が悟ってしまったら、人生
でそれしかする事は残っていない。だからそれができる間はそれを愛を持って、楽し
みながらただ単にひたすらにするということだ」
「でも笑雲先生、イエスはなんか弟子達を脅しているようですけど」
「そうではなくて、たぶん笑いながらユーモアを交えて話していたのだと思うよ。『ほ
らほら、だから、喰われちゃう前に、修行して早く悟った方がいいよ。あはははは』
とかね」
「そうですね。そんな感じですね。次の会話もきっと、笑いが溢れていたんでしょうね」
「おや、そうかい。では、次に行こう」
「はい」

（次号につづく）


